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摩
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は
じ
め
に

　

薩
摩
藩
は
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
国
の
守
護
職
を
受
け
継
ぎ
、
三
州
の
太
守
を
自

認
し
た
島
津
氏
を
藩
主
に
仰
い
だ
。
初
代
藩
主
（
島
津
氏
十
八
代
）
家
久
以
後
の
歴

代
藩
主
で
は
、
開
明
的
な
政
策
を
と
っ
た
八
代
藩
主
（
同
二
五
代
）
重
豪
、
十
一
代

藩
主
（
同
二
八
代
）
斉
彬
の
名
前
が
、
高
等
学
校
日
本
史
の
教
科
書
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
藩
主
で
は
な
い
が
、
斉
彬
の
異
母
弟
で

十
二
代
藩
主
（
同
二
九
代
）
茂
久
（
忠
義
）
の
実
父
で
あ
り
、
国
主
と
し
て
活
躍
し
た

久
光
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
藩
政
が
、
藩
主
家
の
家
政
と
不
可
分
に
関
わ
り
な
が
ら

行
わ
れ
る
以
上
、
薩
摩
藩
の
藩
政
も
、
藩
主
個
人
の
資
質
や
考
え
方
な
ど
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
藩
政
遂
行
の
上
で
は
、
実
務
的
な
業
務
を
担
う
多
く
の
部
局
が

必
要
と
な
る
。
こ
の
実
務
を
担
う
諸
部
局
を
統
轄
し
た
の
が
家
老
で
あ
る
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
家
老
が
い
た
の
か
。
藩
政
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
筆
者
が
担
当
し
た
、
宝
暦
治
水
二
六
○
年
記
念
企
画
展
「
宝
暦
治
水
と

平
田
靱
負
︱
薩
摩
藩
家
老
の
系
譜
︱
」（
二
○
一
四
年
五
月
二
十
日
〜
七
月
二
十
七
日
開

催
）
で
は
、
近
世
初
期
の
名
家
老
と
さ
れ
る
伊
勢
貞
昌（
１
）以
下
、
島
津
家
久
の
信
任
を

う
け
、
そ
の
女
婿
と
な
り
、
伊
勢
貞
昌
と
と
も
に
家
老
と
し
て
活
躍
し
、
家
老
辞
職

以
後
も
異
国
方
・
宗
門
方
と
し
て
藩
政
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
そ
の
死

去
後
に
系
図
削
除
の
処
罰
を
う
け
、「
国
賊
」
と
し
て
「
本
藩
人
物
誌（

２
）」

に
記
載
さ

れ
た
日
置
島
津
家
の
島
津
久
慶（

３
）、
同
じ
く
同
書
に
「
国
賊
」
と
記
載
さ
れ
た
平
田
増

宗
や
比
志
島
国
隆（

４
）、
産
業
育
成
や
金
山
開
発
に
関
わ
っ
た
宮
之
城
島
津
家
の
島
津
久

元
・
久
通
父
子
、
金
山
総
奉
行
・
勝
手
方
家
老
と
し
て
活
躍
、
三
代
藩
主
（
島
津
氏

二
十
代
）
綱
貴
の
養
育
掛
を
担
っ
た
平
佐
北
郷
家
の
北
郷
久
加
、
勝
手
方
家
老
、
後

に
専
ら
江
戸
詰
と
な
り
、
寛
永
寺
本
堂
造
営
総
監
使
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
強
い

系
譜
意
識
か
ら
「
小
松
」
へ
の
改
号
を
運
動
し
た
袮
寝
清
雄（

５
）、
薩
摩
藩
最
後
の
統

一
的
検
地
で
あ
る
享
保
内
検（

６
）
を
担
っ
た
種
子
島
久
基
、
宝
暦
治
水
で
総
奉
行
と
な

り
、
職
務
を
遂
行
し
た
直
後
に
亡
く
な
っ
た
平
田
正
輔（

７
）、
文
化
朋
党
事
件
（
近
思
録

崩
れ
・
秩
父
崩
れ
）
で
処
断
さ
れ
た
樺
山
久
言（
８
）、
財
政
改
革
を
主
導
し
な
が
ら
非
業

の
最
期
を
遂
げ
た
調
所
広
郷（

９
）、
幕
末
に
活
躍
し
た
小
松
清
廉）

（（
（

や
桂
久
武）

（（
（

な
ど
を
取
り

上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
家
老
は
、
先
学
に
よ
り
、
そ
の
実
績
や
藩
政
上
の
役
割
、
評
価

な
ど
が
な
さ
れ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
が
、
近
世
の
家
老
数
全
体
か
ら
い
え
ば
ご
く
一

部
と
い
っ
て
よ
い
。

　

本
稿
で
は
、
今
後
の
薩
摩
藩
政
史
研
究
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
し
、
右
に
挙
げ

た
人
物
を
も
含
め
、
薩
摩
藩
家
老
の
全
体
を
俯
瞰
し
、
そ
の
系
譜
に
ど
の
よ
う
な
特

色
が
あ
る
の
か
考
察
す
る
。
ま
た
、
特
に
財
政
を
担
っ
た
勝
手
方
家
老
の
事
例
に
つ

い
て
、
検
討
を
加
え
た
い）

（（
（

。
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【
系
図
１
】
島
津
氏
略
系
図
①�

※
数
字
は
島
津
氏
歴
代
、
二
重
線
は
縁
組
を
示
す
。

一
章
　
室
町
時
代
か
ら
戦
国
期
・
織
豊
政
権
期

第
一
節
　
本
宗
家
の
変
遷
と
老
中

　

中
世
、
島
津
氏
の
支
配
に
関
わ
る
老
中
機
構
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
論
考
に
、
福

島
金
治
氏
の
研
究
が
あ
る）

（（
（

。
江
戸
時
代
に
家
老
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
の
職
掌

は
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
は
、
老
名
（
お
と
な
）、
後
に
老
中
と
呼
ば
れ
、
領

国
統
治
の
実
務
を
担
当
し
て
、
諸
問
題
の
評
定
や
公
的
文
書
の
発
行
な
ど
を
担
っ
た

と
さ
れ
る
。
そ
の
構
成
は
、
島
津
氏
譜
代
の
被
官
や
、
南
北
朝
期
以
降
に
島
津
氏
に

服
属
し
た
在
地
領
主
、
早
く
島
津
氏
か
ら
分
か
れ
た
家
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

戦
国
時
代
、
奥
州
家
か
ら
相
州
家
島
津
氏
へ
移
動
し
た
と
さ
れ
る
、
島
津
氏
本
宗

家
家
督
に
つ
い
て
は
、
山
口
研
一
氏
の
研
究）

（（
（

に
よ
り
、
こ
の
間
の
薩
州
家
島
津
氏
と

諸
勢
力
の
動
静
な
ど
、
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
大
永
六
（
一
五
二
六
）

年
、
島
津
氏
十
四
代
の
奥
州
家
島
津
忠
兼
（
勝
久
）
は
、
相
州
家
島
津
忠
良
の
子
貴

久
を
養
子
に
迎
え
、
翌
年
に
一
旦
家
督
を
貴
久
に
相
続
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
家
督
を

悔
い
返
し
た
。
天
文
四
（
一
五
三
五
）
年
、
自
身
の
家
臣
団
に
見
放
さ
れ
た
勝
久
は
、

義
弟
で
も
あ
る
薩
州
家
五
代
島
津
実
久
の
た
め
に
そ
の
地
位
を
逐
わ
れ
る
。
実
久
は
、

大
隅
・
日
向
の
島
津
氏
一
族
や
有
力
国
人
層
の
支
持
を
も
と
に
、
守
護
の
地
位
を
事

実
上
獲
得
し
た
。
そ
の
後
、
忠
良
・
貴
久
父
子
の
相
州
家
が
、
実
力
で
守
護
の
地
位

を
奪
い
、
有
力
な
在
地
勢
力
を
家
臣
化
さ
せ
て
い
く
。【
系
図
１
】

　
こ
の
た
め
、
近
世
の
諸
系
図
で
は
、
一
般
に
島
津
氏
十
五
代
に
貴
久
を
継
続
し）

（（
（

、
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諸
家
の
系
図
や
記
録
で
は
、
貴
久
と
敵
対
し
た
勢
力
、
例
え
ば
薩
州
家
島
津
氏
な
ど

の
与
党
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
ず
、
あ
る
い
は
明
瞭
な
場
合
、「
本

藩
人
物
誌
」
の
「
国
賊
」
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

山
口
氏
は
、
島
津
氏
本
宗
家
家
督
の
変
遷
に
お
い
て
、
勝
久
の
旧
家
臣
団
が
、
最

終
的
に
貴
久
を
支
持
し
た
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
相
州
家
の
老
中
体
制
も
、
天
文
八

（
一
五
三
九
）
年
こ
ろ
か
ら
再
び
整
備
さ
れ
た）

（（
（

が
、
一
貫
し
て
相
州
家
に
従
っ
て
老

中
に
就
く
の
は
伊
集
院
忠
朗
（
孤
舟
）
の
み
で
あ
り
、
他
は
村
田
氏
・
川
上
氏
な
ど

旧
勝
久
直
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
福
島
氏
は
、
天
文
八
年
か
ら
天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
ま
で
の
老
中
構

成
も
検
討
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
こ
こ
で
は
、
伊
集
院
忠
朗
・
忠
倉
・
忠
金
（
忠
棟
・
幸
侃
）

の
三
代
に
わ
た
る
一
流
の
老
中
内
に
お
け
る
地
位
の
高
さ
と
と
も
に
、
伊
作
島
津
家）

（（
（

根
本
被
官
と
さ
れ
る
三
原
氏
、
島
津
氏
本
宗
家
で
あ
っ
た
奥
州
家
老
中
か
ら
相
州
家

老
中
と
な
っ
た
村
田
氏
・
平
田
氏
・
川
上
氏
、
や
は
り
奥
州
家
側
か
ら
転
じ
、
奏
者

を
経
て
老
中
と
な
る
本
田
氏
・
上
井
氏
の
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
山
口

氏
は
、
老
中
に
は
奏
者
か
ら
老
中
へ
取
り
立
て
ら
れ
た
者
と
、
子
孫
へ
老
中
職
を
受

け
継
ぐ
家
系
の
者
の
、
二
つ
の
就
任
ル
ー
ト
を
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
期
、
島
津
氏
支
流
の
別
号
家
で
は
、
伊
集
院）

（（
（

氏
・
川
上）

（（
（

氏
の
他
に
、
新
た

に
喜
入
氏）

（（
（

が
、
三
代
忠
誉
の
享
禄
年
間
（
一
五
二
八
〜
三
二
）
以
降
相
州
家
に
つ
き
、

天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
五
五
）
以
降
家
臣
化
し
た
、
と
福
島
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
島
津
を
号
し
、
か
つ
老
中
と
な
る
初
め
て
の
事
例
は
、
貴
久
・

忠
将
の
異
母
弟
尚
久
の
子
忠
長）

（（
（

で
あ
っ
た
。【
系
図
２
】

　
第
二
節
　
統
一
政
権
と
島
津
義
久
・
義
弘
の
家
老

　

江
戸
時
代
の
家
老
と
比
較
す
る
た
め
に
、
秀
吉
政
権
に
屈
服
し
、
ま
た
江
戸
幕
府

に
従
う
過
程
の
島
津
氏
と
家
老
（
老
中
）
を
確
認
す
る
。

　
　
１
　
豊
臣
政
権
屈
服
以
後

　

天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
五
月
の
豊
臣
政
権
へ
の
屈
服
以
後
、
島
津
氏
十
六
代

義
久
（
龍
伯
）
に
は
薩
摩
国
、
十
七
代
義
弘
（
惟
新
）
に
は
大
隅
国
、
義
弘
嫡
男
の

久
保）

（（
（

に
は
日
向
国
諸
県
郡
、
永
吉
島
津
家
祖
の
家
久）

（（
（

嫡
子
豊
久
に
は
同
国
佐
土
原

が
安
堵
さ
れ
た
。
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
か
ら
同
四
年
の
太
閤
検
地
実
施
に
よ
り
、

義
久
は
鹿
児
島
か
ら
大
隅
国
富
隈
（
現
霧
島
市
）
へ
、
義
弘
は
同
国
栗
野
（
現
姶
良
郡

湧
水
町
）
か
ら
帖
佐
（
現
姶
良
市
）
へ
移
り
、
義
弘
の
子
忠
恒
（
慶
長
十
一
〈
一
六
○

六
〉
年
に
家
久
に
改
名
）
は
鹿
児
島
居
住
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
老
中
の
伊
集
院
幸
侃
は

大
隅
国
肝
付
郡
（
現
肝
属
郡
肝
付
町
・
鹿
屋
市
な
ど
）
か
ら
日
向
国
都
城
に
封
じ
ら
れ
、

都
城
の
北
郷
家
は
薩
摩
国
祁
答
院
宮
之
城
（
現
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
）、
種
子
島
家
は
知

覧
（
現
南
九
州
市
）
に
移
さ
れ
、
種
子
島
に
は
、
垂
水
島
津
家
二
代
以
久）

（（
（

が
封
じ
ら

れ
た
。
豊
臣
政
権
下
で
は
、
島
津
義
久
以
外
に
、
島
津
以
久
・
北
郷
忠
虎
・
伊
集
院

幸
侃
の
三
名
が
秀
吉
御
朱
印
衆
と
し
て
秀
吉
か
ら
直
接
知
行
地
を
与
え
ら
れ
る
立
場

に
あ
っ
た
。

　

慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
三
月
、
島
津
忠
恒
は
京
都
に
お
い
て
伊
集
院
幸
侃
を
誅

殺
す
る）

（（
（

。
以
後
、
義
久
・
義
弘
・
忠
恒
（
家
久
）
の
三
者
分
立
の
状
態
は
、
慶
長

十
六
年
正
月
の
義
久
死
去
ま
で
続
く
。
こ
の
後
、
義
弘
も
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年

七
月
に
加
治
木
で
死
去
し
、
鹿
児
島
城
下
の
家
久
に
政
治
権
力
は
一
元
化
さ
れ
て
い

く
。
こ
の
時
期
ま
で
の
義
久
・
義
弘
の
家
老
に
つ
い
て
、「
国
老
并
用
人
記
」・「
君

家
累
世
御
城
代
御
家
老
記）

（（
（

」
に
よ
り
概
観
す
る
。



−4−

15

1617

18

19

20

21

22

2324

25

26

27

28

29

【
系
図
２
】
島
津
氏
略
系
図
②

＊
数
字
は
島
津
氏
歴
代
、
○
数
字
は
歴
代
藩
主
代
数
、
二
重
線
は
縁
組
を
示
す
。
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２
　
文
禄
期
以
降
の
義
久
・
義
弘
の
家
老

　

義
久
・
義
弘
の
家
老
【
表
１
】
を
出
し
た
家
で
異
姓
の
家
（
他
家
）
に
は
、
鎌
田

家
・
比
志
島
家
・
山
田
家
と
種
子
島
家
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
種
子
島
家
は
、

十
四
代
時
堯
の
子
克
時
が
、
島
津
義
久
よ
り
「
久
」
字
を
拝
領
し
（
十
六
代
久
時
）、

そ
の
婚
姻
関
係
か
ら
も
、
他
の
異
姓
の
家
に
比
べ
て
、
扱
い
は
別
と
考
え
ら
れ
る）

（（
（

。

　

文
禄
年
間
（
一
五
九
二
〜
九
六
）
以
降
、
新
た
に
島
津
氏
別
号
家
の
樺
山）

（（
（

家
・
町

田）
（（
（

家
か
ら
家
老
が
出
る
。
た
だ
し
、
島
津
姓
の
家
で
は
、
や
は
り
忠
長
以
外
家
老
に

就
い
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
忠
長
以
後
の
宮
之
城
島
津
家
の
位
置
は
、
貴
久
同
母

弟
の
忠
将
を
祖
と
す
る
垂
水
島
津
家
と
は
異
な
る）

（（
（

。
以
久
が
秀
吉
の
御
朱
印
衆
だ
っ

た
こ
と
、
以
久
嫡
子
彰
久
は
義
久
二
女
新
城
の
婿
で
あ
り
、
若
く
し
て
戦
没
し
た
こ

と）
（（
（

も
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

　

「
国
老
并
用
人
記
」
に
は
、
義
久
の
隠
居
以
後
の
家
老
と
し
て
、
喜
入
久
正
（
紹

嘉
）、
山
田
有
信
（
理
安
）、
平
田
宗
親
、
本
田
親
正
（
正
親
）、
本
田
公
親）

（（
（

の
名
を
挙

げ
て
い
る
。
ま
た
、
義
弘
の
家
老
に
つ
い
て
は
、「
別
ニ　

義
弘
公
御
家
老
有
之
候

得
ト
モ
、　

義
弘
公
御
蔵
入
計
之
支
配
ト
相
見
得
候
」
と
あ
る
。
義
弘
の
家
老
の
多

く
は
諸
家
庶
流
出
身
で
あ
り
、
以
後
も
家
老
を
出
し
た
家
筋
は
少
な
い）

（（
（

。
こ
の
時
代

ま
で
の
家
老
に
つ
い
て
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
に
記
さ
れ
た
「
薩
陽
落
穂
集）

（（
（

」

に
は
、
義
久
の
代
の
役
人
に
つ
い
て
「
其
時
分
の
御
家
老
衆
と
申
は
、
只
今
の
様
に

差
置
候
御
一
家
の
御
方
或
は
一
所
持
大
身
の
衆
に
は
無
之
、
御
家
中
衆
の
内
巧
者
の

衆
へ
為
被
仰
付
哉
と
見
得
申
候
」
と
記
さ
れ
る
。
十
七
世
紀
初
期
は
、
十
八
世
紀
中

期
の
家
老
職
が
基
本
的
に
島
津
氏
の
有
力
庶
家
や
十
八
世
紀
前
期
に
確
定
す
る
一
所

持
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
上
級
の
家
格
に
固
定
さ
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
、「
巧
者
」、

即
ち
能
力
や
実
務
経
験
に
よ
り
任
命
さ
れ
て
い
た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
以
降
の
義
久
・
義
弘
家
老

に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
家
老
の
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
島
津
氏
で
は
な
い
異
姓
の
家

で
あ
り
、
島
津
を
号
す
、
ま
た
は
別
号
家
の
島
津
氏
支
流
の
家
は
三
三
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。

　

次
に
、
初
代
藩
主
家
久
以
下
歴
代
藩
主
の
任
命
し
た
家
老
を
比
較
す
る
。

二
章
　
近
世
の
家
老

　
第
一
節
　
薩
摩
藩
の
職
制
整
備
と
家
老
職

　

薩
摩
藩
の
主
要
な
役
職
は
、
城
代
を
除
け
ば
、
家
老
・
若
年
寄
・
大
目
付
で
あ
る
。

薩
摩
藩
の
職
制
は
、
四
代
藩
主
（
島
津
氏
二
一
代
）
吉
貴
の
藩
政
期
に
、
役
格
や
家

格
と
も
併
せ
て
整
備
さ
れ
る
。
吉
貴
は
宝
永
元
（
一
七
○
四
）
年
九
月
、
父
で
三
代

藩
主
（
同
二
十
代
）
綱
貴
の
死
去
に
よ
り
家
督
を
相
続
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
六

月
に
隠
居
す
る
が
、
五
代
藩
主
（
同
二
二
代
）
継
豊
が
、
享
保
二
十
一
年
以
降
、
病

気
を
理
由
に
江
戸
在
府
を
続
け
た
こ
と
も
あ
り
、
元
文
五
（
一
七
四
○
）
年
八
月
に

は
、
国
元
の
重
要
案
件
に
関
し
て
政
務
に
復
帰
す
る
。
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
に

六
代
藩
主
（
同
二
三
代
）
宗
信
が
家
督
を
相
続
し
、
そ
の
翌
年
十
月
に
吉
貴
は
死
去

し
た
。
十
八
世
紀
前
期
を
通
し
て
、
藩
政
に
対
し
て
吉
貴
は
影
響
力
を
持
っ
た）

（（
（

。

　
　
１
　
家
老
職
概
略

　

家
老
職
は
、
吉
貴
の
代
に
任
命
の
形
式
、
呼
称
、
そ
し
て
役
格
（
役
職
の
格
式
。

待
遇
・
役
順
ほ
か
で
示
さ
れ
る
。）
が
定
ま
り
、
老
中
の
称
も
廃
さ
れ
た
と
さ
れ
る）

（（
（

。

宝
永
二
（
一
七
○
五
）
年
に
は
、
従
来
の
評
定
所
を
「
御
家
老
座
」
に
改
称
す
る）

（（
（

。

吉
貴
の
代
に
は
、
従
来
表
方
の
み
だ
っ
た
支
配
が
「
御
側
方
・
御
勝
手
方
・
兵
具
所

方
・
御
厩
方
・
御
書
院
方
」
と
分
置
さ
れ
た）

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
以
後
も
掛
分
担
は
あ
っ
た）

（（
（
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【
表
１
】
義
久
・
義
弘
家
老
一
覧
　

（
義
久
家
老
　
文
禄
４
〜
慶
長
16
年
死
去
前
後
ま
で
）　

〔
〕
は
異
説
・
ま
た
は
疑
義
付

当
主

〜
藩
主

名
前
（
）
は
初
・
中
の
名

号
親
・
祖
父
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
　
　
考

義
久

伊
集
院
忠
棟
（
忠
金
）

幸
侃

伊
集
院
忠
倉
嫡
子

（
伊
集
院
忠
朗
孫
）

島
津
氏
支
流

伊
集
院
忠
朗
一
流
・
都
城

永
禄
９

〔
天
文

22〕
1566

慶
長
４
死

（（（（
室

は
種

子
島

時
堯

娘
（

義
久

夫
人

姉
）。

島
津

忠
恒

に
よ

り
伏

見
で

誅
殺
さ
れ
、
子
の
忠
真
ら
も
慶
長
７
年
に
処
罰

〜
家
久

平
田
光
宗

舜
蘆

平
田
庶
流
宗
秀
二
男

平
田
昌
宗

他
家

平
田
家
・
郡
山

天
正
３

1575
慶
長
（（死

（（（（
本
田
親
貞

三
省

本
田
親
尚
二
男

他
家

本
田
親
尚
一
流

〔
天
正
８
〕

1580
慶
長
１
死

（（（（

〜
家
久

島
津
忠
長

紹
璞

紹
益

島
津
尚
久
（
15

代
貴
久

の
弟
）
嫡
子

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

天
正

11
〔
天
正

10〕
1583

慶
長
（（死

（（（（
紹
節
、
麟
臺
の
号
あ
り

〜
家
久

山
田
有
信

理
安

山
田
有
徳
子

他
家

平
姓
山
田
氏

天
正

16
1588

慶
長
（（死

（（（（
義
久
隠
居
方
家
老

長
寿
院
盛
淳

畠
山
頼
国
（
橘
隠
軒
）子

他
家

阿
多
→
畠
山
家

天
正

16
1588

義
弘
帖
佐
居
住
時

慶
長
５
死

（（（（
関
ヶ
原
の
戦
い
で
死
去

平
田
歳
宗

平
田
光
宗
子

他
家

平
田
家
・
郡
山

天
正

18
1590

慶
長
３
死

（（（（
〜

家
久

鎌
田
政
近

鎌
田
政
勝
嫡
子

鎌
田
政
良

他
家

鎌
田
家
・
姶
良
西
俣
南
村

天
正

19
1591

慶
長
10死

（（（（
京
都
で
死
去

〜
家
久

伊
集
院
久
治

抱
節

伊
集
院
久
通
子

島
津
氏
支
流

伊
集
院
久
昌
一
流

天
正

19
1591

慶
長
10

慶
長
（（死

1605
（（（（

〜
家
久

平
田
英
宗
（
増
宗
）

平
田
歳
宗
嫡
子

他
家

平
田
家

不
明

慶
長
（（死

（（（（
入
来
で
誅
殺
さ
れ
、
平
田
嫡
流
断
絶

〜
家
久

樺
山
久
高

玄
屑

樺
山
忠
助
二
男

樺
山
忠
征

島
津
氏
支
流

樺
山
家
・
藺
牟
田

文
禄
１

〔
文
禄
２
〕

1592
寛
永
（（死

（（（（
一
時
大
野
家
を
継
ぐ
。
後
に
兄
規
久
の
子
忠
征
跡
を
継
ぐ
。

〜
家
久

町
田
久
倍

存
松

町
田
久
徳
嫡
子

島
津
氏
支
流

町
田
家
・
伊
集
院
石
谷

〔
文
禄
１
〕

1592
慶
長
５
死

（（（（
亀
寿
在
洛
に
従
う

〜
家
久

比
志
島
国
貞

比
志
島
国
真
子

他
家

比
志
島
善
八
家

慶
長
元

1596
元
和
６
死

（（（（
高
岡
地
頭
（
子
の
国
隆
代
に
処
罰
）

〜
家
久

種
子
島
久
時

一
琢

種
子
島
時
堯
子

他
家

知
覧
→
種
子
島

〔
慶
長
４
〕

1599
慶
長
（（死

（（（（
天

正
８
（
1580）

年
「

久
」

字
を

拝
領

し
克

時
よ

り
改

名
。

妻
は

島
津

豊
後

守
朝

久
娘
。

女
子

が
伊

勢
貞

豊
妻

と
な

り
、

そ
の

娘
は

光
久

夫
人

（
綱
久
母
）

〜
家
久

本
田
正
親
（
親
正
）

本
田
親
治
子

他
家

本
田
兼
親
二
男
親
貞
一
流

不
明

不
明

出
水
地
頭

〜
家
久

喜
入
久
正

紹
嘉

川
上
久
光
長
子

喜
入
忠
道

島
津
氏
支
流

喜
入
季
久
弟
忠
道
一
流

慶
長
年
間

寛
永
９
死

（（（（
義
久
隠
居
方
家
老

〜
家
久

平
田
宗
親

平
田
歳
宗
二
男

他
家

平
田
家
（
増
宗
弟
）

不
明

慶
長
（（死

（（（（
義
久
隠
居
方
家
老
。
誅
殺（

死
を
賜
う
）。

嫡
子
・
二
男
も
同
日
死
を
賜
う
、

と
あ
る
。

〜
家
久

本
田
公
親

玄
叱

本
田
親
兼
子

他
家

不
明

不
明

義
久
隠
居
方
家
老

島
津
氏
支
流

33％

（
義
弘
家
老
　
文
禄
２
〜
元
和
５
年
死
去
前
後
ま
で
）

＊
「
国
老
并
用
人
記
（
君
家
累
世
御
城
代
御
家
老
記
）」

に
は
義
久
代
の
家
老
中
、
伊
集
院
忠
棟
・
喜
入
季
久
・
平
田
光
宗
・
上
井
覚
兼
・
島
津
忠
長
・

　
　
町
田
久
倍
・
比
志
島
国
貞
・
長
寿
院
盛
淳
・
鎌
田
政
近
・
平
田
増
宗
・
伊
集
院
久
治
・
樺
山
久
高
・
種
子
島
久
時
を
挙
げ
る
。

当
主

〜
藩
主

名
前
（
）
は
初
・
中
の
名

号
親
・
祖
父
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
　
　
考

義
弘

有
川
（
伊
勢
）
貞
世

任
世

有
川
貞
則
二
男

他
家

有
川
→
伊
勢
家

不
明

義
弘
飯
野
在
陣

時
栗
野
在
陣
時

文
禄
２
死

（（（（
義
弘
の
飯
野
在
城（

永
禄
６
・
1563

〜
天
正
18・

1590年
）の

家
老

〜
家
久

川
上
忠
智

肱
枕

川
上
忠
興
嫡
子

島
津
氏
支
流

川
上
家
庶
流
忠
塞
二
男
家

不
明

義
弘
飯
野
在
陣
時

栗
野
在
陣
時

慶
長
（（死

（（（（

〜
家
久

五
代
友
慶

五
代
助
友
嫡
子

他
家

五
代
少
左
衛
門
家

不
明

義
弘
飯
野
在
陣

時
栗
野
在
陣
時

帖
佐
居
住
時

不
明

帖
佐
居
住
は
文
禄
４（

1595）年
以
降
〜
慶
長
11（

1606）年

〜
家
久

上
井
秀
秋

伝
斎

上
井
薫
兼
二
男

上
井
親
秋

他
家

上
井
（
諏
訪
）
市
右
衛
門

家
不
明

義
弘
飯
野
在
陣

時
栗
野
在
陣
時

帖
佐
居
住
時

平
松
居
住
時

不
明

飯
野
に
お
い
て
家
老

平
松
居
住
は
慶
長
11（

1606）年
〜

13年

〜
家
久

川
上
忠
兄

青
糠

川
上
忠
智
二
男

島
津
氏
支
流

川
上
家
庶
流
忠
塞
二
男
家

不
明

栗
野
在
陣
時

元
和
８
死

（（（（
川
上
忠
堅
弟
。
吉
松
内
小
野
寺
相
模
坊
養
子
か
ら
還
俗

〜
家
久

新
納
長
住
（
旅
庵
）

新
納
康
久
二
男

島
津
氏
支
流

新
納
家
庶
流

不
明

栗
野
在
陣
時

帖
佐
居
住
時

慶
長
７
死

（（（（
出
家
し
て
長
住
、
還
俗
し
て
旅
庵

〜
家
久

伊
集
院
久
信
（
久
春
）

元
巣

伊
集
院
久
次
嫡
子

島
津
氏
支
流

伊
集
院
家
庶
流

不
明

帖
佐
居
住
時

元
和
２
死

（（（（
長
寿
院
盛
淳

畠
山
頼
国
（
橘
隠
軒
）子

他
家

阿
多
→
畠
山
家

天
正

16
1588

帖
佐
居
住
時

慶
長
５
死

（（（（
関
ヶ
原
の
戦
い
で
死
去

〜
家
久

伊
勢
貞
成

伊
勢
（
有
川
）
貞
世
長

子
他
家

有
川
→
伊
勢
家

不
明

平
松
居
住
時

加
治
木
居
住
時

慶
長
（（死

（（（（

〜
家
久

本
田
親
商

本
田
親
尚
子

他
家

本
田
家
庶
流

不
明

加
治
木
居
住
時

慶
長
（（死

（（（（
加
治
木
で
仕
え
る
。

比
志
島
国
詮

比
志
島
国
親
子

他
家

比
志
島
氏
庶
流

不
明

不
明

〜
家
久

上
井
里
兼

上
井
秀
秋
子

他
家

上
井（

諏
訪
）市

右
衛
門
家

不
明

寛
永
８
死

（（（（
島
津
氏
支
流

33％



−7−

が
、
基
本
的
に
は
表
方
・
奥
・
勝
手
方
で
あ
る
。

　

役
格
を
示
せ
ば
、
城
代
・
家
老
・
側
詰
・
若
年
寄
が
、
藩
主
か
ら
直
接
命
じ
ら
れ

る
藩
主
申
渡
の
役
で
あ
り
、
大
目
付
以
下
の
大
番
頭
・
寺
社
奉
行
な
ど
は
家
老
申
渡

（
直
触
）、
作
事
奉
行
・
普
請
奉
行
以
下
の
役
職
は
用
人
申
渡
で
あ
る
。
こ
の
他
、「
御

役
人
」
と
「
役
人
（
小
役
人
）」
と
い
う
分
け
方）

（（
（

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
者
支
弁
の

費
用
で
あ
る
賄
料
（
賦
）
も
役
格
を
示
す
。
例
え
ば
、
万
石
以
上
・
藩
主
子
弟
の
家

老
で
は
六
十
人
、
家
老
で
五
十
人
、
そ
れ
以
下
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
役
職
と

家
格
に
つ
い
て
は
、「
古
く
、
家
老
は
一
門
・
一
所
持
等
の
大
身
で
は
な
く
、
家
中

の
謂
は
ゆ
る
巧
者
衆
よ
り
任
じ
た
が
、
後
年
、
多
く
大
身
よ
り
任
じ
た）

（（
（

」
と
あ
る
。

　

薩
摩
藩
の
武
家
の
家
格
を
補
足
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

近
世
初
期
、
垂
水
島
津
家
・
加
治
木
島
津
家）

（（
（

、
日
置
島
津
家
・
宮
之
城
島
津
家

が
た
て
ら
れ
、
北
郷
家）

（（
（

も
本
宗
家
か
ら
養
子
が
入
り
、
島
津
を
号
す
（
都
城
島
津
家
）。

中
世
以
来
の
国
人
領
主
の
系
譜
を
ひ
く
家
や
、
老
中
（
家
老
）
職
な
ど
重
職
を
勤
め

た
家
筋
な
ど
を
中
心
に
、
家
筋
の
調
査
が
行
わ
れ
、
上
士
の
家
格
と
序
列
が
次
第
に

整
備
さ
れ
た
。

　

正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
十
月
朔
日
、
一
所
持
・
一
所
持
格
・
寄
合
・
寄
合
並

の
家
が
ひ
と
ま
ず
確
定
さ
れ
、
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
に
は
、
再
興
さ
れ
た
越

前
島
津
家）

（（
（

を
筆
頭
に
し
て
一
門
家
に
加
治
木
・
垂
水
島
津
家
、
大
身
分
に
日
置
・

花
岡）

（（
（

・
都
城
・
宮
之
城
島
津
家
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
大
身
分
の
称
は
、
天
明
六

（
一
七
八
六
）
年
、
一
所
持
か
ら
寄
合
並
ま
で
の
惣
名
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
延
享
元

（
一
七
四
四
）
年
に
和
泉
島
津
家）

（（
（

が
再
興
さ
れ
て
（
今
和
泉
島
津
家
）
一
門
家
と
さ
れ
、

一
門
四
家
が
確
定
す
る
。

　

幕
末
期
の
『
薩
陽
武
鑑）

（（
（

』
で
は
、
一
門
家
四
家
、
一
所
持
三
十
家
・
一
所
持
格

十
二
家
、
寄
合
五
四
家
・
寄
合
並
七
家
で
あ
り
、
以
下
に
無
格
二
家
、
小
番
、
新
番
、

御
小
姓
與
（
大
番
）
が
あ
っ
た）

（（
（

。
役
格
に
応
じ
た
家
格
も
大
体
決
ま
る
が
、
格
外
の

登
用
も
多
い
。
そ
の
場
合
は
家
格
を
引
き
上
げ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
平
士
で
当
番
頭

以
上
を
勤
め
れ
ば
一
代
寄
合
、
大
目
付
以
上
の
場
合）

（（
（

は
代
々
寄
合
に
入
る
。

　
　
２
　
家
老
の
職
掌

　

家
老
は
「
員
数
々
人
と
し
て
増
減
あ
り
、
或
は
七
家
老
と
も
い
ひ
、
夫
々
掛
を
分

擔
し
た
」
と
さ
れ
る）

（（
（

。「
大
概
記）

（（
（

」
に
、
現
在
八
名
、
増
減
あ
り
と
す
る
。

　

近
世
初
期
以
来
の
事
例
を
確
認
す
る
。
例
え
ば
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
十
二
月

六
日
付
の
島
津
家
久
書
状
で
「
家
老
役
之
衆
無
人
候
」
こ
と
を
理
由
に
、
家
久
に

と
っ
て
娘
婿
で
も
あ
る
日
置
島
津
家
四
代
の
久
慶
に
対
し
て
家
老
職
就
任
が
命
じ
ら

れ
た
。
実
際
、
翌
年
三
月
四
日
の
家
老
樺
山
久
高
の
死
去
後
は
、
家
老
は
伊
勢
貞
昌

と
宮
之
城
島
津
家
忠
長
二
男
の
久
元
、
川
上
久
国
と
久
慶
の
四
人
だ
っ
た
。
久
慶
は
、

宮
之
城
島
津
家
以
外
の
島
津
号
の
家
か
ら
初
め
て
家
老
に
就
い
た
事
例
で
あ
る
。
慶

安
元
（
一
六
四
八
）
年
に
は
、
初
め
て
月
番
家
老
が
た
て
ら
れ
た）

（（
（

。
家
老
職
の
者
が

十
人
を
超
え
る
時
期
も
確
認
で
き
る
。

　

「
大
概
記
」
の
記
述
に
、
家
老
の
役
料
高
は
千
石
、
職
務
は
「
国
中
仕
置
、
御
政

道
専
一
之
御
勉
（
勤
務
）」
と
あ
る
。
藩
政
機
構
が
表
方
支
配
か
ら
側
（
奥
）
方
・
勝

手
方
が
分
け
ら
れ
る
と
、
家
老
職
も
こ
れ
に
対
応
し
た）

（（
（

。
職
務
内
容
は
左
の
よ
う
に

「
大
概
記
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
１
）
表
方
家
老

①　

幕
府
・
諸
大
名
他
家
に
対
す
る
交
渉
、
諸
士
仕
置
、
元
服
・
角
入
・
前
髪
取
り

や
、
隠
居
・
家
督
・
養
子
縁
組
な
ど
の
調
べ
、
長
崎
・
上
方
へ
の
付
届
、
神
社
仏

閣
修
甫
造
立
、
科
人
・
遠
流
者
、
祈
念
・
法
事
、
江
戸
上
下
の
諸
士
指
示
や
知
行

拝
領
時
の
判
物
書
付
の
渡
し
、
宗
門
改
の
際
に
家
老
名
の
名
・
印
で
幕
府
へ
提
出
。
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表
方
の
う
ち
一
名
は
異
国
方
引
受
と
さ
れ
た
。

②　

支
配
の
役
座
は
、「
表
方
支
配
諸
御
役
座
等
之
事）

（（
（

」
に
、
大
身
分
触
役
所）

（（
（

、
大

目
附
座
、
大
番
頭
座
、
寺
社
奉
行
所
、
当
番
頭
詰
所
、
六
與
触
役
所
、
用
人
座
、

町
奉
行
所
、
江
戸
・
京
・
大
坂
各
留
守
居
、
兵
具
所
、
使
番
役
所
、
長
崎
附
人
、

道
奉
行
所
、
目
附
役
所
、
裁
許
方
、
祈
念
方
、
宗
門
改
役
所
、
異
国
船
掛
、
長
島
・

甑
島
各
移
地
頭
、
琉
球
在
番
と
あ
る
。

　
　
　
（
２
）
側
（
奥
）
家
老

①　

主
君
側
廻
、
奥
向
き
の
事
務
担
当
。
一
名
ず
つ
月
番
交
代
。
明
和
七
（
一
七
七

○
）
年
十
一
月
に
は
、
藩
主
（
当
時
重
豪
）
在
国
の
場
合
、
側
家
老
は
一
名
か
ら

二
名
に
改
め
ら
れ
た）

（（
（

。

②　

支
配
の
役
座
は
、「
御
側
支
配
并
若
年
寄
・
大
目
附
支
配
諸
御
役
座
等
之
事
」

に
、
側
用
人
座
、
用
部
屋
、
納
戸
、
広
敷
、
造
士
館
、
記
録
所
、
供
目
附
、
右
筆
、

鳥
見
役
所
、
薬
園
方
、
庭
方
、
尾
畔
方
、
側
廻
、
鳥
方
、
明
時
館
、
近
習
通
と
あ
る
。

　
　
　
（
３
）
勝
手
方
家
老

①　

勝
手
方
は
万
治
（
一
六
五
八
〜
六
一
）・
寛
文
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
以
前
は
御

物
座
、
後
に
国
遣
座
、
宝
永
二
（
一
七
○
五
）
年
に
勝
手
方
と
改
称
。
正
保
二

（
一
六
四
五
）
年
に
家
老
で
平
佐
北
郷
家
の
久
加
を
御
物
奉
行
（
御
物
座
総
裁
）
に

し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
勝
手
方
は
家
老
の
う
ち
一
名
が
担
当
。
二
名
の
場
合

は
月
番
。
一
名
の
場
合
は
若
年
寄
か
大
目
付
の
う
ち
か
ら
一
名
勤
務
と
さ
れ
た
。

②　

職
務
は
、
所
帯
向
全
般
、
田
地
・
山
方
・
浦
方
・
海
川
方
全
体
、
参
勤
や
京
・

大
坂
・
国
元
の
必
要
経
費
、
琉
球
・
道
の
島
（
奄
美
群
島
）
を
管
轄
し
た
。

③　

支
配
の
役
座
は
、「
御
勝
手
方
支
配
諸
御
役
座
等
之
事
」
に
、
勘
定
所
、
船
手
、

作
事
方
、
高
奉
行
所
、
物
奉
行
所
、
山
奉
行
所
、
郡
方
、
金
山
方
、
細
工
所
、
屋

久
島
方
、
代
官
所
、
台
所
、
御
舂
屋
、
徳
之
島
代
官
、
喜
界
島
代
官
、
大
島
代
官
、

沖
永
良
部
島
代
官
と
あ
る
。

　
第
二
節
　
城
代
と
家
老

　

城
代
や
家
老
の
職
に
就
い
た
者
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
の
か
概
観
し

よ
う
。【
表
２（

（（
（

】
で
は
、
城
代
・
家
老
任
命
時
と
致
仕
ま
た
は
死
去
時
の
歴
代
藩
主
、

名
前
に
続
い
て
、
実
親
と
養
子
の
場
合
の
養
家
、
島
津
氏
支
流
（
島
津
号
ま
た
は
別

号
家
）
と
他
家
の
相
違
と
家
名
な
ど
を
項
目
に
挙
げ
、
家
老
就
任
時
と
辞
職
・
死
去

年
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

　
　
１
　
城
代

　

城
代
は
「
守
護
代
・
御
留
守
居
・
軍
代
」
と
も
い
わ
れ
た）

（（
（

。
島
津
家
久
の
代
に
、

俄
の
出
陣
に
対
す
る
留
守
居
と
し
て
、
家
久
の
異
母
姉
御
屋
地
の
子
で
、
義
弘
の
孫

に
当
た
る
甥
の
豊
州
家
島
津
久
賀
を
任
じ
、
光
久
の
代
に
は
、
北
郷
久
加
に
留
守
居

を
命
じ
た
こ
と
、
こ
の
留
守
居
役
が
今
の
城
代
で
あ
る
と
「
国
老
并
用
人
記
」
や

「
御
城
代
相
勤
候
人
之
事
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

家
久
期
の
城
代
は
久
賀
の
み
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
家
久
が
居
城
と
定
め
た

鹿
児
島
城
の
山
城
部
分
（
上
山
城
）
に
は
、
慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年
に
、
家
久
の

信
任
厚
い
日
置
島
津
家
三
代
の
常
久
が
入
る
。
翌
年
五
月
の
常
久
死
去
後
、
上
山
城

に
は
番
所
が
置
か
れ
た
。
一
方
、
島
津
久
賀
は
、
慶
長
十
二
年
冬
に
島
津
義
弘
が
帖

佐
か
ら
加
治
木
（
現
姶
良
市
）
に
移
っ
た
た
め
、
帖
佐
地
頭
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

慶
長
十
八
年
、
家
久
の
意
向
で
鹿
児
島
の
東
福
寺
城
に
入
る
。
鹿
児
島
城
の
備
え
と

し
て
、
上
山
城
と
東
福
寺
城
に
常
久
と
久
賀
を
置
い
た
こ
と
は
、
藩
政
初
期
の
家
久

が
、
比
較
的
年
齢
の
近
い）

（（
（

島
津
一
族
で
、
拠
点
鹿
児
島
を
固
め
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
後
久
賀
は
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
に
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上
山
城
下
の
宅
に
移
り）

（（
（

、
同
十
一
年
の
所
領
繰
替
え
で
、
黒
木
（
現
薩
摩
川
内
市
）

に
移
っ
て
い
る
。

　

平
佐
北
郷
家
は
、
太
閤
検
地
に
よ
り
、
文
禄
四
（
一
五
九
六
）
年
に
初
代
の
北
郷

三
久
が
桂
忠
昉
に
代
わ
り
平
佐
（
現
薩
摩
川
内
市
）
に
入
る
。
慶
長
九
（
一
六
○
四
）

年
生
ま
れ
の
嫡
子
久
加
は
、
寛
永
十
七
（
一
六
四
○
）
年
に
確
認
さ
れ
た
長
野
金
山

の
総
奉
行
と
な
り
、
同
二
十
年
に
家
老
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
、
諸
役
を
統
括

す
る
勝
手
方
家
老
の
初
め
と
さ
れ
る
。
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
に
は
、
島
津
久
慶

に
代
わ
り
異
国
方
・
宗
門
方
と
な
り
、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
か
ら
留
守
居
（
城

代
）
と
な
る
。

　

北
郷
久
加
に
つ
い
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
同
七
年
正
月
、
幼
年
の
又
三
郎
（
綱

貴
）
の
指
南
役
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
老
齢
の
久
加
に
指
南
役
を
任
ず
る
際
、

綱
貴
祖
父
の
藩
主
光
久
は
、「
以
之
外
御
才
発
」
の
綱
貴
を
「
当
世
風
御
覧
な
ら
わ

れ
」、
さ
ら
に
利
発
に
育
て
る
べ
き
と
と
も
に
、「
御
国
之
儀
は
久
敷
御
家
」
で
、
も

の
ご
と
に
古
風
が
残
り
、
当
世
の
格
式
で
は
か
え
っ
て
不
相
応
の
こ
と
も
あ
り
、
そ

れ
ら
を
考
慮
し
、
指
南
で
き
る
人
物
を
と
い
う
意
向
を
示
し
、「
萬
事
淳
ニ
被
成
御

座
候
様
ニ
守
立
被
申
候
ハ
ヽ
御
家
御
長
久
之
基
」
と
考
え
て
い
た）

（（
（

。
久
加
は
寛
文
九

年
春
ま
で
江
戸
詰
を
果
た
す
。

　

佐
多
（
島
津
）
久
達
は
光
久
の
庶
子
で
、
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
に
生
ま
れ
、
寛

文
元
（
一
六
六
一
）
年
に
伊
勢
貞
昌
養
子
貞
昭
（
島
津
家
久
庶
子
）
の
子
と
し
て
、
旗

本
伊
勢
貞
衡
の
養
子
と
な
る
も
の
の
、
貞
衡
に
実
子
が
誕
生
し
た
た
め
、
同
十
一
年

に
同
家
を
辞
去
し
、
翌
年
に
佐
多
家
を
相
続
し
た
。
そ
の
後
、
評
定
所
に
出
て
政
治

的
訓
練
を
受
け
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る）

（（
（

。
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
か
ら
城
代
と
さ

れ
た）

（（
（

。
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
に
は
、
佐
多
家
も
島
津
号
を
命
じ
ら
れ
る）

（（
（

。

　

島
津
久
達
に
続
い
て
、
藩
主
吉
貴
に
よ
り
、
光
久
庶
子
で
佐
志
家
の
久
當
が
享
保

四
（
一
七
一
九
）
年
に
城
代
と
さ
れ
た
が
、
同
十
四
年
の
久
當
死
去
後
、
城
代
は
欠

役
と
な
る
。「
国
老
并
用
人
記
」・「
君
家
累
世
御
城
代
御
家
老
記
」
に
は
、
吉
貴
三

男
で
垂
水
家
を
相
続
し
た
島
津
貴
儔
を
城
代
の
項
目
に
記
す
が
、「
御
城
代
相
勤
候

人
之
事
」
に
貴
儔
の
記
載
は
な
く
、
ま
た
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
二
月
の
貴
儔

の
家
老
座
上
席
に
つ
い
て
も
「
御
城
代
ニ
テ
ハ
無
之
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
貴
儔

の
件
は
後
述
す
る
。
以
後
、
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
の
川
上
久
芳
任
命
に
よ
り

城
代
が
復
活
し
、
形
式
と
し
て
は
幕
末
ま
で
継
続
し
た
こ
と
の
み
指
摘
し
て
お
く
。

　
　
２
　
家
老

　

【
表
２
】
で
は
、
初
代
藩
主
家
久
の
代
か
ら
幕
末
期
ま
で
の
家
老
職
に
任
命
さ
れ

た
者
一
六
二
人
、
家
久
の
任
命
以
降
で
は
一
五
五
人
を
検
出
し
て
い
る
。

　
　
　
（
１
）
島
津
号
・
別
号
家
と
異
姓
の
家

　

こ
れ
ら
の
家
老
に
つ
い
て
、
①
島
津
号
及
び
島
津
氏
支
流
の
別
号
家
出
身
、
②
異

姓
の
家
（
他
家
）
な
が
ら
島
津
を
号
す
よ
う
に
な
っ
た
家
出
身
、
③
異
姓
の
家
出
身

の
家
老
に
つ
い
て
、
左
に
示
す
（（　

）
内
は
、
家
久
の
任
命
以
降
の
家
老
数
）。

①　

島
津
号
及
び
島
津
氏
支
流
別
号
家
出
身

九
七
（
九
三
）
人
〈
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
〉

②　

異
姓
か
ら
島
津
号
の
家
（
二
家
。
敷
根
家
二
人
・
諏
訪
家
一
人
）
出
身

三　
　

（
三
）
人　

〈
二
パ
ー
セ
ン
ト
〉

③　

異
姓
の
家
（
諏
訪
家
一
人
含
む
）
出
身 六

二
（
五
九
）
人
〈
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
〉

　

義
久
・
義
弘
代
に
任
命
さ
れ
た
家
老
が
、
島
津
氏
支
流
は
と
も
に
三
三
パ
ー
セ
ン

ト
、
他
家
は
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
異
姓
の
家
出
身
の
比
率

減
少
、
島
津
氏
支
流
の
増
加
を
示
す
。
宮
之
城
島
津
家
以
外
に
、
日
置
島
津
家
な
ど
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【
表
２
】
城
代
・
家
老
一
覧

（
１
）
　
城
代
一
覧

藩
主

〜
藩
主

名
前（

）は
初
・
中
の
名

号
親
・
祖
父
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
考

家
久

島
津
久
賀

島
津
朝
久
嫡
子

島
津
氏
支
流

豊
州
家
・
黒
木

慶
長
18

1613
東
福
寺
城
→
寛
永
９

上
山
城
下

正
保
１
死

1644
島
津
朝
久
と
義
弘
嫡
女
屋
地
の
子

寛
永
11年

黒
木
に
繰
替

光
久

北
郷
久
加

北
郷
三
久
嫡
子

島
津
氏
支
流

平
佐
北
郷
家
・
平
佐

寛
文
６

1666
寛
文
９

1669
異
本
に
延
宝
４
年
城
代
、
同
８
年
家
老
（
城
代
）・

無
加
判
、
元
禄
10年

ま
で
家
老

光
久

〜
吉
貴

佐
多（

島
津
）久

達
19代

光
久
庶
子

佐
多
久
利

島
津
氏
支
流

佐
多
家
・
知
覧

延
宝
４

1676
延
宝
８
家
老

元
禄
10城

代
の
み

享
保
３

享
保
14死

1718
1729

家
老
兼
役
、
元
禄
10年

家
老
職
御
免
。
異
本
に
享
保
４
年
家
老
上
席
、
同

14年
在
職
中
病
死

光
久

〜
継
豊

島
津
久
當（

久
寛
）

19代
光
久
庶
子

島
津
久
岑

島
津
氏
支
流

佐
志
（
司
）
家
・
佐
司

享
保
４

1719
享
保
14死

1729
貞
享
３
〔
２
〕
年
よ
り
家
老
職

継
豊

〜
重
豪

島
津
貴
儔（

久
典
）

静
山

21
代
吉
貴
庶
子

島
津
忠
直

島
津
氏
支
流

垂
水
家
・
垂
水

享
保
21

1736
延
享
５
辞
職

宝
暦
11再

出
席

宝
暦
12

1762
享
保
21年

正
月
磯
に
お
い
て
家
老
座
出
席
の
命
。
養
子
は
異
母
弟
貴
澄

斉
興

川
上
久
芳

川
上
久
致
嫡
子

（
島
津
貴
儔
孫
）

島
津
氏
支
流

川
上
家

文
政
12

1829
天
保
３

1832
文
化
７
年
家
老
、
勝
手
方
兼

斉
興

市
田
義
宜

市
田
盛
常
嫡
子

他
家

市
田
家

天
保
４

1833
天
保
７

1836
斉
興

島
津
久
風

島
津
久
知
子

島
津
氏
支
流

日
置
家
・
日
置

天
保
８

1837
天
保
15

1844
文
政
７
年
以
来
家
老

斉
興

〜
茂
久

島
津
久
宝

島
津
久
長
嫡
子

島
津
氏
支
流

豊
州
家
・
黒
木

弘
化
２

1845
安
政
６

1859
安
政
６
年
10月

26
〜
晦
日
城
代
一
遍

茂
久

小
松
清
廉

肝
付
兼
善
庶
子

小
松
清
猷

他
家

袮
寝（

小
松
）家

・
吉
利

慶
応
３

1867
文
久
２
家
老
職

明
治
３
死

1870

（
２
）
　
家
老
一
覧

藩
主

〜
藩
主

名
前（

）は
初
・
中
の
名

号
親
・
祖
父
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
考

義
久

〜

家
久

伊
集
院
忠
棟（

忠
金
）

幸
侃

伊
集
院
忠
倉
嫡
子

（
伊
集
院
忠
朗
孫
）

島
津
氏
支
流

伊
集
院
忠
朗
一
流
・
都
城

永
禄
９

〔
天
文

22〕
1566

慶
長
４
死

1599
島
津
忠
恒
に
よ
り
伏
見
で
誅
殺
さ
れ
、
子
の
忠
真
ら
も
慶
長
７
年
に
処
罰

義
久

〜
島
津
忠
長

紹
璞

紹
益

島
津
尚
久
（
15代

貴
久
の
弟
）
の
嫡
子

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

天
正

11
〔
天
正

10〕
1583

慶
長
15死

1610
紹
節
、
麟
臺
の
号
あ
り

義
久

〜
比
志
島
国
貞

比
志
島
国
真
子

他
家

比
志
島
善
八
家

慶
長
元

1596
元
和
６
死

1620
子
の
国
隆
代
に
処
罰

義
久

〜
平
田
英
宗（

増
宗
）

平
田
歳
宗
嫡
子

他
家

平
田
家

不
明

慶
長
15死

1610
入
来
で
誅
殺
さ
れ
、
平
田
嫡
流
断
絶

義
弘

〜
伊
集
院
久
信（

久
春
）

元
巣

伊
集
院
久
次
嫡
子

島
津
氏
支
流

伊
集
院
家

不
明

飯
野
移
居

元
和
２
死

1616
後
に
一
雄
の
号

義
久

〜
鎌
田
政
近

鎌
田
政
勝
嫡
子

鎌
田
政
良

他
家

鎌
田
家
・
姶
良
西
俣
南
村

天
正

19
1591

慶
長
10死

1605
京
都
で
死
去

義
久

〜
樺
山
久
高

玄
屑

樺
山
忠
助
二
男

樺
山
忠
征

島
津
氏
支
流

樺
山
家
・
藺
牟
田

文
禄
１

〔
文
禄
２
〕

1592
寛
永
11死

1634
一
時
大
野
江
家
を
継
ぐ
。
後
に
兄
規
久
の
子
忠
征
跡
を
継
ぐ
。

家
久

〜
光
久

伊
勢
貞
昌

伊
勢
（
有
川
）
貞
世

二
男

伊
勢
貞
興

他
家

伊
勢
家
・
末
吉
岩
川
村

慶
長

12
〔
慶
長

16〕
1607

寛
永
17

寛
永
18死

1640
1641

寛
永
１
年
よ
り
江
戸
詰

長
子
貞
豊
の
娘
は
島
津
光
久
夫
人

町
田
久
幸

町
田
久
信
二
男

町
田
忠
綱

島
津
氏
支
流

町
田
家
・
伊
集
院
石
谷
村

慶
長

16
1611

寛
永
１
死

1624
兄
忠
綱
早
世
に
よ
り
相
続
。
嗣
子
は
島
津
家
久
庶
子
忠
尚
。
江
戸
で
死
去

三
原
重
種

三
原
重
行
嫡
子

三
原
重
宗

他
家

三
原
家

慶
長
17頃

1612
寛
永
１
死

1624
〜

光
久

島
津
久
元（

忠
任
）

島
津
忠
長
二
男

島
津
忠
倍

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

元
和
４

1618
寛
永
20死

1643
新
納
忠
實
猶
子
と
な
る
。
後
に
兄
久
倍
早
世
に
よ
り
本
家
相
続

喜
入
忠
政（

忠
続
）

喜
入
季
久
四
男

喜
入
久
道

島
津
氏
支
流

喜
入
家
・
鹿
籠

元
和
４

〔
寛
永
１
〕

1618
寛
永
10〔

５
〕

正
保
２
死

1633
1645

兄
季
久
名
跡

比
志
島
国
隆

比
志
島
国
貞
嫡
子

他
家

比
志
島
善
八
家

寛
永
１

1624
寛
永
４

寛
永
６
死

1627
1629

寛
永
６
年
処
罰

〜
光
久

川
上
久
国（

久
首
・
久
好
）

商
山

川
上
久
辰
嫡
子

島
津
氏
支
流

川
上
忠
塞
一
流

寛
永
７

1630
慶
安
２

寛
文
３
死

1649
1663

〜
光
久

島
津
久
慶

島
津
常
久
嫡
子

島
津
氏
支
流

日
置
家
・
日
置

寛
永

11
1634

寛
永
18

慶
安
４
死

1641
1651

妻
は
家
久
娘
。
養
子
に
甥
久
豫
（
久
憲
）。

久
慶
は
系
図
削
除
、
久
憲
は

日
置
家
辞
去
、
後
に
処
罰
さ
れ
る
。

〜
光
久

鎌
田
政
統

（
政
弘
・
政
晴
）

鎌
田
政
近
嫡
子

他
家

鎌
田
家
・
姶
良
西
俣
南
村

寛
永

12
〔
寛
永

14〕
1635

寛
永
18

1641

〜
光
久

三
原
重
庸（

重
饒
）

三
原
重
種
嫡
子

他
家

三
原
家

寛
永

12
1635

寛
永
17

1640
寛
永
17年

寺
入

〜
光
久

山
田
有
栄

昌
巌

山
田
有
信
嫡
子

他
家

山
田
家

寛
永

13
1636

慶
安
３

寛
文
８
死

1650
1668

光
久

頴
娃
久
政

鎌
田
政
近
二
男

頴
娃
久
秀

他
家

頴
娃
家
・
踊
蘆
谷
原
村

寛
永

18
1641

正
保
３

1646
頴
娃
久
秀
は
薩
州
家
島
津
義
虎
庶
子
で
後
に
入
来
院
家
相
続

北
郷
久
加

北
郷
三
久
嫡
子

島
津
氏
支
流

平
佐
北
郷
家
・
平
佐

寛
永

20
1643

明
暦
２

延
宝
８
死

1656
1680

寛
文
６
年
城
代

島
津
久
通（

久
慶
）

島
津
久
元
嫡
子

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

正
保
２

1645
寛
文
12

延
宝
２
死

1672
1674

寛
永
19年

旅
家
老

新
納
久
詮

遊
山

新
納
久
時
六
男

新
納
久
饒

島
津
氏
支
流

新
納
家
・
川
辺
神
殿
村

正
保
２

1645
寛
文
３

延
宝
３
死

1663
1675

養
祖
父
康
久
は
島
津
忠
良
（
日
新
）
の
家
老
。
久
饒
弟
旅
庵
は
義
弘
家
老

島
津（

敷
根
）久

頼
敷
根
立
頼
嫡
子

他
家
→
島
津

敷
根
家
・
市
成

慶
安
２

1649
寛
文
４

1664
敷
根
立
頼
は
宮
之
城
島
津
久
元
の
弟
で
頼
光
養
子
。
久
頼
は
19代

光
久
の

妹
（
18代

家
久
娘
）
婿
。
寛
永
20年

に
島
津
号
許
可

町
田
久
則

石
心

町
田
久
政
嫡
子

島
津
氏
支
流

町
田
久
政
一
流

慶
安
２

1649
寛
文
２〔

３
〕

延
宝
４
死

1662
1676

伊
勢
貞
昭

18代
家
久
庶
子

伊
勢
貞
豊

他
家

伊
勢
家
・
末
吉
岩
川
村

慶
安
２

1649
寛
文
３

1663
兄
貞
豊
女
子
は
19代

島
津
光
久
夫
人
で
綱
久
生
母
（
20代

綱
貴
祖
母
）

鎌
田
政
有

鎌
田
政
虎
嫡
子

鎌
田
政
朝

他
家

鎌
田
典
膳
家

慶
安
２

1649
寛
文
７

1667
鎌
田
正
信（

政
由
、
政
成
、

政
昭
、
政
直
、
正
勝
）

18代
家
久
庶
子

鎌
田
政
統

他
家

鎌
田
家
・
姶
良
西
俣
南
村

明
暦
２

1656
寛
文
６
死

1666
当
初
伊
集
院
久
続
養
子
。
後
に
鎌
田
家
養
子

島
津（

北
村
）久

茂
（
忠
智
）

島
津
久
元
二
男

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

宮
之
城
二
男
家

恒
吉
坂
元
村

万
治
１

1658
寛
文
８

寛
文
９
死

1668
1669

承
応
２
年
旅
家
老
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藩
主

〜
藩
主

名
前（

）は
初
・
中
の
名

号
親
・
祖
父
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
考

光
久

町
田
忠
代（

久
昌
、
忠
貞
）

町
田
久
則
嫡
子

島
津
氏
支
流

町
田
久
政
一
流

寛
文
２

〔
寛
文
３
〕

1662
貞
享
２

元
禄
13死

1685
1700

〜
綱
貴

新
納
久
了（

久
正
、
久
仁
）

新
納
久
詮
嫡
子

島
津
氏
支
流

新
納
家
・
川
辺
神
殿
村

寛
文
３

1663
元
禄
８

1695

〜
綱
貴

島
津
久
元（

久
延
、
久
共
）

島
津
久
賀
二
男

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

豊
州
家
二
男
家

寛
文
６

1666
元
禄
３

元
禄
４
死

1690
1691

正
保
２
年
喜
入
忠
続
後
嗣
、
同
４
年
辞
去
。
寛
文
６
年
御
物
座
方
、
延
宝

２
年
御
物
奉
行

諏
訪
兼
利（

兼
清
）

諏
訪
兼
安
嫡
子

他
家

諏
訪
家
庶
流

寛
文
２

寛
文
７
再

1662
1667

寛
文
３
辞
職

寛
文
11

1671
明
暦
２
年
頃
旅
家
老

島
津
忠
廣（

忠
弘
）

萬
山

18代
家
久
庶
子

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

加
治
木
二
男
家
・
本
宗
家

準
三
男
家
・
忠
廣
一
流

寛
文
７

1667
延
宝
７

元
禄
16死

1679
1703

島
津
義
弘
長
女
屋
地
孫
娘
を
室
と
し
て
豊
州
準
二
男
家
。
延
宝
６
〔
５
〕

年
加
治
木
二
男
・
本
宗
家
準
三
男
家

島
津
久
武

（
久
賢
、
久
馮
、
久
正
）

島
津
久
茂
嫡
子

島
津
氏
支
流

宮
之
城
二
男
家

恒
吉
坂
元
村

寛
文

10
1670

貞
享
２
死

1685
寛
文
９
年
旅
家
老
。
江
戸
で
死
去

〜
吉
貴

肝
付
久
兼（

兼
喜
、
兼
方
）

活
堂

肝
付
兼
屋
嫡
子

他
家

喜
入
肝
付
家
・
喜
入

寛
文

10
1670

宝
永
４

宝
永
６
死

1707
1709

母
は
19代

家
久
娘
。「

久
」
字
許
可

〜
綱
貴

島
津
久
竹（

久
胤
）

島
津
久
通
二
男

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

寛
文

12
1672

元
禄
６
死

1693
兄
久
武
早
世
し
相
続
。
室
は
18代

家
久
娘
。
寛
文
12年

記
録
方
総
監

〜
吉
貴

島
津
久
輝（

久
英
）

島
津
久
雄
嫡
子

島
津
氏
支
流

永
吉
家
・
永
吉

延
宝
２

1674
宝
永
７
死

1710
〜

吉
貴

種
子
島
久
時

山
栖

種
子
島
忠
時
嫡
子

他
家

種
子
島
家
・
種
子
島

延
宝
７

1679
宝
永
７
死

1710
「
久
」
字
拝
領

〜
綱
貴

北
郷
忠
昭

北
郷
久
精
嫡
子

島
津
氏
支
流

平
佐
北
郷
家
・
平
佐

延
宝
９

1681
貞
享
５
死

1688
北
郷
久
加
孫
。
室
は
19代

光
久
娘

〜
吉
貴

島
津
忠
守

奚
云

島
津
忠
廣
嫡
子

島
津
氏
支
流

忠
廣
一
流

天
和
２

1682
宝
永
２

宝
永
４
死

1705
1707

寛
文
13年

家
老
代
（
旅
家
老
）

〜
綱
貴

佐
多（

島
津
）久

達
（
伊
勢
貞
朝
）

19代
光
久
庶
子

佐
多
久
利

島
津
氏
支
流

佐
多
家
・
知
覧

延
宝
８

1680
城

代
は
延

宝
４
〜
享
保

３
ま
で

元
禄
10

享
保
14死

1697
1729

初
め
伊
勢
貞
衡
養
子
。
光
久
・
綱
貴
・
吉
貴
三
代
の
城
代
。
正
徳
１
年

「
島
津
」
号
許
可

〜
継
豊

島
津
久
當（

久
寛
）

19代
光
久
庶
子

島
津
久
岑

島
津
氏
支
流

佐
志（

司
）家

・
佐
司

貞
享
３

1686
享
保
４
城
代

享
保
14死

1729
享
保
４
年
か
ら
加
判
免
除

〜
吉
貴

喜
入
久
亮

19代
光
久
庶
子

喜
入
忠
長

島
津
氏
支
流

喜
入
家
・
鹿
籠

貞
享
３

1686
宝
永
２

享
保
７
死

1705
1722

兄
忠
長
（
19代

光
久
庶
子
）
の
北
郷
家
相
続
に
よ
り
喜
入
家
相
続

綱
貴

平
田
宗
正

平
田
宗
弘
嫡
子

他
家

平
田
庶
流
家

貞
享
５

1688
元
禄
12

1699
綱
貴
の
部
屋
栖
代
二
之
丸
家
老

祢
寝
清
雄（

清
賢
）

祢
寝
重
永
嫡
子

他
家

祢
寝
家
・
吉
利

元
禄
５

1692
元
禄
10東

叡
山
本
堂

助
役
総
監
使

元
禄
12死

1699
御
物
座
惣
奉
行
（
御
勝
手
方
）。

養
子
は
20代

綱
貴
庶
子
清
純
。
江
戸
で

死
去

島
津
久
洪（

久
雄
、
久
英
）

島
津
久
竹
嫡
子

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

元
禄

10
1697

元
禄
14死

1701
母
は
18代

家
久
娘
。
室
は
19代

光
久
娘
。
娘
の
於
松
は
20代

綱
貴
養
女
と

し
て
佐
土
原
島
津
家
の
惟
久
室
。
養
子
は
20代

綱
貴
庶
子
久
方

〜
吉
貴

新
納
久
珍

新
納
久
辰
嫡
子

島
津
氏
支
流

新
納
家
・
踊
三
躰
堂
村

元
禄

10
1697

元
禄
11琉

球
国
監

宝
永
７
死

1710
元
禄
５
年
横
目
頭
（
大
目
付
）、

８
年
国
遣
座
（
勝
手
方
）
監
。
宝
永
７

年
自
害

〜
吉
貴

島
津
久
明（

久
始
）

19代
光
久
庶
子

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

本
宗
家
準
二
男
家

元
禄

14
1701

元
禄
10東

叡
山
本
堂

助
役
副

享
保
２
死

1717
天
和
１
年
町
田
家
番
代
。
室
は
祢
寝
清
雄
娘

〜
吉
貴

川
上
久
重

祥
山

川
上
久
孝
（
久
国

孫
）
子

島
津
氏
支
流

川
上
忠
塞
一
流

元
禄

14
1701

宝
永
２

1705
正
徳
１
年
隠
居

吉
貴

島
津
仲
休（

久
年
、
忠
雄
）

睡
雲

島
津
久
元
嫡
子

島
津
氏
支
流

豊
州
家
二
男
家

宝
永
１

1704
元
禄
国
絵
図
、
近
衛

家
と
の
由
緒
確
認

正
徳
５

正
徳
６
死

1715
1716

肝
付
兼
柄

肝
付
久
兼
嫡
子

他
家

喜
入
肝
付
家
・
喜
入

宝
永
６

1709
享
保
３
死

1718
室
は
19代

光
久
娘

〜
継
豊

島
津
久
貫（

久
重
、
久
命
）

島
津
久
雄
二
男
久
矩

子
島
津
久
輝

島
津
氏
支
流

永
吉
家
・
永
吉

宝
永
７

1710
元
文
４
死

1739
交
代
で
下
向
の
際
に
大
坂
で
死
去

〜
継
豊

種
子
島
久
基

（
義
時
、
伊
時
）

栖
林

種
子
島
久
時
嫡
子

他
家

種
子
島
家
・
種
子
島

宝
永
７

1710
享
保
内
検

元
文
１

寛
保
１
死

1736
1741

勝
手
方
家
老
。
享
保
７
年
９
月
〜
享
保
内
検
総
監
。
先
室
・
後
室
は
19代

光
久
娘

〜
継
豊

島
津
久
丘〔

兵
〕

齢
翁

島
津
久
元
二
男

島
津
久
邦

島
津
氏
支
流

豊
州
家
・
黒
木

正
徳
５

1715
享
保
11

1726
「
御
側
方
、
継
豊
公
御
旅
方
、
同
御
隠
居
方
」。

子
の
久
智
室
は
綱
貴
娘

〜
継
豊

比
志
島
範
房

米
良
重
長
嫡
子

比
志
島
義
頼

他
家

比
志
島
家
・
踊
万
膳
村

正
徳
５

1715
延
享
４

宝
暦
５
死

1747
1755

吉
貴
側
よ
り
。
吉
貴
隠
居
以
後
磯
で
隠
居
方
家
老
。
延
享
４
年
吉
貴
死
去

〜
継
豊

北
郷
久
嘉（

頼
常
）

相
良
頼
安
二
男

北
郷
忠
昭

島
津
氏
支
流

平
佐
北
郷
家
・
平
佐

享
保
２

1717
享
保
８
死

1723
室
は
19代

光
久
娘

〜
継
豊

島
津
久
豪（

久
武
）

島
津
久
達

島
津
氏
支
流

佐
多
家
・
知
覧

享
保
３

1718
延
享
２
死

1745
「
兼
御
側
方
」

〜
継
豊

伊
集
院
久
矩

自
閑

伊
集
院
久
弘
嫡
子

島
津
氏
支
流

伊
集
院
家
嫡
流

踊
中
津
川
村

享
保
５

1720
享
保
20

1735
継
豊
側
家
老
。
享
保
20年

罷
免
、
家
格
一
所
持
か
ら
寄
合
に
落
と
さ
れ
る
。

〜
継
豊

名
越
恒
渡

他
家

名
越
家

享
保
５

1720
享
保
10死

1725
江
戸
浪
人
。
於
須
磨
（
継
豊
生
母
）
兄
。
吉
貴
が
抱
え
江
戸
詰
・
側
家
老
。

江
戸
に
て
死
去

継
豊

島
津
久
純

（
久
誠
、
久
芳
、
久
春
）

島
津
久
明
嫡
子

島
津
氏
支
流

本
宗
家
準
二
男
家

享
保
８

1723
延
享
３
死

1746
江
戸
に
お
い
て
死
去

義
岡
久
守 （

政
信
、
忠
守
）

鎌
田
政
常
嫡
子

（
再
興
）

島
津
氏
支
流

義
岡
家

享
保
９

1724
享
保
13死

1728
断
絶
し
て
い
た
同
家
を
吉
貴
が
宝
永
６
年
再
興
。
座
席
は
比
志
島
範
房
次

平
岡
之
品（

久
品
）

島
津
久
茂
二
男
久
達

の
二
男

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
庶
流
久
達
一
流

よ
り
分
立

享
保

11
1726

享
保
20

元
文
１
死

1735
1736

宮
之
城
二
男
家
の
二
男
家
か
ら
享
保
11年

別
立
。
継
豊
側
家
老
。
享
保
20

年
罷
免
、
家
格
小
番
と
さ
れ
る
。

〜
重
年

樺
山
久
初

樺
山
久
郷
嫡
子

島
津
氏
支
流

樺
山
家
・
藺
牟
田

享
保

11
1726

寛
延
３
死

1750

堀
興
昌

了
海

本
田
親
昌
二
男

堀
興
喜

他
家

堀
家

享
保

20
1735

元
文
６

延
享
１
死

1741
1744

勝
手
方
家
老
。
種
子
島
久
基
添
役

〜
宗
信

頴
娃
久
周

島
津
久
輝
庶
子

頴
娃
久
明

他
家

頴
娃
家
・
踊
蘆
谷
原
村

元
文
１

1736
延
享
５
死

1748
伊
集
院
久
矩
・
平
岡
之
品
処
罰
後
に
江
戸
詰
。
吉
貴
死
去
後
の
死

宗
信

北
條（

種
子
島
）時

成
（
時
守
）

仲
道

種
子
島
久
時
二
男

（
別
立
）

他
家

北
條
家

元
文
４

1739
延
享
４

宝
暦
８
死

1747
1758

延
享
１
年
北
條
の
家
号
許
可
。
座
席
は
頴
娃
久
周
次

〜
宗
信

鎌
田
政
直（

政
置
）

禅
了

鎌
田
政
高
子

他
家

鎌
田
家

元
文
６

1741
延
享
４

寛
延
２
死

1747
1749

北
條
時
成
次
。
勝
手
方
・
表
方
・
御
側
方
を
勤
め
る
。

〜
宗
信

島
津
久
甫

島
津
久
儔
嫡
子

島
津
氏
支
流

日
置
家
・
日
置

寛
保
３

1743
寛
延
２
死

1749
座
席
は
同
役
中
上
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藩
主

〜
藩
主

名
前（

）は
初
・
中
の
名

号
親
・
祖
父
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
考

継
豊

〜
重
豪

島
津
久
郷（

久
品
）

島
津
久
竹
二
男
久
香

子
島
津
氏
支
流

宮
之
城
庶
流
久
香
一
流

寛
保
３

1743
明
和
４
死

1767
磯
に
お
い
て
就
く
。

〜
重
年

伊
勢
貞
起

伊
勢
貞
栄
（
貞
昭

孫
）
子

他
家

伊
勢
家
・
末
吉
岩
川
村

延
享
２

1745
宝
暦
４
死

1754
江
戸
に
お
い
て
死
去

宗
信

郷
原（

島
津
）久

雄
（
兵
雄
、
久
兵
）

聾
翁

島
津
忠
守
二
男

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

忠
廣
一
流
二
男
か
ら
分
立

延
享
４

1747
延
享
５

1748
赤
松
家
相
続（

則
恒
）。

後
に
辞
去
し
正
徳
１
年
吉
貴
よ
り
家
号
拝
領
。
勝

手
方
・
琉
球
方
。
座
席
島
津
久
品
次

〜
重
豪

鎌
田
政
昌

桃
林

鎌
田
政
躬
嫡
子

他
家

鎌
田
庶
流
家

延
享
４

1747
宝
暦
11

1761
勝
手
方
。
座
席
郷
原
久
雄
次

〜
重
年

平
田
正
輔

平
田
正
房
嫡
子

他
家

平
田
庶
流
家

延
享
５

1748
宝
暦
の
御
手
伝
普
請

宝
暦
５
死

1755
勝
手
方
・
琉
球
方
。
座
席
鎌
田
政
昌
次
。「

於
濃
州
御
手
傳
場
所
死
去
」

島
津
久
丘

島
津
久
春
嫡
子

島
津
氏
支
流

本
宗
家
準
二
男
家

延
享
５

1748
延
享
５
死

1748
座
席
島
津
久
甫
次

〜
重
年

島
津
久
富〔

當
〕（

久
純
）

遊
山

島
津
久
近
嫡
子

島
津
氏
支
流

薩
州
家
準
二
男
家

寛
延
１

1748
寛
延
４

1751
座
席
樺
山
久
初
下
、
伊
勢
貞
起
上

〜
重
豪

島
津
久
馮（

久
柄
）

島
津
久
貫
三
男

島
津
氏
支
流

永
吉
家
・
永
吉

寛
延
２

1749
宝
暦
８
死

1758
兄
早
世
で
相
続

〜
重
豪

義
岡
久
中

義
岡
久
守
嫡
子

島
津
氏
支
流

義
岡
家

寛
延
２

1749
宝
暦
10

1760

重
年

市
来
政
方

市
来
家
賢
嫡
子

他
家

市
来
家

寛
延
３

1750
宝
暦
４

宝
暦
５
死

1754
1755

座
席
平
田
正
輔
次
。
宝
暦
３
年
よ
り
継
豊
隠
居
方

新
納
久
品

新
納
久
敦
嫡
子

島
津
氏
支
流

新
納
是
久
一
流

大
口
木
氏
村

宝
暦
３

1753
宝
暦
４
死

1754
江
戸
で
死
去

〜
重
豪

伊
集
院
久
東

伊
集

院
十

蔵
久

達
嫡

子
島
津
氏
支
流

伊
集
院
久
朝
二
男
家

宝
暦
５

1755
宝
暦
６
死

1756
重
年
死
去
前
就
職

重
豪

島
津
久
亮

21代
吉
貴
庶
子

島
津
久
倫

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

宝
暦
５

1755
宝
暦
13死

1763
高
橋
種
壽

（
種
辰
、
種
房
、
種
敏
）

霽
雲

高
橋
種
房
嫡
子

他
家

高
橋
家

宝
暦
５

1755
明
和
５

天
明
３
死

1768
1783

祖
父
種
周
は
新
納
家
、
父
種
房
は
中
島
家
よ
り
養
子
成
。
座
席
鎌
田
政
昌

次
。
明
和
５
年
罷
免

樺
山
久
智（

久
倫
）

樺
山
久
初
嫡
子

島
津
氏
支
流

樺
山
家
・
藺
牟
田

宝
暦
６

1756
宝
暦
11病

気
で
辞
任
。

明
和
１
再
任

安
永
２

1773
座
席
島
津
久
柄
次
。
再
任
後
島
津
久
金
次
。
明
和
７
年
江
戸
側
家
老
。
室

は
22代

継
豊
娘

菱
刈
實
詮

菱
刈
重
之
嫡
子

他
家

菱
刈
家

宝
暦
９

1759
明
和
６
死

1769
宝

暦
11年

江
戸
勝

手
方

・
琉

球
方

加
役

。
座

席
樺

山
久

智
次

。
江

戸
で

死
去

島
津
久
峯

22代
継
豊
庶
子

島
津
久
豪

島
津
氏
支
流

佐
多
家
・
知
覧

宝
暦
９

1759
延
享
５
見
習
の
た
め

家
老
座
出
席

明
和
２

1765
宝
暦
11年

家
老
上
座
。
致
仕
後
の
明
和
７
年
２
月
１
日
、
参
勤
途
次
の
重

豪
か
ら
留
守
中
家
老
座
へ
勝
手
次
第
出
席
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

鎌
田
正
芳

鎌
田
正
甫
嫡
子

他
家

鎌
田
家
・
姶
良
西
俣
南
村

宝
暦

10
1760

宝
暦
14死

1764
座
席
義
岡
久
中
次
・
島
津
久
品
上

島
津
久
暢（

久
定
）

島
津
久
甫
嫡
子

島
津
氏
支
流

日
置
家
・
日
置

宝
暦

11
1761

明
和
２

1765
座
席
島
津
久
亮
次
・
島
津
久
金
上
。
室
は
21代

吉
貴
娘

〜
斉
宣

島
津
久
金

島
津
久
幸
嫡
子

島
津
氏
支
流

佐
志（

司
）家

・
佐
司

宝
暦

11
1761

寛
政
５

1793
明
和
７
年
江
戸
で
側
家
老
に
。
座
席
島
津
久
定
次
・
菱
刈
實
詮
上

川
田
国
福（

国
詮
）

清
運

川
田
国
陣
嫡
子

他
家

比
志
島
氏
庶
流
川
田
家

宝
暦

13
1763

安
永
４

天
明
１
死

1775
1781

勝
手
方
（
菱
刈
實
詮
と
相
合
）

〜
斉
宣

島
津
久
健（

久
智
）

久
山

島
津
久
道
嫡
子

島
津
氏
支
流

薩
州
家
忠
清
一
流

明
和
２

1765
天
明
７

1787
吉

貴
の

命
に

よ
り

、
二

階
堂
行

明
栄

楽
二
男

が
断
絶

し
て

い
た
薩

州
家

忠
清

家
を

継
承

再
興

（
久
道

）。
座

席
は

島
津
久

品
次
。

女
子

は
26代

斉
宣

側
室

桂
久
中

桂
久
音
嫡
子

島
津
氏
支
流

桂
家

明
和
４

1767
明
和
８

1771
座
席
樺
山
久
智
次

〜
斉
宣

喜
入
久
福

喜
入
久
起
嫡
子

島
津
氏
支
流

喜
入
家
・
鹿
籠

明
和
６

1769
寛
政
１
死

1789
座
席
桂
久
中
次

小
松（

祢
寝
）清

香
随
鷗

島
津
久
春
二
男

袮
寝
清
方

他
家

袮
寝（

小
松
）家

・
吉
利

明
和
６

1769
天
明
１

1881
座
席
喜
入
久
福
次
。
宝
暦
11年

「
小
松
」
改
号
許
可
。
異
国
方

山
岡
久
澄

山
岡
久
方
嫡
子

島
津
氏
支
流

日
置
家
久
竹
三
男
久
英
よ
り

分
立

明
和
８

1771
安
永
９
死

1780
側
家
老
、
座
席
川
田
国
福
次
→
安
永
２
年
春
よ
り
繁
栄
方
。
江
戸
で
死
去
。

家
祖
久
英
は
貞
享
２
年
光
久
の
養
子
と
な
る
。

赤
松
則
正

随
風

町
田
俊
方
二
男

赤
松
則
茂

他
家

赤
松
家

安
永
４

1775
安
永
８

安
永
９
死

1779
1780

座
席
二
階
堂
行
旦
次
。
勝
手
方
。
初
め
川
田
国
福
添
役

〜
斉
宣

二
階
堂
行
旦（

長
興
、
行

寧
、
行
中
、
行
雄
、
行
澄
）

相
良
長
意
三
男

二
階
堂
行
道

他
家

二
階
堂
家
嫡
家

安
永
５

1776
寛
政
２
死

1790
曾
祖
父
行
格
は
田
布
施
か
ら
鹿
児
島
衆
中
と
な
る
。
そ
の
子
行
宅
が
代
々
小
番
、
行

旦
は
行
宅

娘
二
女
を
母
と
す
る
。
勝
手
方
家
老
か
ら
天
明
２
年
表
方
勤
、
同
６
年
奥
掛
、
同
７

年
勝
手
方

島
津
久
起

島
津
久
命
（
仲
休
二

男
）
嫡
子

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
庶
流

安
永
９

1780
天
明
６

1786
御
側
家
老
。
天
明
５
年
奥
掛
御
免
。

＊
安
永
９
年
御
側
→
奥
、
御
奥
→
大
奥
に
改
称
。
同
10年

御
側
廻
→
奥

向
・
奥
勤
改
称

〜
斉
宣

宮
之
原
通
直

宮
之
原
通
興
嫡
子

他
家

宮
之
原
家

天
明
２

1782
天
明
７

1787
勝
手
方
勤
。
座
席
二
階
堂
行
旦
次
。
天
明
６
年
表
家
老
。
祖
父
宮
之
原
通

貫
は
綱
貴
側
室
江
田
氏
（
信
證
院
）
兄
弟
で
養
子
に
入
る
。

〜
斉
宣

川
上
久
品

川
上
親
倫
嫡
子

島
津
氏
支
流

川
上
久
利
一
流

天
明
６

1786
天
明
７

1787
御
側
詰
。『

薩
陽
武
鑑
』
で
は
久

（
そ
の
子
久
品
は
早
世
）。

勝
手
掛
、

座
席
は
喜
入
久
福
次

〜
斉
宣

斉
興

市
田
盛
常（

貞
央
、
教
国
）

自
楽
斎

市
田
貞
行
嫡
子

他
家

市
田
家

天
明
６

1786
寛
政
１
御
免
、
家
格

一
所
持
、
同
４
再
任

文
化
５

1808
市

田
貞

行
は

大
坂

藩
邸

詰
足
軽

。
女

子
（
盛

常
姉
）

が
重

豪
側
室

、
茂
姫

生
母

。
天

明
６

年
江

戸
で

任
命

、
奥
掛

家
老

。
江
戸

居
付
。

座
席

は
宮
之

原
通
直

次
。

奥
掛

・
御

側
詰

兼
務
。

寛
政
１

年
に

御
免
。

同
４
年

家
老

再
任
、

異
国
船

掛

斉
宣

島
津
久
邦

島
津
久
峯
子

島
津
氏
支
流

佐
多
家
・
知
覧

天
明
７

1787
寛
政
３
死

1791
兄

久
徴
が
加

治
木
家
相

続
の
た
め

佐
多
家
相

続
。
異
国

船
掛
。
座

席
島
津

久
金

上
菱
刈
隆
邑（

實
興
・
實
祐
）

菱
刈
實
詮
嫡
子

他
家

菱
刈
家

天
明
７

1787
文
化
３
死

1806
座
席
喜
入
久
福
次

関
山
金
暉（

金
郷
）

関
山
金
麻
嫡
子

他
家

関
山
家

天
明
７

1787
天
明
８
死

1788
勝
手
方
。
関
山
家
は
御
年
寄
沢
井
が
岩
切
氏
二
男
金
宗
を
養
子
と
し
て
立

て
た
家
。
そ
の
養
子
が
金
麻
（
相
良
長
賢
二
男
）

島
津
久
連（

久
亮
）

島
津
久
置
嫡
子

島
津
氏
支
流

永
吉
家
庶
流

天
明
８

1788
寛
政
２
死

1790
島
津
久
雄
庶
子
久
矩
が
宝
永
４
年
吉
貴
の
命
で
別
立
。
久
矩
養
子
は
永
吉

本
家
久
輝
庶
子

島
津
久
昶

喜
入
久
甫
二
男

島
津
久
醇

島
津
氏
支
流

本
宗
家
準
五
男
家

寛
政
１

1789
寛
政
８

1796
19代

光
久
庶
子
久
房
の
孫

名
越
盛
晨（

時
央
・
経

當
・
恒
篤
・
恒
中
）

鶴
翁

名
越
恒
素
嫡
子

他
家

名
越
家

寛
政
１

1789
寛
政
11

1799
座
席
二
階
堂
行
旦
次
。
寛
政
２
年
勝
手
方

伊
勢
貞
矩

伊
勢
貞
起
嫡
子

他
家

伊
勢
家
・
末
吉
岩
川
村

寛
政
２

1790
享
和
１
死

1801
座
席
菱
刈
實
祐
次
。
異
国
船
掛

比
志
島
範
章

比
志
島
範
常
嫡
子

他
家

比
志
島
家

寛
政
３

1791
寛
政
４
死

1792
室
は
21代

吉
貴
娘
。
江
戸
で
死
去

山
岡
久
容

山
岡
久
澄
嫡
子

島
津
氏
支
流

山
岡
家

寛
政
３

1791
寛
政
５
死

1793
江
戸
で
死
去

二
階
堂
行
智（

行
充
）

二
階
堂
行
旦
嫡
子

他
家

二
階
堂
家
嫡
家

寛
政
５

1793
寛
政
９
死

1797
川
上
久
致

島
津
貴
儔
庶
子

川
上
久
儔

島
津
氏
支
流

川
上
家

寛
政
５

1793
享
和
１

1801
山
田
有
儀

山
田
君
豹
嫡
子

他
家

山
田
新
助
家
庶
流

寛
政
７

1795
享
和
２
死

1802
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藩
主

〜
藩
主

名
前（

）は
初
・
中
の
名

号
親
・
祖
父
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
考

斉
宣

高
橋
種
央

高
橋
種
寿
嫡
子

他
家

高
橋
家

寛
政
９

1797
文
化
２

1805
勝
手
方
兼
。
文
化
２
年
罷
免

川
田
佐
賢

（
国
通
、
義
任
）

川
田
国
福
嫡
子

他
家

比
志
島
氏
庶
流
川
田
家

寛
政

11
1799

文
化
４

1807
勝
手
方
兼
。
文
化
４
年
琉
球
使
節
引
率
帰
国
中
大
坂
で
死
去

赤
松
則
泱（

則
方
）

赤
松
則
正
嫡
子

他
家

赤
松
家

享
和
１

1801
文
化
３

1806
嫡
子
則
敏
は
市
田
盛
常
婿

〜
斉
興

頴
娃
久
喬

頴
娃
久
快
嫡
子

他
家

頴
娃
家
・
踊
蘆
谷
原
村

享
和
３

1803
文
化
10

1813
頴
娃
久
周
孫

〜
斉
興

新
納
久
命

葦
舟

新
納
久
儔
嫡
子

島
津
氏
支
流

新
納
是
久
一
流

大
口
木
氏
村

文
化
３

1806
文
化
４
勤
方
差
控
か
ら
御
免
、

同
５
大
目
付
、同

９
若
年
寄
・

大
目
付
勤
、
同
11再

任
文
政
９

文
政
13

1826
1830

新
納
久
品
孫
。
養
子
に
新
納
久
仰

〜
斉
興

島
津
久
泰

幽
山

島
津
久
金
嫡
子

島
津
氏
支
流

佐
志（

司
）家

・
佐
司

文
化
３

1806
文
化
11

1814
〜

斉
興

鎌
田
政
輿

鎌
田
政
為
嫡
子

他
家

鎌
田
庶
流
家

文
化
４

1807
文
政
２

1819
勝
手
方
兼
。
鎌
田
政
昌
養
子
政
為
（
北
郷
久
綿
二
男
）
の
子

樺
山
久
言

樺
山
久
智
子

島
津
氏
支
流

樺
山
家
・
藺
牟
田

文
化
４

1807
文
化
５

1808
文
化
朋
党
事
件
で
処
罰

秩
父
季
保

伊
地
知
作
四
郎
子

秩
父
将
種

他
家

秩
父
家

文
化
４

1807
文
化
５

1808
文
化
朋
党
事
件
で
処
罰

〜
斉
興

島
津
久
備

島
津
久
隆
庶
子

島
津
久
昶

島
津
氏
支
流

新
城
家
・
新
城

文
化
５

1808
文
政
７

1824
兄
の
跡
を
相
続

〜
斉
興

島
津
久
兼

島
津
貴
儔
庶
子

島
津
久
連

島
津
氏
支
流

永
吉
家
庶
流

文
化
５

1808
文
化
７

1810

斉
興

川
上
久
芳

川
上
久
致
嫡
子

（
島
津
貴
儔
孫
）

島
津
氏
支
流

川
上
家

文
化
７

1810
文
政
12城

代
天
保
３

1832
勝
手
方
兼

町
田
久
視

三
笑

町
田
久
孚
（
久
致
）

島
津
氏
支
流

町
田
家
・
伊
集
院
石
谷
村

文
化

11
1814

文
政
11

1828
母
は
山
岡
久
澄
娘

市
田
義
宜

市
田
教
国
嫡
子

他
家

市
田
家

文
政
２

1819
文
政
６
辞
職
。
天
保
４

城
代
、
家
老
再
任

天
保
７

1836
勝
手
方
兼

北
郷
久
鏜

松
翁

島
津
久
籌
庶
子

北
郷
久
陣

島
津
氏
支
流

平
佐
北
郷
家
・
平
佐

文
政
７

1824
文
政
11

1828
父
久
籌
は
加
治
木
家
庶
流

島
津
久
風

島
津
久
晶
子

（
久
暢
孫
）

島
津
氏
支
流

日
置
家
・
日
置

文
政
７

1824
天
保
８
城
代

天
保
15

嘉
永
４
死

1844
1851

宗
門
改
掛
。
勝
手
方
掛
兼
。
琉
球
掛
三
島
方
兼
、
唐
物
方
掛

島
津
久
長

島
津
久
中
嫡
子

島
津
氏
支
流

豊
州
家
・
黒
木

文
政
９

1826
天
保
５
死

1834
川
田
佐
摸

川
田
佐
賢
嫡
子

他
家

比
志
島
氏
庶
流
川
田
家

文
政

11
1828

天
保
５

1834
猪
飼
尚
敏

猪
飼
茂
左
衛
門
二
男

他
家

猪
飼
家

文
政

11
1828

弘
化
２
死

1845
江
戸
出
身
。
一
橋
斉
敦
御
用
人
猪
飼
茂
左
衛
門
二
男

二
階
堂
行
典

二
階
堂
行
智
嫡
子

他
家

二
階
堂
家
嫡
家

天
保
２

1831
天
保
４
死

1833

調
所
広
郷

川
崎
主
右
衛
門
二
男

調
所
清
悦

他
家

調
所
家

天
保
９

1838
天
保
３
家
老
格
側
詰

、
同
４
家
老
加
判

嘉
永
１
死

1848
文

政
11年

財
政

改
革
主

任
、
天

保
３

年
家
老

格
側
詰

・
御

改
革
方

御
内

用
掛
、

大
坂

唐
物

方
掛

。
９
年

家
老
、

御
趣

法
方
管

掌
、
弘

化
４

年
軍
役

総
奉

行
諏
訪
武
敬

諏
訪
兼
伴
嫡
子

他
家

諏
訪（

上
井
）家

天
保
４

1833
天
保
６

1835
勝
手
方
琉
球
掛
兼
（
天
保
５
年
琉
球
掛
御
免
）

菱
刈
隆
観

菱
刈
隆
邑
二
男

他
家

菱
刈
家

天
保
５

1834
弘
化
３
死

1846
兄
實
員
早
世
に
よ
り
相
続

〜
斉
彬

島
津
久
浮（

久
明
）

二
階
堂
行
智
庶
子

島
津
久
芳

他
家
→
島
津

敷
根
家
・
市
成

天
保
７

1836
安
政
３

1856
異
国
船
掛
。嘉

永
１
年
唐
船
掛
・
宗
門
掛
。嘉

永
７
年
軍
役
掛
寄
（
安
政
２
年
ま
で
）

島
津
久
備（

久
満
）

島
津
久
兼
嫡
子

島
津
氏
支
流

永
吉
家
庶
流

天
保

10
1839

弘
化
３
死

1846

〜
茂
久

島
津
久
宝

島
津
久
長
嫡
子

島
津
氏
支
流

豊
州
家
・
黒
木

天
保

11
1840

弘
化
２
城
代

安
政
６

1859
勝

手
方

琉
球

方
掛

。
弘

化
２

年
城

代
。

同
４

年
海

岸
防

御
掛

。
嘉

永
４

年
斉

興
付

家
老

兼
務

。
御

改
革

方
内
用

掛
。（

嘉
永

７
年

正
月

、
斉

彬
参

勤
瑞

光
の

た
め

琉
球

掛
・

琉
球

産
物

方
預

・
御

改
革

方
御
内

用
掛
を

新
納

へ
）

安
政

４
年

御
用

部
屋

詰
、

大
坂

勝
手

掛
兼

。
安

政
６

年
10月

26〜
晦

日
城

代
一

遍
島
津
久
武

島
津
久

嫡
子

島
津
氏
支
流

本
宗
家
準
四
男
家

弘
化
２

1845
嘉
永
３

1850
退
役
隠
居
を
命
じ
ら
れ
謹
慎
・
自
殺

〜
斉
彬

島
津（

碇
山
）久

徳
碇
山
八
郎
右
衛
門

島
津
氏
支
流

薩
州
家
庶
流

弘
化
３

1846
嘉
永
４

1851
弘
化
３
年
島
津
号
許
可

〜
斉
彬

末
川
久
平

末
川
久
満

島
津
氏
支
流

末
川
家（

垂
水
家
分
家
）

弘
化
４

1847
安
政
３

1856
父
久
満
は
二
階
堂
行
旦
二
男
。
琉
球
産
物
掛
。
嘉
永
１
年
軍
役
方
掛
。
嘉

永
２
年
軍
役
方
総
奉
行

〜
茂
久

川
上
久
封（

尚
）

川
上
久
芳

島
津
氏
支
流

川
上
家

嘉
永
２

1849
文
久
２
カ

斉
彬

喜
入
久
通（

久
春
）

喜
入
久
欽

島
津
氏
支
流

喜
入
家
・
鹿
籠

嘉
永
４

1851
嘉
永
６
死

1853
軍
役
掛
勝
手
方
掛
。
喜
入
安
房
（
多
門
。
嫡
孫
元
服
で
名
を
譲
る
）
の
死

去
は
「
新
納
久
仰
雑
譜
」
11月

17日
〜

茂
久

樺
山
久
徴

島
津
久
芳

樺
山
采
女

島
津
氏
支
流

樺
山
久
盈
一
流

嘉
永
５

1852
安
政
６

1859
父
久
芳
は
宮
之
城
庶
流
家
久
香
一
流

〜
茂
久

新
納
久
仰

畠
山
義
矩
二
男

新
納
久
命

島
津
氏
支
流

新
納
是
久
一
流

大
口
木
氏
村

嘉
永
６

1853
安
政
７

明
治
６
死

1860
1873

軍役掛勝手方掛寄。嘉永７年改革方・御内用掛。琉球掛・琉球産物方掛・唐物取締掛（島
津豊後が正月参勤随行のため）安政３年勝手方。安政６年軍役総奉行、後に諸掛総御免

〜
茂
久

島
津
久
徴

島
津
久
風
嫡
子

島
津
氏
支
流

日
置
家
・
日
置

安
政
２

1855
安
政
６
一
時
罷
免

文
久
１

1861
軍
役
方
掛

。
安
政

３
年
軍
役
総

奉
行
。

安
政
６
年
正

月
御
免

、
12月

再
任

、
文

久
元
年

辞
職

〜
茂
久

島
津
久
福

島
津
久
典
嫡
子

島
津
氏
支
流

佐
多
家
・
知
覧

安
政
３

1856
文
久
１
カ

安
政
６
年
軍
役
掛

〜
茂
久

島
津
久
包

島
津
久
包
子

島
津
氏
支
流

永
吉
家
庶
流

安
政
４

1857
文
久
２
カ

茂
久

喜
入
久
高

喜
入
久
通
嫡
子

島
津
氏
支
流

喜
入
家
・
鹿
籠

安
政
６

1859
慶
応
２
カ

川
上
久
美

川
上
久
義
子

島
津
氏
支
流

川
上
忠
塞
一
流

安
政
６

1859
慶
応
２
カ

川
上
久
運

川
上
久
柄
子

島
津
氏
支
流

川
上
久
明
一
流

安
政
７

1860
慶
応
３
カ

島
津
久
徴

島
津
久
品

島
津
氏
支
流

本
宗
家
準
二
男
家

文
久
１

1861
元
治
１
カ

樺
山
久
要

樺
山
久
相
嫡
子

島
津
氏
支
流

樺
山
家
・
藺
牟
田

元
治
元
年
６
月
議
政
所
掛
と
な
る
。

小
松
清
廉

肝
付
兼
善
庶
子

小
松
清
猷

他
家

袮
寝（

小
松
）家

・
吉
利

文
久
２

1862
慶
応
３
城
代
家
老

明
治
３
死

1871
文
久
２
年
正
月
に
大
番
頭
・
家
老
並
か
ら
５
月
に
御
側
詰
・
御
側
役
・
家

老
同
様
、
12月

家
老
・
御
側
詰
と
な
る
。
慶
応
３
年
正
月
城
代
家
老

川
上
久
齢

川
上
久
珍
嫡
子

島
津
氏
支
流

川
上
久
利
一
流

元
治
１

1864
文
久
３
年
若
年
寄
大
目
付
勤

桂
久
武

島
津
久
風
庶
子

桂
太
郎
兵
衛

島
津
氏
支
流

桂
家

慶
応
１

1865
明
治
10死

1877
岩
下
方
平

岩
下
典
膳
方
格
家
督

他
家

岩
下
家

慶
応
１

1865
明
治
33死

1900
町
田
久
憲

名
越
盛
胤
庶
子

町
田
久
昶

島
津
氏
支
流

町
田
久
政
一
流

慶
応
２

1866
諏
訪（

島
津
）武

盛
諏
訪
武
清
嫡
子

他
家
→
島
津

諏
訪（

上
井
）家

慶
応
２

1866

新
納
久
脩

新
納
久
仰
嫡
子

島
津
氏
支
流

新
納
是
久
一
流

大
口
木
氏
村

慶
応
２

1866
明
治
22死

1889

島
津
久
治

島
津
久
光
二
男

島
津
久
寶

島
津
氏
支
流

宮
之
城
家
・
宮
之
城

慶
応
２

1866
明
治
５
死

1872
慶
応
２
年
７
月
家
老
座
（
家
老
同
様
）
の
通
達

関
山
糺（

金
生
）

島
津
忠
喬
子

関
山
金
皎

他
家

関
山
家

慶
応
４

1868
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の
島
津
号
諸
家
の
分
立
も
含
め
、
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
。
で
は
、

歴
代
藩
主
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
家
久
任
命
以
降
の
一
五
五
人
に
つ
い

て
、
①
〜
③
の
出
身
に
分
け
て
示
す
。【
表
３
】

　

結
果
の
み
を
見
れ
ば
、
異
姓
の
家
老
任
命
が
比
較
的
高
い
の
は
、
九
代
藩
主
（
島

津
氏
二
六
代
）
斉
宣
で
あ
る
。
ま
た
、
家
久
の
代
で
は
過
半
を
超
え
て
い
る
が
、
前

代
義
久
・
義
弘
以
降
の
傾
向
か
ら
、
次
第
に
島
津
号
や
島
津
氏
支
流
の
別
号
家
が
家

老
に
任
じ
ら
れ
て
い
く
過
程
を
示
す
と
考
え
る
。

　

斉
宣
の
時
代
の
高
さ
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
父
重
豪
の
代
で
は
、
異
姓
が
四
五
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
重
豪
の
影
響
力
を
、
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
の
隠
居
後
も
、

藩
政
介
助
を
続
け
、
名
目
の
み
介
助
と
し
た
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
五
月
を
経
て

介
助
を
辞
め
た
翌
年
六
月
ま
で
、
と
考
え
る
と
、
異
姓
の
家
出
身
は
十
四
人
（
比
志

島
範
章
ま
で
）、
島
津
号
と
別
号
家
出
身
は
十
五
人
（
山
岡
久
容
ま
で
）
で
、
異
姓
が

四
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
た
だ
異
姓
の
家
と
は
い
え
、
家
老
職
に
就
く
家
と
し
て
、

島
津
本
宗
家
を
は
じ
め
島
津
氏
支
流
家
と
の
関
係
で
は
、
縁
組
（
婚
姻
・
養
子
）
を

通
じ
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
（
２
）
異
姓
の
家

　

次
に
、
家
久
の
代
以
降
、
家
老
職
に
就
い
た
一
五
五
人
の
中
で
、
異
姓
の
家
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
家
老
を
出
し
た
異
姓
の
家
と
島
津
氏
本
宗
家
と
の
縁
組
（
婚
姻
・

養
子
）
の
有
無
、
島
津
氏
支
流
家
と
の
養
子
関
係
を
示
す
。【
表
４
】

　

島
津
氏
本
宗
家
と
縁
組
し
た
家
を
挙
げ
る
と
、
左
の
通
り
と
な
る
。

①　

本
宗
家
男
子
が
、
養
子
と
し
て
入
っ
た
家
は
、
伊
勢
・
鎌
田
・
敷
根
・
種
子

島
・
袮
寝
（
小
松
）
家
。
高
橋
家
は
後
に
辞
去
し
て
い
る
。

②　

本
宗
家
女
子
と
の
婚
姻
で
は
、
伊
勢
・
頴
娃
・
敷
根
・
肝
付
・
種
子
島
家

③　

本
宗
家
へ
女
子
が
婚
姻
し
た
事
例
は
、
伊
勢
家
の
み
正
室
、
名
越
・
市
田
家

【表３】島津号・別号家と異姓の家
（代は藩主代数、％は島津号・別号と異姓の家で出す）

代 １　　家久 ２　　光久 ３　　綱貴 ４　　吉貴 ５　　継豊 ６　　宗信

① ５人　45％ 　17人 ４人　67％ ６人　60％ ６人　55％ ５人　71％

② １人　72％

③ ６人　55％ ７人　28％ ２人　33％ ４人　40％ ５人　45％ ２人　29％

代 ７　　重年 ８　　重豪 ９　　斉宣 10　　斉興 11　　斉彬 12　　忠義

① ２人　67％ 11人　55％ 10人　43％ 11人　　　 ６人　（（（％ 　10人

② １人　63％ １人　79％

③ １人　33％ ９人　45％ 13人　57％ ７人　37％ ０人　０％ ３人　21％
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は
側
室

　

近
世
前
期
の
伊
勢
家
の
島
津
氏
本
宗
家
と
の
独
特
の
関
係
、
近
世
を
通
じ
て
の
種

子
島
家
、
そ
し
て
肝
付
・
袮
寝
（
小
松
）
家
と
の
関
係
、
近
世
前
期
の
敷
根
家
や
鎌

田
家
と
の
関
係
が
見
て
取
れ
る
。

　
　
　
（
３
）
本
宗
家
出
身
の
家
老
・
城
代

　

島
津
氏
本
宗
家
出
身
の
男
子
が
養
家
に
入
り
家
老
と
な
っ
た
事
例
、
つ
ま
り
本
宗

家
家
督
の
兄
弟
が
家
老
職
に
就
く
例
を
城
代
の
事
例
と
と
も
に
挙
げ
る
。【
表
５
】

　

島
津
義
久
・
義
弘
の
場
合
、
祁
答
院
に
あ
っ
た
、
弟
歳
久
（
日
置
島
津
家
祖
）
は

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
に
秀
吉
の
命
で
死
に
追
い
や
ら
れ
、
四
弟
家
久
（
永
吉
島
津

家
祖
）
も
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
急
死
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
久
（
忠
恒
）
の

兄
弟
も
早
世
し
て
い
る
た
め
、
義
久
・
義
弘
と
家
久
（
忠
恒
）
の
場
合
、
兄
弟
が
家

老
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

本
宗
家
出
身
者
の
家
老
が
、
本
宗
家
家
督
を
支
え
た
時
期
を
確
認
す
る
。
二
代
藩

主
光
久
の
代
に
は
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
以
降
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
ま
で
、

異
母
兄
弟
の
伊
勢
貞
昭
・
鎌
田
正
信
・
島
津
忠
廣
が
相
次
い
で
家
老
に
就
き
、
延
宝

八
年
か
ら
は
庶
子
の
佐
多
久
達
・
島
津
久
當
・
喜
入
久
亮
が
支
え
、
三
代
藩
主
綱
貴

の
代
に
島
津
久
明
も
加
わ
り
、
綱
貴
か
ら
四
代
藩
主
吉
貴
藩
政
を
支
え
た
。

　

ま
た
、
父
の
七
代
藩
主
（
島
津
氏
二
四
代
）
重
年
の
死
去
後
、
若
く
し
て
八
代
藩

主
重
豪
が
襲
封
し
た
際
に
は
、
吉
貴
庶
子
の
家
老
島
津
久
亮
、
同
じ
く
吉
貴
庶
子
で

家
老
上
座
に
再
任
さ
れ
た
貴
儔
、
五
代
藩
主
継
豊
庶
子
の
久
峯
ら
が
支
え
た
。

　

な
お
、
幕
末
に
十
代
藩
主
斉
興
の
名
代
と
さ
れ
、
城
代
島
津
久
宝
の
上
座
と
さ
れ

た
忠
教
（
久
光
）
の
一
件
は
、
十
一
代
藩
主
（
同
二
七
代
）
斉
彬
就
任
の
前
史
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る）

（（
（

。

三
章
　
家
老
を
出
す
家
出
さ
ぬ
家
―
家
格
と
家
老
︱

　
第
一
節
　
家
老
を
出
さ
な
か
っ
た
家
（
家
久
代
以
後
・
一
所
持
格
以
上
）

　

幕
末
ま
で
の
一
所
持
格
以
上
（
一
門
四
家
・
一
所
持
三
十
家
・
一
所
持
格
十
二
家
中
）

に
お
い
て
、
家
老
を
出
さ
な
か
っ
た
家
を
挙
げ
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

①　

一
門
家
で
は
、
加
治
木
・
垂
水
・
越
前
（
重
富
）・
和
泉
（
今
和
泉
）
島
津
家

の
四
家
全
て

②　

一
所
持
で
、
も
と
大
身
分
（
本
稿
で
は
天
明
六
年
以
前
の
大
身
分
の
意
味
と
し
て

用
い
る
）
四
家
の
日
置
・
花
岡
・
都
城
・
宮
之
城
島
津
家
で
は
、
花
岡
島
津
家

と
都
城
島
津
（
北
郷
）
家
の
二
家

③　

一
所
持
・
一
所
持
格
以
上
で
は
、
大
野
家
・
吉
利
家
・
入
来
院
家
・
畠
山
家

の
四
家

　

①
の
一
門
家
四
家
と
②
の
う
ち
花
岡
島
津
家
は
、
本
宗
家
二
男
家
で
あ
る
。
参
考

ま
で
に
、
家
臣
家
と
本
宗
家
の
親
疎
に
つ
い
て
、
天
保
期
の
藩
記
録
所
が
示
し
た
も

の）
（（
（

を
挙
げ
る
。【
表
６
】

　

も
と
大
身
分
の
宮
之
城
島
津
家
は
、
本
宗
家
三
男
家
と
目
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

も
と
大
身
分
で
か
つ
本
宗
家
二
男
家
と
目
さ
れ
た
日
置
島
津
家
が
、
四
代
久
慶
以
来
、

期
間
は
空
く
も
の
の
、
度
々
家
老
を
輩
出
し
て
い
る
点）

（（
（

や
、
準
二
男
家
の
島
津
大
蔵

家
（
久
明
一
流
）
か
ら
、
久
明
・
久
春
・
久
丘
・
久
昌
が
家
老
に
就
く
事
例
が
あ
り
、

二
男
家
は
家
老
に
就
か
ず
、
三
男
家
は
家
老
を
出
す
と
い
っ
た
よ
う
な
相
違
と
は
言

い
切
れ
な
い
。

　

で
は
、
家
老
な
ど
の
役
職
就
任
者
を
出
す
、
出
さ
な
い
基
準
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
一
門
家
の
加
治
木
・
垂
水
家
と
花
岡
家
の
場
合
、
本
宗
家
に

対
し
て
「
脇
の
惣
領
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
再
興
さ
れ
た
越
前
家
・
今
和
泉
家
も
こ
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【表４】家老を出した異姓の家
（同家名の場合は数字で分ける。島津氏支流（別号家を含む）との縁組は養子関係のみで示し
た。備考欄〔〕の数字は、家老となった者の人数と最後の家老名。家名のゴシック体は、本宗家
島津氏と養子・婚姻関係との関係のある家を示す。）

家　名 島津本宗家から養子 本宗家女子との婚姻 本宗家へ婚姻 備　考

伊　勢 ○貞昭／家久庶子 ○貞顕室／光久娘
○貞矩室／吉貴娘

○光久夫人
　／綱久実母

島津支流縁組
〔４・貞矩〕

三　原 〔２・重庸〕処罰
比志島１ 〔１・国隆〕処罰

鎌　田１ ○正信／家久庶子
○正長／光久庶子 〔３・正芳〕

山　田１ 〔１・有栄〕

頴　娃 ○久明室／光久娘
代々「久」字
島津支流縁組
〔３・久喬〕

敷　根 ○久福／綱貴庶子 ○久頼室／家久娘
○久輔室／光久娘

島津支流縁組
「島津」号
〔２・久浮〕

鎌　田２ 島津支流縁組
〔３・政輿〕

諏　訪 〔２・武盛（衛）〕

肝　付

○兼屋室／家久娘
○兼柄室／光久娘
○兼伯室／継豊娘
○米鶴婚約／斉宣娘

久兼のみ「久」字
拝領
〔２・兼柄〕

種子島
○普之進（久光）
　／斉興庶子（後に辞す）
○久珍／斉宣庶子

○忠時室／家久娘
○久基前・後室／光久娘
○久道室／斉宣娘

久時・忠時以降代
々「久」字
〔２・久基〕

平　田 島津支流縁組
〔２・正輔〕

袮　寝
（小松）

○重永／家久庶子
○清純／綱貴庶子
○安之助（忠温）
　／吉貴庶子（後に辞す）

島津支流縁組
〔３・清廉〕

比志島２ 〔２・範章〕

名　越 ○吉貴側室
　／継豊実母

島津支流縁組
〔１・恒篤〕

　堀 〔１・興昌〕
北　條 〔１・時成〕
鎌　田３ 〔１・政直〕

市　来 島津支流縁組
〔１・政方〕

高　橋 ○種意
　／光久庶子（後に辞す） 〔２・種央〕

菱　刈 〔３・隆観〕
川　田 〔３・佐摸〕
赤　松 〔２・則泱〕

二階堂 島津支流縁組
〔３・行典〕

宮之原
綱貴側室江田氏
島津支流縁組
〔１・通直〕

市　田 ○重豪側室
　／茂姫実母

〔２・義宜〕

関　山 島津支流縁組
〔２・金生〕

山　田２ 〔１・有儀〕
秩　父 〔１・季保〕処罰

猪　飼
一橋斉敦用人家
島津支流縁組
〔１・尚敏〕

調　所 〔１・広郷〕
岩　下 〔１・方平〕
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れ
に
準
じ
る
家
と
さ
れ
た
故
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
都
城
島
津
家
の

場
合
は
こ
れ
ら
近
世
以
降
に
分
立
し
た
家
と
は
事
情
が
異
な
り
、
同
家
の
来
歴
と
所

領
支
配
に
関
わ
る
の
で
は
、
と
考
え
る
。

　
　
１
　
一
門
家
と
花
岡
・
都
城
島
津
家

　

戦
国
期
の
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
、
島
津
義
弘
が
守
護
代
と
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
家
督
相
続
の
可
能
性
を
含
む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
ま
た
、
島
津
義

久
二
女
新
城
と
垂
水
島
津
家
彰
久
の
間
に
生
ま
れ
た
信
久
（
久
信
）
は
、
島
津
義
久

の
血
統
を
受
け
継
ぐ
存
在
で
あ
っ
た
。
義
久
の
存
命
中
、
そ
の
三
女
亀
寿
の
婿
養
子

と
し
て
本
宗
家
家
督
を
受
け
継
い
だ
家
久
に
と
り
、
侮
れ
な
い
存
在
で
あ
り
、
垂
水

島
津
家
は
近
世
初
頭
に
「
脇
の
惣
領
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た）

（（
（

。「
脇
の
惣

領
」
は
、
後
に
光
久
異
母
弟
の
忠
朗
を
祖
と
す
る
加
治
木
島
津
家
が
こ
れ
に
代
わ
る
。

同
家
に
つ
い
て
、「
近
代
の
脇
の
惣
領
」
と
い
う
認
識
が
、
家
老
島
津
久
通
か
ら
示

さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　

吉
貴
異
母
弟
で
後
の
花
岡
島
津
家
祖
と
な
る
忠
英
（
久
儔
）
は
、
父
綱
貴
の
寵
愛

を
う
け
た
江
田
氏
（
於
登
代
・
信
證
院
）
の
長
子
で
あ
り
、
綱
貴
か
ら
は
、
異
母
兄

吉
貴
の
補
佐
に
当
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
守
護
代
た
る
べ
き
立
場
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る）

（（
（

。
忠
英
は
、
宝
永
五
（
一
七
○
八
）
年
に
別
家
を
た
て
る
が
、
五
代
藩
主
継
豊

代
の
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
、
大
隅
国
に
一
所
を
与
え
ら
れ
、
花
岡
島
津
家
が
成

立
す
る
。
そ
の
家
格
は
、
一
門
家
よ
り
格
下
の
大
身
分
の
四
家
に
含
ま
れ
る
が
、
吉

貴
代
の
宝
永
二
（
一
七
○
五
）
年
九
月
六
日
付
で
、
忠
英
は
加
治
木
家
の
久
住
（
吉

貴
叔
父
）
と
垂
水
家
の
忠
直
（
吉
貴
異
母
弟
）
と
と
も
に
、
吉
貴
と
の
間
柄
か
ら
特
別

な
扱
い
と
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
花
岡
家
祖
忠
英
が
重
く
扱
わ
れ
た
と
指
摘
で
き
る
。
こ
の

花
岡
島
津
家
成
立
の
過
程
は
、
後
の
越
前
島
津
家
再
興
の
前
例
と
さ
れ
た
が
、
再
興

【
表
５
】
本
宗
家
出
身
の
家
老
・
城
代

藩
主
関
係
家
老
名（
家
名
な
ど
）

〈
家
老
及
び
城
代
就
任
時
藩
主
代
数
・
名
〉

伊
勢
貞
昭（
伊
勢
家
）

〈
二
代
光
久
〉

家
久
庶
子
鎌
田
正
信（
鎌
田
家
）

〈
二
代
光
久
〉

島
津
忠
廣（
准
三
男
家
）
〈
二
代
光
久
〉

光
久
庶
子

島
津
久
達（
佐
多
家
）

〈
二
代
光
久
〜
三
代
綱
貴
〉　

城
代
〈
二
代
光
久
〜
四
代
吉
貴
〉

島
津
久
當（
佐
志
家
）

〈
二
代
光
久
〜
五
代
継
豊
〉
→
城
代
〈
四
代
吉
貴
〜
五
代
継
豊
〉

喜
入
久
亮（
喜
入
家
）

〈
二
代
光
久
〜
四
代
吉
貴
〉

島
津
久
明（
准
二
男
家
）
〈
三
代
綱
貴
〜
四
代
吉
貴
〉

吉
貴
庶
子
島
津
久
亮（
宮
之
城
家
）
〈
八
代
重
豪
〉

島
津
貴
儔（
垂
水
家
）
　

家
老
上
座
・
城
代
〈
五
代
継
豊
・
宗
信
／
八
代
重
豪
〉

継
豊
庶
子
島
津
久
峯（
佐
多
家
）

〈
八
代
重
豪
〉
→
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
家
老
上
座

　

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
家
老
を
辞
す
→
明
和
七
年
留
守
中
家
老

　

座
勤
務
の
命

斉
興
庶
子
島
津
忠
教（
越
前
家
）

〈
十
代
重
豪
〉
→
斉
興
名
代
、
家
老
座
出
席
、
城
代
上
座

【
表
６
】
島
津
氏
本
宗
家
と
二
男
家
以
下
と
直
別
・
麁
（
庶
）
流

（
１
）
直
別

「
御
一
門
方
四
家
」

越
前
島
津
家
・
加
治
木
島
津
家
・
垂
水
島
津
家
・
今
和
泉
島
津
家

「
御
二
男
家
」

日
置
島
津
家
・
花
岡
島
津
家

「
他
腹
之
御
長
男
家
」
川
上
家

「
準
御
二
男
家
」

島
津
久
馬
家
（
光
久
庶
子
大
蔵
久
明
一
流
）

「
御
三
男
家
」

宮
之
城
島
津
家
・
豊
州
家
・
永
吉
家
・
佐
多
家

「
準
御
三
男
家
」

佐
志
家
・
島
津
助
之
丞
家
（
家
久
庶
子
・
加
治
木
二
男
家
・
忠
廣
一
流
）

「
御
四
男
家
」

新
納
家

「
御
五
男
家
」

樺
山
家

「
御
六
男
家
」

都
城
島
津
（
北
郷
）
家

「
御
四
男
家
」

桂
家

「
準
御
四
男
家
」

島
津
頼
母
家
（
光
久
庶
子
頼
母
久
記
一
流
）

「
準
御
五
男
家
」

島
津
求
馬
（
光
久
庶
子
求
馬
久
房
一
流
）

「
御
七
男
家
」

喜
入
家

（
２
）
麁
（
庶
）
流
「
御
直
別
ニ
而
無
之
、
其
以
下
者
都
而
御
麁
流
御
座
候
」

町
田
家
・
豊
州
家
二
男
家
・
宮
之
城
二
男
家
・
新
城
（
垂
水
二
男
）
家

新
城
島
津
家
・
薩
州
家
準
二
男
家
・
大
野
家
・
吉
利
家
・
宮
之
城
庶
流

伊
集
院
庶
流
・
義
岡
家
・
山
岡
家
・
越
前
家
二
男
家
な
ど
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さ
れ
た
本
宗
家
二
男
家
の
越
前
・
今
和
泉
島
津
家
も
、
家
老
職
を
勤
め
る
家
と
は
区

別
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
②
の
う
ち
、
都
城
（
北
郷
）
島
津
家
か
ら
家
老
が
出
さ
れ
な
か
っ
た

理
由
は
何
か
。
直
接
的
な
史
料
を
見
出
し
て
い
な
い
が
、
同
家
の
家
格
は
、
垂
水
島

津
家
な
ど
よ
り
は
る
か
に
下
が
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
一
方
で
、
中
世
以
来
の
由
緒
を

持
つ
家
で
あ
り
、
最
大
の
私
領
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
前
期
以
来
、
別
格
扱
い

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
認
識
は
、
家
老
伊
勢
貞
昌
が
、
藩
主
島
津
光
久
に
示
し
て
い

る
。
島
津
氏
本
宗
家
は
、
近
世
前
期
に
都
城
（
北
郷
）
家
政
に
強
く
介
入
し
、
島
津

家
久
・
光
久
の
庶
子
が
優
先
的
に
同
家
へ
養
子
成
を
し
た
。
こ
れ
も
、
単
な
る
家
臣

家
の
統
制
だ
け
で
は
な
く
、
同
家
の
維
持
を
藩
主
家
久
・
光
久
が
重
要
視
し
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る）

（（
（

。

　
　
２
　
大
野
家
・
吉
利
家
・
入
来
院
家
・
畠
山
家

　

③
の
一
所
持
・
一
所
持
格
以
上
で
家
老
を
出
さ
な
か
っ
た
、
大
野
家
・
吉
利
家
・

入
来
院
家
・
畠
山
家
の
四
家
に
つ
い
て
、
概
略
を
示
す
。

　

薩
州
家
二
男
家
の
大
野
家
は
、
四
代
忠
宗
が
、
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
に
島
津

義
久
に
誅
殺
さ
れ
、
女
子
妙
春
の
婿
養
子
久
高
は
、
寺
入
の
処
罰
を
う
け
て
い
る
。

久
高
は
、
後
に
大
野
家
を
辞
し
て
生
家
樺
山
家
に
戻
り
、
兄
の
子
の
跡
を
継
ぐ
形
で

同
家
を
相
続
、
家
老
と
な
る
。
一
方
、
大
野
家
に
残
さ
れ
た
妙
春
の
女
子
二
人
は
、

本
田
親
正
と
島
津
常
久
の
室
と
な
る
が
、
妙
春
自
身
は
、
家
久
異
母
姉
屋
地
の
女
子

が
、
家
久
の
養
女
と
し
て
慶
長
十
（
一
六
○
五
）
年
に
松
平
定
行
へ
嫁
ぐ
際
、
局
役

と
し
て
供
奉
し
た
。
そ
し
て
そ
の
功
に
よ
り
、
家
老
三
原
重
庸
（
重
饒
）
二
男
久
行

を
養
子
に
し
て
、
大
野
家
を
再
興
さ
せ
る
。

　

久
行
の
養
子
久
明
は
、
家
老
新
納
久
詮
の
二
男
で
あ
り
、
京
都
蔵
奉
行
・
用
人
な

ど
を
勤
め
る
。
そ
の
養
子
久
矩
は
、
家
老
佐
多
（
島
津
）
久
達
の
三
男
で
、
組
頭
・

番
頭
な
ど
を
勤
め
た
。
そ
の
後
の
養
子
に
は
、
家
老
島
津
久
起
（
宮
之
城
家
庶
流
）

弟
の
久
富
、
今
和
泉
島
津
忠
厚
庶
子
の
久
甫
が
い
る
。
大
野
家
か
ら
は
家
老
が
出
な

か
っ
た
が
、
同
家
の
縁
組
か
ら
は
、
家
老
を
出
す
家
と
の
繋
が
り
が
確
認
で
き
る
。

同
じ
く
薩
州
家
二
男
家
の
吉
利
家
は
、
義
岡
久
達
の
長
子
久
良
が
養
子
に
入
り
、
後

に
花
岡
家
二
代
久
章
二
男
の
久
寶
、
家
老
二
階
堂
行
典
三
男
久
包
が
養
子
に
入
っ
て

い
る
。

　

渋
谷
氏
一
族
の
入
来
院
家
か
ら
は
、
家
老
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
目
付
ま
で

進
ん
だ
事
例
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
島
津
義
久
・
義
弘
・
歳
久
の
生
母
は
入
来
院

重
聡
娘
で
あ
り
、
大
目
付
と
な
っ
た
重
頼
の
室
は
島
津
家
久
の
娘
、
次
の
重
治
の
室

は
光
久
の
娘
で
あ
り
、
光
久
庶
子
の
重
規
、
継
豊
庶
子
の
定
勝
が
そ
れ
ぞ
れ
入
来
院

家
へ
養
子
に
入
る
。
同
家
は
早
く
か
ら
島
津
氏
本
宗
家
及
び
支
流
諸
家
と
度
々
縁
組

し
て
お
り
、
異
姓
な
が
ら
島
津
家
と
の
関
係
は
深
い
。

　

畠
山
家
も
、
大
目
付
ま
で
進
ん
で
い
る
家
で
あ
る
。
義
弘
の
家
老
で
あ
っ
た
長
寿

院
が
、
関
ヶ
原
合
戦
で
死
去
し
、
一
時
「
阿
多
」
を
号
す
が
、
島
津
光
久
庶
子
義
扶

が
養
子
に
入
り
、「
畠
山
」
改
号
を
運
動
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　
　
３
　
島
津
貴
儔
（
久
典
）
と
忠
教
（
久
光
）

　

例
外
的
に
家
老
座
に
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
家
老
上
座
と
さ
れ
た
、
吉
貴
庶
子
で
垂

水
島
津
家
を
継
い
だ
貴
儔
（
久
典
）、
斉
興
庶
子
で
越
前
島
津
家
を
継
い
だ
忠
教
（
久

光
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

貴
儔
は
、
享
保
二
十
一
（
元
文
元
・
一
七
三
六
）
年
正
月
の
通
達
で
、「
御
家
老
座

へ
御
出
勤
被
仰
付
候
付
、
御
家
之
格
式
ハ
格
別
、
平
日
ハ
御
家
老
出
入
口
ヨ
リ
御
出

入
被
成
候
、
御
目
付
出
迎
ニ
不
及）

（（
（

」
と
、
家
老
座
へ
の
出
勤
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
措
置
は
、
父
吉
貴
の
意
向
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
藩
主
継
豊
は
、

病
気
を
理
由
に
江
戸
在
府
を
続
け
て
い
た
が
、
筆
者
は
、
こ
の
背
景
に
は
、
享
保

二
十
年
八
月
、
継
豊
側
家
老
の
伊
集
院
久
矩
・
平
岡
之
品
処
罰
に
象
徴
さ
れ
る
、
吉

貴
と
継
豊
間
の
確
執
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る）

（（
（

。
こ
の
状
況
を
暗
示
す
る
事

例
が
、
頴
娃
久
周
の
処
遇
で
あ
る
。
久
周
は
、
貴
儔
と
同
じ
く
享
保
二
十
一
年
正
月

に
若
年
寄
と
さ
れ
、
十
二
月
に
江
戸
で
家
老
職
に
就
い
た
が
、
延
享
四
（
一
七
四
七
）

年
十
月
に
吉
貴
が
鹿
児
島
磯
邸
で
死
去
す
る
と
、
翌
年
正
月
に
は
江
戸
で
在
職
の
ま

ま
死
去
し
て
い
る
。
同
月
に
は
貴
儔
も
罷
免
さ
れ
た
。

　

寛
延
二（
一
七
四
九
）年
四
月
、
継
豊
が
久
し
ぶ
り
に
鹿
児
島
に
帰
着
す
る
。
こ
の

後
の
藩
主
は
、
寛
延
二
年
七
月
に
宗
信
、
宝
暦
五（
一
七
五
五
）年
六
月
に
重
年
が
相

次
い
で
死
去
し
た
め
、
宝
暦
四
年
以
来
、
江
戸
に
あ
っ
た
重
年
嫡
子
の
忠
洪（
重
豪
）

が
、
同
五
年
七
月
に
家
督
を
相
続
し
、
国
元
の
祖
父
継
豊
が
後
見
す
る
形
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
継
豊
も
宝
暦
十
年
九
月
に
死
去
、
江
戸
で
元
服
し
た
重
豪
が
、
藩
主
と
し

て
初
入
部
し
た
の
は
、
翌
十
一
年
六
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
こ
の
間
の
二
月
朔
日
付

通
達
で
は
、
再
び
貴
儔
に
対
し
て「
御
家
老
座
へ
一
往
毎
日
出
勤
有
之
、
御
家
老
ヨ

リ
上
座
へ
座
席
被
仰
付
、
御
用
筋
御
家
老
ヨ
リ
御
相
談
仕
候
様
被
仰
付
」と
さ
れ
た
。

数
え
で
十
七
歳
の
重
豪
藩
政
初
期
、
貴
儔
に
は
国
元
の
抑
え
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
貴
儔
は
、
同
十
三
年
七
月
十
九
日
に
辞
職
し
て
い
る）

（（
（

。

　

島
津
忠
教
（
久
光
）
は
、
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
十
月
生
ま
れ
で
、
異
母
兄
斉

彬
よ
り
八
つ
歳
下
で
あ
る
。
翌
年
三
月
、
種
子
島
久
道
の
養
子
と
さ
れ
た
が
、
文
政

八
（
一
八
二
五
）
年
三
月
に
種
子
島
家
を
辞
去
し
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
に
越
前

島
津
家
の
婿
養
子
と
な
る
。
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
八
月
二
十
日
の
砲
術
館
開
場

式
に
お
い
て
、
父
斉
興
の
名
代
と
さ
れ
、
十
月
に
は
、
異
国
方
か
ら
改
め
ら
れ
た
軍

役
方
の
名
代
（
加
治
木
島
津
内
匠
同
役
）
と
な
る
。
翌
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
の
斉

興
参
勤
に
際
し
て
は
、
忠
教
が
名
代
と
さ
れ
、
出
発
に
先
立
ち
、
同
年
四
月
に
は
、

改
革
中
政
事
向
き
の
対
応
の
た
め
「
一
往
家
老
座
へ
出
席
、
諸
事
家
老
中
ヨ
リ
相
談

ヲ
モ
承
リ
」
と
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
当
時
、
世
子
斉
彬
は
基
本
的
に
江
戸
在
府
で
あ
り
、

外
国
船
琉
球
来
航
に
伴
う
対
応
の
中
で
採
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
斉
興

の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
四
年
に
藩
主
に
就
い
た
斉
彬
も
、
異
母

弟
久
光
に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る）

（（
（

。

　
第
二
節
　
家
格
と
家
老

　

寄
合
・
寄
合
並
の
家
格
で
家
老
を
出
し
た
家
を
確
認
す
る
。
こ
の
中
に
は
、
家
老
、

ま
た
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
大
目
付
や
若
年
寄
就
任
に
よ
る
家
格
上
昇
の
結
果
、
寄

合
・
寄
合
並
と
さ
れ
た
家
も
あ
る
。【
表
２
】
か
ら
三
三
家
を
検
出
し
た）

（（
（

。

　

寄
合
・
寄
合
並
で
家
老
を
出
し
た
家
を
、
複
数
、
一
名
の
み
に
分
け
て
示
す
。

①　

家
老
を
複
数
出
し
た
家

　

義
岡
家
・
山
岡
家
・
川
上
久
利
一
流
・
宮
之
城
島
津
家
庶
流
・
永
吉
島
津

家
庶
流
・
川
上
忠
塞
一
流
・
新
納
是
久
一
流
・
新
納
家
（
忠
澄
一
流
）・
町
田
久

政
一
流
・
山
田
（
弥
九
郎
・
新
助
）
家
・
鎌
田
家
庶
流
・
平
田
庶
流
家
（
宗
勝
一

流
）・
高
橋
家
・
二
階
堂
家
嫡
流
・
堀
家
・
赤
松
家
・
関
山
家

②　

家
老
一
名
の
み
出
し
た
家

　

末
川
家
（
垂
水
島
津
二
男
家
）・
川
上
久
明
一
流
・
郷
原
家
（
加
治
木
二
男
家
分

家
）・
樺
山
久
盈
一
流
・
薩
州
家
忠
清
一
流
・
伊
集
院
家
嫡
流
・
伊
集
院
久
朝

二
男
家
（
久
照
一
流
）・
名
越
家
・
北
條
家
（
種
子
島
分
家
）・
鎌
田
（
愛
太
夫
）

家
・
市
来
左
仲
家
・
宮
之
原
家
・
山
田
（
司
・
喜
三
右
衛
門
）
家
・
岩
下
家
・

猪
飼
家
・
調
所
家

　

家
格
上
昇
に
つ
い
て
、
一
所
持
と
一
所
持
格
・
寄
合
に
家
格
を
上
昇
さ
せ
た
事
例
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を
挙
げ
る
。【
表
７
】
寄
合
に
つ
い
て
は
、
大
目
付
就
任
な
ど
で
家
格
を
上
昇
さ
せ

た
事
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
家
老
ま
で
進
ん
だ
家
の
み
を
示
す
。

と
申
者
、
帖
佐
地
頭
職
の
儀
、
東
鑑
に
も
相
見
得
候
、
子
孫
平
田
新
左
衛
門
親
宗
入

道
玄
親
、（
重
宗
を
欠
く
︱
筆
者
注
）
美
濃
守
氏
宗
、
美
濃
守
兼
宗
入
道
洞
印
、
美
濃

守
昌
宗
、
美
濃
守
光
宗
入
道
舜
盧
、
美
濃
守
歳
宗
、
太
郎
左
衛
門
増
宗
、
御
代
々
御

家
老
職
相
勤
、
太
郎
左
衛
門
弟
休
兵
衛
宗
親
迄
も　

竜（
義
久
）伯
様
御
隠
居
御
家
老
相
勤
候

処
に
、
太
郎
左
衛
門
不
忠
の
事
御
座
候
故
、
兄
弟
共
に
伏
誅
故
、
嫡
家
断
絶
仕
候
、

其
外
の
平
田
家
は
庶
流
に
て
御
座
候
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、「
本
藩
人
物
誌）

（（
（

」
平
田
昌
宗
の
項
に
は
、「
先
祖
重
宗
以
来
串
良
致
領
知
、

岩
弘
ニ
居
住
、
勝
久
公
鹿
児
島
没
落
ノ
節
、
昌
宗
致
出
奔
、
末
吉
ノ
平
田
出
羽
守
宗

仍
［
末
吉
地
頭
、
深
川
一
所
ヲ
領
ス
］（［ 

］
は
本
文
割
書
部
分
︱
筆
者
注
）
ヲ
頼
、
末

吉
ニ
寓
居
ス
、
左
候
テ
天
文
末
年
、
貴
久
公
江
被
召
出
候
テ
御
家
老
職
［
永
禄
六

年
頃
五
十
歳
計
］
帖
佐
地
頭
被
仰
付
候
」
と
記
す
。

　

同
じ
「
本
藩
人
物
誌
」
の
「
国
賊
伝）

（（
（

」【
表
８
】
の
増
宗
に
関
す
る
記
述
に
は
、「
美

濃
守
歳
宗
子
、
永
禄
九
年
誕
生
、
母
ハ
羽
島
氏
、
○
慶
長
三
年
比
ヨ
リ
増
宗
大
坂
へ

相
詰
居
、
関
ヶ
原
御
合
戦
以
後
、
惟（

義
弘
）新
御
下
国
ノ
砌
、
増
宗
肝
煎
ヲ
以　

国（
亀
寿
）

分
様
、

宰（
義
弘
夫
人
）

相
様
御
二
方
無
異
儀
御
帰
国
被
遊
候
、
○
義
久
公
御
家
老
、
○
清
敷
地
頭
［
慶
長

五
年
、
於
荘
内
陣
中
清
敷
地
頭
被
仰
付
候
、
此
以
前
ハ
穆
佐
地
頭
ニ
テ
候
、
此
時
穆

佐
衆
中
ノ
内
武
勇
ノ
モ
ノ
弐
拾
五
人
ヲ
撰
ヒ
テ
清
敷
［
今
ノ
樋
脇
ナ
リ
］
へ
被
移
候

由
、
此
時
衆
中
ハ
三
百
十
六
人
ノ
由
］、
○
慶
長
十
四
年
琉
球
征
伐
副
将
ニ
テ
渡
海
、

○
同
十
五
年
六
月
十
九
日
、
依
野
心
、
於
入
来
土
瀬
戸
越
被
誅
、［
討
手
ハ
押
川
強

兵
衛
・
久
保
七
兵
衛
也
、
案
内
者
清
敷
衆
桐
野
九
郎
右
衛
門
ナ
リ
、
鉄
炮
ニ
テ
打
殺

候
事
、
○
野
心
ノ
訳
色
々
説
ア
リ
、
旧
伝
集
ナ
ト
ニ
モ
此
事
見
ユ
］
年
四
拾
五
、」

「
○
増
宗
嫡
子
新
四
郎
宗
次
［
母
ハ
上
井
覚
兼
女
］
慶
長
七
年
八
月
十
七
日
、
於
野

尻
横
死
、
年
十
七
、二
男
新
三
郎
行
宗
、
慶
長
十
五
年
十
一
月
十
五
日
於
筑
前
海
上

疾
風
覆
船
時
自
殺
、
時
十
九
、三
男
ハ
出
家
、
依
父
ノ
罪
科
、
琉
球
勝
連
島
へ
配
流
、

【
表
７
】
家
格
を
上
昇
さ
せ
た
家
・
人
物

（
１
）
一
所
持
三
十
家
・
一
所
持
格
十
二
家
中

碇
山
久
徳

天
保
十
一
年
大
目
付
、
同
十
二
年
寄
合
→
弘
化
三
年
家
老
・
島
津
号
→
嘉
永
三
年
一
所
持

市
田
盛
常

父
貞
行
が
天
明
六
年
寄
合
、
女
子
は
重
豪
側
室
・
茂
姫
生
母
。
家
老
・
一
所
持

（
２
）
寄
合　

五
四
家
中

名
越
恒
渡

正
徳
元
年
八
月
大
目
付
、
享
保
五
年
家
老

堀　

興
昌

享
保
十
二
年
大
目
付
、
寄
合
→
同
二
十
年
家
老

鎌
田
政
直

元
文
六
年
家
老
、
寄
合

市
来
政
方

寛
延
二
年
大
目
付
、
寄
合
→
同
三
年
家
老

赤
松
則
正

明
和
七
年
大
目
付
格
、
寄
合
→
安
永
四
年
家
老

宮
之
原
通
直
安
永
七
年
大
目
付
、
寄
合
→
天
明
二
年
家
老

関
山
金
暉

天
明
四
年
大
目
付
格
、
寄
合
→
同
七
年
若
年
寄
→
家
老

山
田
有
儀

寛
政
五
年
大
目
付
、
寄
合
→
同
七
年
家
老

猪
飼
尚
敏

一
代
寄
合
→
文
政
十
一
年
家
老
、
寄
合

調
所
広
郷

天
保
三
年
大
目
付
格
、
寄
合
、
家
老
格
側
詰
→
同
九
年
家
老　

（
文
久
三
年
小
番
降
格
）

四
章
　
家
老
平
田
正
輔
と
勝
手
方
家
老

　

本
章
で
は
、
具
体
例
と
し
て
家
老
平
田
靱
負
正
輔
と
そ
の
家
を
取
り
上
げ
、
平
田

も
担
当
し
た
、
勝
手
方
家
老
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

室
町
時
代
に
老
中
と
し
て
活
躍
し
た
平
田
氏
は
、
近
世
初
期
に
嫡
家
が
断
絶
し
、

近
世
に
は
、
寄
合
以
上
の
家
と
し
て
庶
流
家
が
二
つ
あ
っ
た
。

　
第
一
節
　
平
田
氏
嫡
家
―
系
譜
と
断
絶
―

　

「
別
本
諸
家
大
概）

（（
（

」
に
は
、
平
田
氏
に
つ
い
て
「
平
姓
平
田
の
先
祖
肥
後
房
良
西
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【表８】「本藩人物誌」国賊伝に挙げられた名前
（目録には「実久党、肝付省釣、北原、伊地知、蒲生、肝付以安、袮寝、新納、　本田、菱刈、
渋谷党〈上　東郷、中　祁答院、下　入来院〉、梅北、伊集院幸侃、平田増宗、比志島国隆、島
津久慶、陽春坊」の名が記載されている。）

１　島津一族

①［薩州家島津氏関係］38名
・　島津実久：勝久を出奔させ、相州家の島津氏忠良・貴久と対抗（以下略）

②［新納氏］１名
・　新納忠勝（入道栖嵐）：救仁院志布志城主。父は肝付氏と結び島津忠昌に叛す。
　　本田董親と結び正八幡宮を焼く。北郷氏、豊州家と対抗。島津勝久を支持して攻められ、

志布志を放棄

２　被官

○［本田氏］１名
・　本田紀伊守藤原薫（董）親：大隅国守護代。戦国期に勢力を拡張。天文17（1548）年、島

津忠良らに攻撃され所領を失う。

３　戦国期の有力国人層

①［肝付氏関係］４名。肝付河内兼続（入道省釣）ほか一族家臣を加えて25名
②［北原氏関係］１名。北原又八郎兼守ほか一族家臣を加えて16名
③［伊地知氏関係］１名。伊地知上総介重興ほか一族家臣を加えて７名
④［蒲生氏関係］２名。蒲生越前守範清ほか一族家臣を加えて６名
⑤［（加治木）肝付氏］１名
・　肝付越前守兼演（入道以安）は、肝付氏本宗家から分かれ、大崎から溝辺を経て加治木に

入る。島津実久に応じる。天文18（1549）年降伏
⑥［袮寝氏関係］１名
・　袮寝右近大夫重長：肝付・伊地知氏に与同。天正元（1573）年島津義久に降伏

⑦［菱刈氏関係］４名
・　菱刈相模守重州（入道天岩）：相良氏と結び大口城をとる。天文８（1539）年島津貴久に降

る。（以下略）
⑧［渋谷党　東郷・祁答院・入来院氏関係］７名。ほか一族家臣を加えて25名

４　豊臣政権下

①［梅北一揆関係］梅北宮内左衛門尉国兼ら５名
②［伊集院幸侃・庄内の乱関係］
・　伊集院右衛門大夫忠棟（入道幸侃）・伊集院源次郎忠真ら５名。ほか一族家臣を加えて65名

５　藩政初期の権力闘争関係

①［平田太郎左衛門尉増宗関係］２名。子供を含めれば８名
・　平田増宗：義久家老。琉球征伐副将。慶長15（1610）年６月19日、入来土瀬戸で誅される。

嫡子宗次は慶長７年８月野尻横死、二男行宗は慶長15年11月自殺、三男は出家、増宗の罪
により琉球勝連島配流、四男治部卿は硫礦島配流

・　平田越前守宗親（増宗弟）：義久隠居方家老。吉松地頭。慶長17年４月26日切腹の命。嫡子
宗次・二男新八郎も父と同時に誅される。

②［比志島国隆関係］１名。子供を含めれば２名
・　比志島国隆：寛永４（1627）年処罰。同６年種子島配流、切腹。子内記は屋久島配流

③［島津久慶関係］２名
・　島津久慶：死後、系図削除
・　島津久豫（久憲）：生母は常久娘・久慶妹。喜入忠高三男で日置島津家養子

④［加治木島津家関係］１名。他１名
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四
男
治
部
卿
硫
礦
島
へ
配
流
ナ
リ
」、
弟
宗
親
に
つ
い
て
は
「
○
竜（
義
久
）伯
公
御
隠
居
御

方
御
家
老
也
、
○
吉
松
地
頭
、
○
慶
長
十
七
年
四
月
廿
六
日
切
腹
被
仰
付
候
、
年

四
十
二
、
○
宗
親
嫡
子
左
馬
頭
宗
次
、
母
ハ
本
田
神
祇
女
、
二
男
新
八
郎
、
父
同
時

ニ
被
誅
候
、
宗
次
ハ
二
十
歳
」
と
あ
る
。

　

平
田
氏
は
、
室
町
期
に
島
津
氏
本
宗
家
の
老
中
と
し
て
活
躍
、
平
田
昌
宗
は
島
津

氏
十
四
代
勝
久
に
従
い
一
時
没
落
し
た
が
、
平
田
宗
仍
の
仲
介
で
、
新
た
に
島
津
氏

本
宗
家
と
な
っ
た
十
五
代
貴
久
に
仕
え
た
。
島
津
氏
十
六
代
義
久
の
家
老
で
清
敷

（
入
来
）
地
頭
の
平
田
増
宗
が
、
慶
長
十
五
（
一
六
一
○
）
年
に
殺
害
さ
れ）

（（
（

、
同
十
七

年
に
も
、
増
宗
の
弟
で
義
久
家
老
の
宗
親
ら
が
処
断
さ
れ
、
平
田
氏
嫡
家
は
断
絶
し

た
。
近
世
に
は
、
平
田
氏
庶
流
の
中
で
、
寄
合
以
上
の
家
格
に
平
田
靱
負
正
輔
を
出

し
た
宗
勝
一
流
と
宗
保
一
流
の
二
家
が
あ
っ
た
。

　
第
二
節
　
近
世
の
庶
流
平
田
家
と
平
田
正
輔

　
　
１
　
平
田
家
の
系
譜
・
家
格
・
実
名
字

　

平
田
宗
勝
一
流
は
、
平
田
氏
宗
の
庶
子
家
に
当
た
る
。
同
家
の
系
譜
と
諸
家
の
関

係
な
ど
を
示
す）

（（
（

。【
系
図
３
】

　

初
祖
宗
勝
は
日
向
の
合
戦
に
活
躍
し
、
そ
の
養
子
宗
仍
は
、
島
津
氏
十
四
代
勝
久

に
つ
き
鹿
児
島
を
出
奔
し
た
嫡
家
昌
宗
の
依
頼
を
う
け
、
そ
の
復
帰
に
功
が
あ
っ
た
。

宗
仍
は
天
文
・
弘
治
年
間
（
一
五
三
二
〜
五
五
年
・
五
五
〜
五
八
年
）
の
末
吉
地
頭）

（（
（

で
、

豊
州
家
島
津
氏
・
北
郷
氏
と
肝
付
氏
の
合
戦
に
お
い
て
は
豊
州
家
方
と
し
て
参
戦
、

子
の
宗
徳
と
と
も
に
戦
死
す
る
。
宗
應
は
、
永
禄
五
（
一
五
六
二
）
年
に
曽
於
郡
地

頭
職
を
得
て
い
る
。
慶
長
五
（
一
六
○
○
）
年
九
月
の
関
ヶ
原
合
戦
で
戦
死
、
兄
宗

次
（
早
世
）
を
継
い
だ
宗
弘
は
、
羽
月
・
野
尻
な
ど
の
地
頭
職
に
就
き
、
使
役
な
ど

を
勤
め
た
。

　

正
輔
の
曾
祖
父
に
当
た
る
宗
正
は
、
平
田
家
の
中
興
と
目
さ
れ
る
。
そ
の
子
宗
卯

は
病
身
故
に
家
督
た
ら
ず
、
孫
の
宗
房
（
正
房
。
正
輔
の
父
）
が
祖
父
宗
正
よ
り
家

督
を
相
続
し
、
志
布
志
・
栗
野
地
頭
を
勤
め
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
勘
定
奉
行
・

二
番
組
頭
と
な
る
。
同
二
十
年
に
隠
居
、
寛
保
二
（
一
七
四
一
）
年
に
死
去
す
。
こ

の
間
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
定
め
ら
れ
た
薩
摩
藩
の
家
格
で
は
、
平
田
家
は

寄
合
と
さ
れ
て
い
る
。

　

平
田
正
輔
は
、
宝
永
元
（
一
七
○
四
）
年
八
月
十
二
日
生
ま
れ
。
幼
名
は
平
蔵
。

母
は
島
津
家
久
の
庶
子
忠
廣
に
始
ま
る
一
流
の
忠
守）

（（
（

の
娘
で
あ
り
、
正
輔
の
父
方
曾

祖
父
と
母
方
の
曾
祖
父
・
祖
父
と
も
家
老
で
あ
っ
た
。
正
輔
の
先
妻
の
父
は
、
家
老

肝
付
兼
柄
の
娘
、
後
妻
の
父
は
、
家
老
種
子
島
久
時
の
娘
で
あ
り
、
岳
父
（
舅
）
二

人
と
も
家
老
職
に
あ
っ
た
。
正
輔
以
後
も
、
家
老
を
出
し
た
佐
志
家
や
名
越
家
と
平

田
家
と
の
姻
戚
関
係
が
確
認
で
き
る
。

　

宝
永
・
正
徳
期
（
一
七
○
四
〜
一
一
年
・
一
一
〜
一
六
年
）、
薩
摩
藩
で
は
諱
（
実

名
）
字
や
家
号
な
ど
、
家
格
に
結
び
つ
い
て
様
々
な
規
制
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
幕

府
・
将
軍
家
と
の
関
わ
り
か
ら
も
規
制
が
明
確
化
さ
れ
た
。
正
徳
三
年
、
当
時
の
将

軍
の
名
の
使
用
が
一
切
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
六
（
享
保
元
・
一
七
一
六
）
年
、
徳
川

吉
宗
の
将
軍
職
就
任
を
う
け
、
翌
年
「
宗
」
の
字
が
規
制
さ
れ
、
宗
房
も
正
房
に
改

名
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
家
の
初
祖
や
功
績
の
あ
っ
た
者
に
因
む
由
緒
の
字
が

家
の
字
（
通
字
）
と
さ
れ
る
。
平
田
宗
勝
一
流
の
本
家
と
そ
の
庶
流
家
で
は
、
中
興

の
祖
で
あ
る
宗
正
に
因
み
「
正
」
字
を
通
字
と
し
た）

（（
（

。

　
　

２
　
財
政
担
当
と
し
て
の
平
田
家

　

平
田
宗
正
は
、
中
郷
・
串
木
野
・
綾
・
野
尻
・
志
布
志
な
ど
の
地
頭
職
に
就
い
て

い
る
。
用
人
、
旅
家
老
（
若
年
寄
）
を
経
て
、
貞
享
五
（
元
禄
元
・
一
六
八
八
）
年
九
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【系図３】平田家他関係略系図＊二重線は縁組を示す。また、網掛けは家老（同等）に就いた者を示す。
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月
か
ら
元
禄
十
二
年
ま
で
、
三
代
藩
主
綱
貴
の
家
老
と
な
る
。
同
役
に
は
、
前
代
光

久
か
ら
の
家
老
に
、
新
納
久
了
・
島
津
久
元
・
肝
付
久
兼
・
島
津
久
竹
・
島
津
久

輝
・
種
子
島
久
時
・
島
津
忠
守
・
佐
多
久
達
・
島
津
久
當
・
喜
入
久
亮
が
い
た
。
綱

貴
の
代
に
家
老
同
役
と
な
っ
た
者
に
は
、
袮
寝
清
雄
・
島
津
久
洪
・
新
納
久
珍
が
い

る
。
元
来
世
子
付
の
家
老
で
あ
っ
た
宗
正
は
、
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に
は
惣
郡

座
惣
奉
行
袮
寝
清
雄
と
と
も
に
「
御
物
座
・
惣
郡
座
両
職
」
を
監
督
す
る）

（（
（

。

　

平
田
正
輔
の
家
は
、
曾
祖
父
宗
正
か
ら
父
正
房
の
代
に
か
け
て
、
勝
手
方
や
勘
定

方
に
関
わ
る
家
と
し
て
の
経
験
・
情
報
を
蓄
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
近

世
前
期
に
島
津
氏
家
譜
編
纂
の
総
裁
を
担
い
、
ま
た
金
山
開
発
ほ
か
殖
産
興
業
に
関

わ
っ
た
家
老
島
津
久
通
（
宮
之
城
島
津
家
）
の
屋
敷
に
は
、
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年

の
覚
書
で
も
「
御
記
録
座
・
金
山
座
抔
と
唱
来
候
席
相
残
」
と
あ
る）

（（
（

。
各
部
局
を
担

当
し
た
家
老
や
奉
行
の
屋
敷
が
、
業
務
に
関
わ
る
経
験
と
と
も
に
記
録
情
報
を
蓄
積

さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

正
房
が
勘
定
奉
行
に
就
任
し
た
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
は
、
七
月
に
諸
大
名

に
上
米
の
制
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
薩
摩
藩
は
、
藩
独
自
の
検
地
（
内

検
・
大
御
支
配
）
と
し
て
最
後
と
な
る
享
保
内
検）

（（
（

を
実
施
す
る
。
こ
の
際
に
は
、
勝

手
方
家
老
種
子
島
久
基）

（（
（

の
も
と
、
勘
定
奉
行
経
験
者
の
菱
刈
重
之
、
勘
定
奉
行
で
享

保
二
十
年
に
勝
手
方
家
老
と
な
る
堀
興
昌
を
中
心
に
実
施
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

菱
刈
家
に
期
待
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
経
験
と
情
報
の
蓄
積
で
あ
っ
た
。
享
保
七
年

九
月
四
日
付
の
島
津
久
兵
達
書）

（（
（

を
左
に
挙
げ
よ
う
。

国
中
大
支
配
此
節
可
申
付
候
、
此
儀
者
總（
吉
貴
）州
様
御
家
督
内
よ
り
被
仰
付
、　

思

召
茂
為
有
之
事
候
得
共
、　

御
隠
居
被
遊
候
付
而
、
今
度
右
通
申
付
儀
候
、
依

之
種
子
嶋
弾（

久
基
）正
且
亦
勘
定
奉
行
堀
甚（
興
昌
）左
衛
門
右
同
係
申
付
候
、
其
方
儀
當
分

之
役
ニ
而
用
係
申
付
候
、
親
菱
刈
孫（

重
敦
）兵

衛
儀
も
先
年
大
支
配
方
為
相
勤
由
候
、

別
而
手
廣
相
掛
ル
事
候
間
、
致
方
之
次
第
段
々
書
留
等
茂
為
致
置
ニ
而
可
有

之
候
条
、
万
端
相
考
、
右
用
筋
ニ
付
而
存
寄
之
儀
、
又
者
先
例
之
儀
と
も
随

分
無
遠
慮
、
弾
正
江
可
申
聞
候
、
何
れ
之
筋
ニ
も
大
支
配
之
儀
者
不
相
調
候

而
不
叶
儀
候
条
、
其
心
得
ニ
而
折
角
申
談
可
然
候
、
以
上

九
月
四
日　

　

本
文
書
は
、
前
年
隠
居
し
た
、
前
藩
主
吉
貴
が
構
想
し
て
い
た
享
保
内
検
の
担

当
を
、
菱
刈
重
之
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
菱
刈
重
之
は
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）

年
七
月
二
十
一
日
に
勘
定
奉
行
就
任
を
家
老
新
納
久
珍
よ
り
命
じ
ら
れ
る
。
同
役

に
は
、
島
津
主
水
久
輔
・
鎌
田
源
左
衛
門
政
躬
が
い
た
。
大
目
付
就
任
は
享
保
二

（
一
七
一
七
）
年
十
月
十
五
日）

（（
（

。
父
の
菱
刈
重
敦
も
万
治
内
検
を
担
当
し
て
お
り
、

検
地
実
施
方
法
に
関
わ
る
記
録
が
菱
刈
家
に
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮

さ
れ
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
、
家
老
種
子
島
久
基
や
勘
定
奉
行
堀
興
昌
と
の
協
議
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。【
系
図
４
】

　

菱
刈
重
之
は
、
内
検
実
施
中
の
享
保
八
年
五
月
に
死
去
し
た
。
同
家
を
継
い
だ
養

子
實
詮
は
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
、
当
時
藩
主
重
豪
が
若
く
、
江
戸
に
滞
在
中

で
も
あ
り
、
隠
居
の
継
豊
か
ら
家
老
に
任
じ
ら
れ
る
。
同
十
一
年
に
は
江
戸
で
勝
手

方
・
琉
球
方
に
任
命
さ
れ
、
同
十
二
年
の
芝
藩
邸
と
将
軍
家
養
女
で
継
豊
後
夫
人
の

竹
姫
（
浄
岸
院
）
の
住
居
で
あ
る
御
守
殿
の
類
焼
に
際
し
、
そ
の
再
建
を
担
当
す
る
。

重
豪
藩
政
初
期
を
支
え
た
家
老
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
九

【
系
図
４
】
菱
刈
家
略
系
図
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月
、
江
戸
留
守
詰
中
に
死
去
す
る
。

　

勘
定
奉
行
と
し
て
、
平
田
正
房
も
享
保
内
検
に
関
与
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
薩

陽
落
穂
集
下）

（（
（

」
に
は
、「
御
番
頭
被
仰
付
、
小
高
故
御
役
料
千
石
被
下
、
已
後
御

勘
定
奉
行
被
仰
付
候
、
尤
御
寄
合
に
被
仰
付
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
享
保
九

（
一
七
二
四
）
年
生
ま
れ
の
正
輔
嫡
子
の
正
香
は
、
宝
暦
四
年
正
月
に
番
頭
と
な
る

が
、
正
輔
に
先
立
ち
同
五
年
三
月
に
死
去
し
て
い
る
。
以
後
の
平
田
家
に
お
け
る
勘

定
奉
行
就
任
の
事
例
で
は
、
正
保
が
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
正
月
十
一
日
付
で
任

命
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　
　
３
　
勝
手
方
家
老
平
田
正
輔

　

平
田
正
輔
の
履
歴
を
記
す
。
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
四
月
十
五
日
に
登
城
し
元

服
、
藩
主
吉
貴
か
ら
加
冠
さ
れ
、
平
蔵
か
ら
兵
十
郎
に
改
め
る
。
以
後
、
次
郎
兵
衛
、

次
い
で
新
左
衛
門
を
称
す
。
実
名
は
、
初
め
宗
武
、
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
に

は
正
輔
の
名
が
選
ば
れ
て
い
る
。
同
十
四
年
物
頭
、
同
二
十
年
に
父
の
隠
居
に
よ
り

家
督
を
相
続
。
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
に
江
戸
勤
務
を
経
験
。
同
四
年
正
月
に
用

人
、
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
六
月
に
大
目
付
と
な
る
。
こ
の
前
後
、
日
向
国
馬
関

田
（
元
文
二
年
）、
同
国
勝
岡
（
同
六
年
）、
薩
摩
国
伊
作
（
寛
保
四
年
）
の
地
頭
職
を

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

延
享
五
（
寛
延
元
・
一
七
四
八
）
年
正
月
二
十
一
日
、
新
左
衛
門
正
輔
は
、
御
勝
手

方
・
琉
球
方
家
老
郷
原
久
雄）

（（
（

の
辞
任
を
う
け
、
六
代
藩
主
宗
信
か
ら
御
勝
手
方
・
琉

球
方
家
老
職
を
命
じ
ら
れ
、
大
口
地
頭
職
に
転
じ
、
掃
部
の
名
を
拝
領
す
る）

（（（
（

。
寛
延

元
年
九
月
、
掃
部
正
輔
は
、
宗
信
の
参
府
に
あ
わ
せ
、
将
軍
家
重
の
襲
封
を
祝
う
琉

球
国
王
慶
賀
使
具
志
川
王
子
の
引
率
に
関
わ
っ
た
。
こ
の
参
勤
に
は
、
宗
信
の
弟
で

当
時
加
治
木
島
津
家
を
継
い
で
い
た
久
門
（
後
の
七
代
藩
主
重
年
）
も
随
行
し
て
い
る
。

正
輔
は
、
十
一
月
十
五
日
の
江
戸
城
へ
の
使
節
登
城
な
ど
を
指
揮
し
、
同
年
十
二
月

二
十
八
日
、
使
節
ら
と
帰
国
の
途
に
つ
き
寛
延
二
年
三
月
に
帰
国
、
こ
の
間
に
掃
部

か
ら
靱
負
に
改
名
す
る
。
同
年
五
月
に
帰
国
し
た
島
津
宗
信
の
病
状
が
悪
化
し
、
七

月
十
日
に
死
去
し
た
た
め
、
九
月
十
三
日
に
弟
の
久
門
が
参
勤
す
る
。

　

当
時
、
薩
摩
藩
の
借
銀
は
三
万
四
〇
〇
〇
貫
で
、
上
方
の
支
払
い
だ
け
で

三
〇
〇
〇
貫
目
余
が
必
要
と
さ
れ
た
。
正
輔
は
、
十
一
月
四
日
付
で
倹
約
令
を
藩
内

に
通
達
、
年
間
不
足
銀
を
示
し
、
借
銀
減
少
の
手
当
を
検
討
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い

る）
（（（
（

。
新
藩
主
重
年
が
初
帰
国
し
た
寛
延
四
（
宝
暦
元
・
一
七
五
一
）
年
六
月
、
表
用
人

伊
集
院
十
蔵
久
東）

（（（
（

ら
が
重
年
に
随
行
し
、
江
戸
藩
邸
に
は
正
輔
が
留
守
家
老
と
し
て

留
ま
っ
た
。
そ
の
後
帰
国
、
宝
暦
二
年
十
二
月
二
十
五
日
付
の
記
録
所
の
調
書
か
ら
、

当
時
正
輔
の
在
国
が
確
認
で
き
る）

（（（
（

。
宝
暦
三
年
十
二
月
二
十
五
日
付
の
幕
府
通
達

（
老
中
連
署
の
奉
書
）
に
よ
り
、
薩
摩
藩
に
木
曽
三
川
で
の
御
手
伝
普
請
が
命
じ
ら

れ
る
。
翌
年
正
月
、
勝
手
方
家
老
平
田
正
輔
は
御
手
伝
方
の
惣
奉
行
と
さ
れ
、
大
目

付
の
伊
集
院
十
蔵
久
東
が
副
（
添
）
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
。
正
輔
は
、
い
わ
ゆ
る
宝

暦
治
水
に
お
け
る
薩
摩
藩
側
の
代
表
と
し
て
、
全
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

平
田
正
輔
は
勝
手
方
家
老
と
し
て
、
ま
た
、
曾
祖
父
と
父
の
勝
手
方
・
勘
定
奉
行

と
し
て
の
経
験
の
蓄
積
、
琉
球
使
節
引
率
や
江
戸
で
の
実
績
が
あ
り
、
御
手
伝
普
請

の
命
に
際
し
適
任
者
と
し
て
任
命
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
輔
は
、
出
発
に
際
し

て
上
方
で
の
金
策
を
指
示
し
、
現
地
に
到
着
以
後
、
木
曽
三
川
の
現
場
に
留
ま
り
続

け
、
宝
暦
五
年
五
月
二
十
五
日
暁
天
に
死
去
し
た
。

　

平
田
正
輔
は
「
段
々
御
立
身）

（（（
（

」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
若
く
し
て
死
去
し
な
が
ら
、

そ
の
言
行
か
ら
後
々
ま
で
薩
摩
藩
で
は
敬
慕
の
対
象
と
な
っ
た
藩
主
島
津
宗
信
の
信

任
に
よ
り
家
老
に
就
い
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。
経
済
政
策
に
関
わ
る
家
筋
で
あ
り
、

勝
手
方
家
老
と
し
て
上
方
銀
主
ら
と
の
交
渉
・
財
源
確
保
の
期
待
を
担
っ
て
い
た
こ
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と
は
、
残
さ
れ
た
文
書）

（（（
（

か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
琉
球
使
節
引
率
の
任
や
、
期
限

を
限
ら
れ
た
中
で
藩
士
ら
を
ま
と
め
て
宝
暦
治
水
事
業
に
当
た
り
、
江
戸
、
美
濃
郡

代
、
美
濃
の
交
代
寄
合
高
木
三
家
と
い
っ
た
幕
府
関
係
者
、
現
地
の
名
主
以
下
村
落

民
、
工
事
の
請
負
町
人
や
職
人
そ
の
他
と
の
交
渉
・
調
整
・
契
約
、
資
材
・
経
費
管

理
な
ど
を
遂
行
し
た
点
か
ら
は
、
優
れ
た
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
っ
た
と
指

摘
で
き
る
。

　
第
三
節
　
勝
手
方
家
老
と
勘
定
奉
行

　
　
１
　
勝
手
方
家
老

　

北
郷
久
加
以
降
の
家
老
で
、
勝
手
方
と
し
て
藩
財
政
を
担
当
し
た
家
老
に
つ
い
て

は
、「
国
老
并
用
人
記
」・「
君
家
累
世
御
城
代
御
家
老
記
」
の
記
録
か
ら
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
勘
定
奉
行）

（（（
（

職
に
就
い
た
人
物
・
家
筋
の
者
が
、
そ
の
後
勝
手
方
家
老
に

な
っ
た
例
を
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。「
御
役
人
帳）

（（（
（

」
か
ら
、
勘
定
奉
行
勤
務
者
に

つ
い
て
、
就
任
・
転
任
と
勤
務
年
数
、
家
老
就
任
な
ど
に
つ
い
て
示
す
。【
表
９
】

勘
定
奉
行
職
を
経
て
、
後
に
家
老
職
に
就
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物
は
、
新
納

久
正
（
久
了
）、
堀
興
昌
、
鎌
田
正
直
・
島
津
久
富
（
久
純
）、
伊
勢
貞
起
、
川
田
国

福
（
国
詮
）、
袮
寝
（
小
松
）
清
香
、
山
田
有
儀
（
父
君
豹
は
学
者
と
し
て
著
名
）、
市
田

義
直
（
義
宜
か
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
に
№
96
の
堀
興
昌
に
つ
い
て
は
「
数
十
年
勘
定
奉
行
を
勤
續
し
、
享
保
内
検
の

係
を
も
首
尾
よ
く
勤
め
た
に
つ
き
、
享
保
十
二
年
十
二
月
、
大
目
附
格
勝
手
方
添
役

勤
に
轉
じ
た
の
が
初
見
」
で
、
堀
が
家
老
就
任
後
、
№
108
の
勘
定
奉
行
鎌
田
政
直

が
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
八
月
に
同
勤
を
命
じ
ら
れ
、
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年

十
一
月
に
勝
手
方
添
役
と
な
り
、
こ
の
役
名
が
た
て
ら
れ
た
。
こ
の
後
、
鎌
田
は
同

六
（
寛
保
元
・
一
七
四
一
）
年
正
月
、
大
目
付
勝
手
方
添
役
勤
、
二
月
に
勝
手
方
家
老

と
な
り
、
郷
原
久
雄
が
大
目
付
勝
手
方
勤
と
な
る
。
以
後
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）

年
九
月
に
№
113
の
川
田
国
福
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
十
月
に
桂
久
中
が
大
目
付

勝
手
方
添
役
勤
と
さ
れ
て
い
る）

（（（
（

。

　

以
上
を
勘
案
し
て
、
勝
手
方
を
担
っ
た
、
も
し
く
は
勘
定
奉
行
職
な
ど
を
経
験
し

た
家
老
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る）

（（（
（

。【
表
10
】

　

こ
の
中
で
、
平
田
宗
勝
一
流
や
菱
刈
家
の
よ
う
に
、
勘
定
奉
行
や
勝
手
方
家
老
を

数
代
出
し
た
家
を
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
鎌
田
庶
流
家
は
、
勘
定
奉
行
か
ら
大
目

付
と
な
る
政
躬
を
出
し
、
嫡
子
政
昌
と
政
昌
孫
の
政
輿
は
家
老
と
し
て
勝
手
方
に
関

わ
る
。
袮
寝
（
小
松
）
家
も
、
清
雄
、
清
香
と
勝
手
方
家
老
を
出
し
、
幕
末
の
清
廉

も
財
政
を
担
っ
た）

（（（
（

。
宮
之
原
家
で
は
、
享
保
十
四
年
に
勘
定
奉
行
に
就
い
た
甚
太
夫

（
家
老
通
直
の
父
通
興
か
）
が
見
え
る
。
宮
之
原
通
直
は
、
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年

正
月
に
寺
社
奉
行
か
ら
勝
手
方
添
役
と
な
り
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
正
月
に
は

家
老
で
勝
手
方
勤
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
国
福
、
国
通
の
川
田
家）

（（（
（

や
関
山
家）

（（（
（

、

新
納
家）

（（（
（

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
勝
手
方
を
担
っ
た
、
も
と
は
勘
定
奉
行
職
な
ど
を
経
験
し
た
家
老
の
全

体
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
の
指
摘
と
な
る

が
、【
表
10
】
の
四
六
人
中
、
異
姓
の
家
（
他
家
）
は
五
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、

家
久
代
以
降
に
任
命
さ
れ
た
家
老
一
五
五
人
中
で
は
三
八
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
比
べ

る
と
、
財
政
担
当
の
分
野
を
担
う
家
老
に
は
異
姓
の
家
出
身
の
家
老
が
多
い
こ
と
、

特
に
十
八
世
紀
を
通
し
て
目
立
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

個
々
の
経
験
や
能
力
も
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
勘
定
奉
行
か
ら
力
量
を
評
価
さ

れ
、
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
て
の
登
用
と
考
え
ら
れ
る
堀
興
昌
は
、
財
政
分
野
の
「
た

た
き
上
げ
」
の
家
老
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
、
勤
務
年
数
で
は
短
い
が
、
鎌
田
正
直

や
伊
勢
貞
起
、
島
津
久
富
、
川
田
国
福
、
袮
寝
清
香
や
山
田
有
儀
も
こ
れ
に
当
て
は
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ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
家
老
以
下
の
若
年
寄
・
大
目
付
や
寺
社
奉
行
ま
で
を
対

象
に
検
討
す
れ
ば
、
財
政
分
野
担
当
の
事
例
は
多
く
な
ろ
う
。
祖
父
の
代
に
大
目
付

と
な
り
、
宝
暦
治
水
で
は
御
手
伝
方
副
奉
行
と
な
っ
た
伊
集
院
久
東
も
そ
の
一
例
で

あ
る
。

　

こ
の
他
、
文
化
朋
党
事
件
の
結
果
葬
ら
れ
た
家
老
樺
山
久
言）

（（（
（

や
秩
父
季
保
も
、
そ

の
手
法
が
現
実
的
で
あ
っ
た
ど
う
か
の
評
価
は
と
も
あ
れ
、
藩
財
政
の
危
機
的
状
況

を
背
景
に
し
た
改
革
を
目
指
し
た
点
で
は
、
勝
手
方
家
老
の
系
譜
に
入
る
だ
ろ
う
。

　
　
２
　
補
足
―
勘
定
奉
行
に
つ
い
て
―

　

【
表
９
】
か
ら
、
勘
定
奉
行
職
在
任
期
間
に
つ
い
て
、
二
点
指
摘
す
る
。

　

一
点
目
。
宝
永
四
（
一
七
○
七
）
年
十
二
月
十
六
日
に
就
任
し
た
№
88
の
島
津
久

輔
ら
三
名
は
、
寺
社
奉
行
に
転
任
し
た
伊
集
院
十
右
衛
門
（
忠
寛
）
を
除
き
、
宝
永

五
年
七
月
に
就
任
す
る
菱
刈
重
之
の
同
役
と
な
る
。
彼
ら
以
降
の
記
載
に
比
べ
て
、

「
御
役
人
帳
」
勘
定
奉
行
の
記
載
内
容
は
極
端
に
少
な
く
、
就
任
年
・
転
退
職
年
、

転
任
前
後
の
役
職
名
、
死
去
な
ど
の
情
報
が
宝
永
四
年
以
前
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

勘
定
奉
行
の
役
格
が
改
ま
り
、
翌
年
正
月
に
は
専
ら
勘
定
所
・
勘
定
奉
行
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
境
と
し
て
い
る
。

　

二
点
目
。
在
任
年
数
を
比
較
す
る
と
、
№
１
の
伊
集
院
左
京）

（（（
（

以
下
№
87
の
町
田
越

右
衛
門
ま
で
の
う
ち
、
臨
時
と
考
え
ら
れ
る
二
人
（
№
82
・
83
）
を
除
き
、
そ
の
平

均
勤
務
期
間
（
名
前
の
重
複
は
15
と
53
、
57
と
73
）
は
、
約
三
・
七
年
と
な
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
宝
永
四
年
十
二
月
以
降
の
№
88
か
ら
164
の
う
ち
、
臨
時
の
「
寄）

（（（
（

」
と
年
数

記
載
を
欠
く
十
六
人
を
除
い
た
平
均
は
七
・
八
年
。
臨
時
な
ど
十
八
人
を
除
く
延
べ

人
数
全
体
で
は
、
平
均
五
・
四
年
と
な
る
。
単
純
に
い
え
ば
、
宝
永
四
年
以
降
、
勘

定
奉
行
の
任
期
が
長
期
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
個
々
の
年
数
を
見
れ
ば
、
十
年
以
上

の
勤
務
が
№
87
ま
で
は
三
人
、
№
88
以
降
は
一
八
人
を
数
え
、
二
十
年
以
上
も
二
人

い
る
。

　

一
方
で
、
ご
く
短
期
間
の
加
勢
で
あ
る
「
寄
」
は
、
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年

八
月
、
№
109
の
伊
勢
貞
起
以
降
、
特
に
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
か
ら
明
和
元

（
一
七
六
四
）
年
、
ま
た
、
文
化
年
間
（
一
八
○
四
〜
一
八
）
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
は
、
前
者
は
藩
主
重
年
の
不
慮
の
死
、
後
者
は
文
化
朋
党
事
件
の
影
響
と
い
っ
た
、

当
時
の
政
治
状
況
も
背
景
も
考
え
ら
れ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。
と
も
あ
れ
、
藩
の

職
制
が
全
体
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
十
八
世
紀
以
降
、
ベ
テ
ラ
ン
の
勘
定
奉
行
と
、

ご
く
短
期
間
就
任
の
奉
行
や
臨
時
の
奉
行
に
よ
り
、
勘
定
方
が
運
営
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
薩
摩
藩
家
老
職
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
を
俯
瞰
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

家
老
を
担
っ
た
家
々
の
系
譜
を
追
い
、
ま
た
、
特
に
財
政
担
当
と
し
て
勝
手
方
家
老

の
系
譜
を
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
相
州
家
島
津
氏
が
本
宗
家
家
督
を
継
承
し
、

豊
臣
政
権
へ
服
属
し
て
以
降
の
状
況
か
ら
、
江
戸
幕
府
成
立
を
経
て
幕
末
に
至
る
ま

で
を
通
し
て
見
た
場
合
、
家
老
の
系
譜
と
し
て
は
、
初
期
に
は
島
津
号
で
は
な
い
異

姓
の
家
の
家
老
が
多
か
っ
た
こ
と
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
島
津
号
の
家
老
が
増
え

た
こ
と
を
示
し
た
。
藩
主
斉
宣
の
代
に
、
比
較
的
異
姓
の
家
老
が
多
く
な
る
こ
と
は
、

隠
居
し
た
重
豪
の
代
を
含
め
て
注
目
さ
れ
、
な
お
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

　

十
八
世
紀
前
期
に
確
定
し
た
藩
の
家
格
で
上
位
を
占
め
る
、
一
門
家
と
一
所
持
・

一
所
持
格
以
上
の
家
で
、
島
津
号
の
中
で
も
、
特
別
に
家
老
上
座
と
さ
れ
た
例
を
除

き
、
家
老
職
に
就
任
し
な
い
家
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
、
一
門
家
四
家
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【表９】　勘定奉行一覧　 　（「御役人帳」『鹿児島県史料　旧記雑録拾遺　記録所史料二』から） 
№ 名前 在任

年数 年月日（就任） 年月日（転退職） 前任の役職 転任の役職 家老就任者 備考

１ 伊集院左京 ６
２ 伊東肥前 １
３ 三原遠江重時 ２ 「三原左衛門重庸の子」
４ 川上将監 ２
５ 新納加賀忠清 ２
６ 新納弥七郎久正（久了） ２ 「又左衛門（久了）ならん」
７ 喜入舎人 ４
８ 蒲地新助鎮興 ７
９ 比志島内記国安 ９
10 新納四郎左衛門 ５
11 岩切嘉左衛門 ５
12 新納縫殿 ６
13 菱刈孫兵衛重敦 ３
14 有馬勘左衛門 ４
15 喜入吉兵衛 ４ 同名以下にあり　53
16 平田五右衛門 ４
17 相良吉右衛門 １
18 新納仁左衛門 ２
19 五代勝左衛門 ３
20 廣瀬次郎兵衛 １
21 鎌田後藤兵衛 ８
22 渋谷四郎左衛門 ２
23 高崎四郎兵衛 ２
24 相良新助 ３
25 丹生弥兵衛 ７
26 伊東六右衛門 ４
27 鎌田次右衛門 ４
28 相良民部左衛門 １
29 野村大兵衛 ３
30 村尾源左衛門 １
31 有川弥一郎 ２
32 村田五郎左衛門 ５
33 川上五郎右衛門 ２
34 伊東刑部左衛門 ２
35 伊地知杢右衛門重倫 ５
36 肝付二郎兵衛 ５
37 上井五郎右衛門 ２
38 最上伊右衛門 １ 「右近義陽か」
39 大島盛太夫 ２
40 甲斐勝左衛門 ３
41 志岐藤左衛門 ７
42 東郷十左衛門 ７
43 村田平右衛門 ２
44 三原次郎左衛門重儀 ４ 「五兵衛重英の子か」
45 伊集院長左衛門 ３
46 新納武左衛門 ２
47 村田半助 ９
48 新納権左衛門 ２
49 伊集院志賀 ７
50 大山平七 ２
51 菱刈権之助（重格カ） １
52 黒葛原孫太郎 ２
53 喜入吉兵衛 10 同名あり　15
54 町田孫兵衛 ２
55 阿多内蔵丞 １
56 中江八右衛門 ８
57 平田九郎右衛門 ２ 同名以下にあり　73
58 川上長左衛門 ５
59 諏訪次郎左衛門 ６
60 相良十左衛門 １
61 伊東半右衛門 １
62 町田長兵衛 １
63 中原甚助 ３
64 中江九右衛門 ３
65 相良吉右衛門 ２
66 黒葛原主左衛門 13
67 家村平八 ５
68 村田喜右衛門 ５
69 後醍院杢右衛門 ６
70 川上八郎左衛門 ４
71 美坂太郎右衛門 ５
72 山口甚九郎 ４
73 平田九郎右衛門 １ 同名あり　57
74 中原勘助 12 （中原甚助　63あり）
75 和田平七 ２
76 町田弥市右衛門 ３
77 川村四郎左衛門 １
78 中島七左衛門 ７
79 中神七左衛門（頼常カ） ２
80 川上納右衛門 ５
81 伊集院嘉左衛門 １
82 村田十左衛門 一節寄 １〜 87総計
83 丹生助右衛門 一節寄 　　　　　　 312
84 伊地知八郎兵衛 １ １〜 87人数（82・83除く）
85 長崎源助 ３ 　　　　　　　85
86 （　）藤左衛門 １ １〜 87平均（82・83除く）
87 町田越右衛門 １ 　　　　　  3.67
88 島津主水久輔 ４ 宝永４・12・16 宝永７・７・９ 御役御免
89 伊集院十右衛門（久寛） ２ 宝永４・12・16 宝永５・３・11 寺社奉行
90 鎌田源左衛門（政躬） ４ 宝永４・12・16
91 菱刈孫兵衛（重之） 10 宝永５・７・21 享保２・11・15 大目付 享保８御役内死去
92 頴娃長左衛門（久明） ６ 宝永６・11・18 死去
93 町田宇右衛門 ５ 宝永７・１・25 正徳４・６ 死去
94 新納左京久敦 ７ 正徳３・８・28 享保４・11・６ 寺社奉行
95 島津主計 ９ 正徳４・９・21 享保７・９・23 寺社奉行 後に大目付
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№ 名前 在任
年数 年月日（就任） 年月日（転退職） 前任の役職 転任の役職 家老就任者 備考

96 堀甚左衛門興昌 14 正徳４・11・９ 享保12・12・23 大目付格勝手方
添役勤

享保20・８勝手方家
老就任
種子島久基添役

享保13・12・28大目付

97 向井十郎太夫 ２ 享保２・11・15 享保３・７・１ 依願御免
98 肝付典膳（兼加・兼逵） 17 享保３・７・25 享保19・２・２ 寺社奉行
99 蒲生十郎兵衛 ４ 享保４・11・11 享保７・１・23 依願御免
100 相良清兵衛 ８ 享保７・１・23 享保14・12 死去
101 平田新左衛門（正房） 13 享保７・９・21 享保19・８・26 御役御免
102 相良権太夫 ７ 享保７ 享保13・12・13 依願御免
103 宮之原甚太夫 ６ 享保14・１・11 享保19・８・26 御役御免
104 高橋外記 １ 享保19・２・28 享保19・８・26 御役御免
105 島津又七・外記 ４ 享保19・８・26 元文２・１・29 死去　享保21外記名替
106 谷山角太夫 ４ 享保19・８・26 元文２・４・28 依願御免
107 島津郷太夫・頼母 14 享保19・８・26 延享４・３・６ 死去　元文３頼母名替

108 鎌田太郎右衛門（正直） ２ 享保20・８・15 元文１・11・18 御勝手方添役
寛保１・１大目付勝
手方添役勤、同１・
２勝手方家老

享保20・８・15勤方元通り
で勝手方添役（堀四郎太夫
（興昌）が勤めていた）。こ
の役名が立てられる。

109 伊勢兵部（貞起）（１） ０ 元文１・８・３寄 延享２・12家老。宝
暦４・10死去

日数19日　元文１・８・３
寄御勘定奉行、21日まで

110 島津弥市郎（久富） ３ 元文２・４・27 元文４・１・11 寺社奉行
延享５・１・11から
若年寄、寛延１・７・
27より家老

111 伊勢兵部（貞起）（２） ５ 元文４・１・11 寛保３・12・15 若年寄 延享２・７・22家老
112 河野八郎左衛門（通興） ３ 寛保３・６・24 延享２・11・16 宗信御側詰

113 川田與右衛門
（国詮・国福） ５ 延享２・１・11 寛延２・９・１ 大目付・勝手方

添役
宝暦８・７・28若年
寄、 同13・11・11勝
手方家老

114 小林仲太兵衛 １ 延享４・４・27 延享５・１・11 寺社奉行
115 大野清右衛門 ２ 延享４・７・22 延享５・４・25 勝手方勤　御役御免

116 比志島彦五郎・隼人 ６ 延享５・１・11 宝暦３・６・28
死去　延享５・１・15名替、
寛延３・１・11御小姓組番
頭兼務

117 西彦太郎 ６ 延享５・７・21 寛延３・１・11 依願御免
118 喜入主膳 ３ 寛延２・９・11 寛延４・４・６ 依願御免
119 有川幸右衛門 ７ 寛延２・９・１ 宝暦５・９・16 依願御免 調方勤、宝暦４・１・17調

方引取につき御勘定所勤務

120 島津求馬（久教） 13 寛延３・10・11 宝暦12・５・９ 若年寄
寛延３・２・25勘定奉行寄
若年寄就任後、宝暦13・３・
７死去

121 袮寝孫左衛門（清香） ２ 寛延３・10・11 宝暦４・９・11 組頭番頭 明和９・12・１家老
寛延３・10・11勘定奉行寄、
宝暦４・９・11寄を免じ元
通り組頭番、宝暦６・２・
21若年寄

122 島津大蔵（三崎文太夫） 11 寛延４・９・11 宝暦11・11・18 寺社奉行 宝暦６・３・14島津大蔵家
相続

123 頴娃内膳 ０ 宝暦５・12・８寄
宝暦６・１・15寄 組頭番頭

日数前後23日
宝暦５・12・20免、組頭番
頭、宝暦６・１・24免

124 新納四郎（１） ０ 宝暦６・２・15寄
宝暦11・４・26寄

前後３ヶ月位
宝暦６・３・３迄、また宝
暦11・６・29迄

125 島津助之丞（１） ０ 宝暦６・４・22 組頭番頭 １ヶ月余　５・27免

126 島津助之丞（２） ０
宝暦８・８・15寄
宝暦10・１・７寄
宝暦10・10・18寄

組頭番頭
前後100日程　宝暦８・10・
６迄、また宝暦10・２・27、
同11・26迄

127 肝付弾正（兼伯） ０ 宝暦９・２・22寄 組頭番頭 80日程　宝暦９・５・12迄
128 本田久米右衛門 ３ 宝暦10・11・25 宝暦12・３・10 死去
129 島津助之丞（３） ０ 宝暦11・７・28 組頭番頭 日数８日

宝暦11・８・５迄
130 渋谷喜三左衛門 ８ 宝暦11・８・４ 明和５・11・１ 依願御免
131 新納四郎（２） ０ 宝暦12・２・14寄 （日数記載なし）
132 新納四郎（３） ３ 宝暦12・４・９ 宝暦14・３・15 寺社奉行
133 島津直江 ０ 宝暦12・５・17寄 組頭番頭 宝暦12・６・９迄
134 鎌田太郎右衛門 21 宝暦12・11・１ 天明２・２ 寺社奉行
135 島津助之丞（４） ０ 明和１・７・23寄 組頭番頭 明和１・７・26迄
136 島津右膳 ９ 明和２・８・11 安永２・10・16 死去
137 財部孫之丞 ８ 明和２・８・23 明和９・２・13 依願御免
138 福山平太夫 ８ 明和３・９・28 安永２・５・27 依願御免
139 仁禮仲右衛門 15 明和７・１・15 天明４・１・21 病死
140 二階堂源太夫 15 明和９・８・25 天明６・３・13 寺社奉行
141 小林仲太兵衛 14 安永３・１・11 天明７・６・28 寺社奉行
142 島津内記 15 天明２・２・６ 寛政８・１・11 大番頭
143 島津内膳 10 天明２・２・６ 寛政３・３・３ 寺社奉行
144 町田主馬 20 天明６・12・15 文化２・６・15 寺社奉行
145 山田司有儀 ５ 天明７・６・17 寛政３・３・３ 寺社奉行
146 新納五郎右衛門 15 寛政２・１・11 享和４・１・22 大番頭
147 篠崎蔵太左衛門 ２ 寛政３・１・11 寛政４・５・19 死去
148 大野隼人 ９ 寛政３・３・９ 寛政11・12・６ 依願御免
149 鎌田蔵人 ８ 寛政５・１・19 寛政12・６・25 病死
150 鎌田愛太夫 13 寛政５・７・28 文化２・２・25 大目付 勘定奉行兼御側役詰
151 本城源七郎 10 寛政７・２・６ 文化１・６・24 病死
152 北郷権五郎 18 寛政８・１・15 文化10・１・21 扶持無し　病死
153 梅田九左衛門（梅秀） ８ 寛政９・３・４ 文化１・６・晦 用人 依願御免
154 島津内匠 ９ 寛政12・８・15 文化５・９・27 御小姓組番頭 寺入
155 伊集院四郎 ４ 享和１・８・16 文化１・11・３ 勝手方用人 依願御免
156 川上九戸 （０） 文化１・11・21 勝手方用人
157 島津相馬久謙 ４ 文化２・９・19 文化５・９・29 御小姓組番頭 若年寄 88〜164総計

158 市田壬生義直（義宜カ） 文化５・９・29 無役
文化14・７長門、天保４美
作に改名、文政２・１月家
老（勝手方兼）

　　　　　　　474
88〜164人数（16人引く）
　　　　　　　 61

159 名越右膳盛尚 ４ 文化５・12・24 文化８・12・７ 御小姓組番頭 病死 88〜164平均
160 関山軍兵衛金言（１） ０ 文化９・１・25寄 御小姓組番頭 ４ヶ月　文化９・４・28迄 　　　　　　 7.77
161 関山軍兵衛金言（２） 文化10・１・25 御小姓組番頭 １〜164延べ人数（18人引く）
162 伊集院蔵主 ７ 文化12・12・19 天保２ 御小姓組番頭 　　　　　　　146
163 桂太郎兵衛久郷 文化12・12・19 御小姓組番頭 １〜164平均
164 島津登久備 　　　　　　 5.38
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【
表
10】
　
勝
手
方
・
勘
定
奉
行
等
財
政
経
験
家
老
（
試
案
）

名
前（

）は
初
・
中
の
名

親
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
考

北
郷
久
加

北
郷
三
久
嫡
子

島
津
氏
支
流

平
佐
北
郷
家
・
平
佐

寛
永
20

1643
明
暦
２

延
宝
８
死

1656
1680

金
山
奉
行
、
寛
文
６
年
城
代
、
寛
永
16旅

家
老

新
納
久
詮

新
納
久
時
六
男

新
納
久
饒

島
津
氏
支
流

新
納
家
・
川
辺
神
殿
村

正
保
２

1645
寛
文
３

延
宝
３
死

1663
1675

養
祖
父
康
久
は
島
津
忠
良
（
日
新
）
の
家
老
。
久
饒
弟
旅
庵
は
義
弘
家
老

御
物
座

町
田
忠
代
（
久
昌
、
忠
貞
）

町
田
久
則
嫡
子

島
津
氏
支
流

町
田
久
政
一
流

寛
文
２

〔
寛
文
３
〕

1662
貞
享
２

元
禄
13死

1685
1700

談
合
役
（
後
の
若
年
寄
）
で
御
物
座
詰

新
納
久
了
（
久
正
、
久
仁
）

新
納
久
詮
嫡
子

島
津
氏
支
流

新
納
家
・
川
辺
神
殿
村

寛
文
３

1663
元
禄
８
死

1695
談
合
役
で
御
物
座
詰
。
御
物
座
を
引
き
継
ぐ
。

島
津
久
元
（
久
延
、
久
共
）

島
津
久
賀
二
男

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

豊
州
家
二
男
家

寛
文
６

1666
元

禄
３

元
禄
４
死

1690
1691

正
保
２
年
喜
入
忠
続
後
嗣
、
同
４
年
辞
去
。
寛
文
６
年
御
物
座
方
、
延
宝
２

年
御
物
奉
行
　
御
物
座
惣
奉
行

肝
付
久
兼
（
兼
喜
、
兼
方
）

肝
付
兼
屋
嫡
子

他
家

喜
入
肝
付
家
・
喜
入

寛
文
10

1670
宝
永
４

宝
永
６
死

1707
1709

母
は
19代

家
久
娘
。「

久
」
字
許
可
　
貞
享
元
年
よ
り
金
山
方

島
津
忠
守

島
津
忠
廣
嫡
子

島
津
氏
支
流

忠
廣
一
流

天
和
２

1682
宝
永
２

宝
永
４
死

1705
1707

寛
文
13年

家
老
代
（
旅
家
老
）
　
天
和
３
年
よ
り
御
物
座
方

平
田
宗
正

平
田
宗
弘
嫡
子

他
家

平
田
家

貞
享
５

1688
元
禄
12

1699
綱
貴
の
部
屋
栖
代
二
之
丸
家
老
　
袮
寝
清
雄
と
同
役

祢
寝
清
雄
（
清
賢
）

祢
寝
重
永
嫡
子

他
家

祢
寝
家
・
吉
利

元
禄
５

1692
元
禄
10東

叡
山
本
堂
助

役
総
監
使

元
禄
12死

1699
元
禄
元
年
12月

よ
り
５
年
ま
で
御
物
座
。
御
物
座
惣
奉
行
（
御
勝
手
方
）。

寛
永
寺
本
堂
造
営
総
奉
行
。
江
戸
で
死
去

新
納
久
珍

新
納
久
辰
嫡
子

島
津
氏
支
流

新
納
家
・
踊
三
躰
堂
村

元
禄
10

1697
元
禄
11琉

球
国
監

宝
永
７
死

1710
元
禄
５
年
横
目
頭
（
大
目
付
）、

８
年
国
遣
座
（
勝
手
方
）
監
。
宝
永
７
年

自
害

島
津
久
明
（
久
始
）

19代
光
久
庶
子

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

本
宗
家
準
二
男
家

元
禄
14

1701
元
禄
10東

叡
山
本
堂
助

役
副

享
保
２
死

1717
天
和
１
年
町
田
家
番
代
。
室
は
祢
寝
清
雄
娘
。
寛
永
寺
本
堂
造
営
副
奉
行

島
津
仲
休
（
久
年
、
忠
雄
）

島
津
久
元
嫡
子

島
津
氏
支
流

豊
州
家
二
男
家

宝
永
１

1704
元
禄
国
絵
図
、
近
衛
家

と
の
由
緒
確
認

正
徳
５

正
徳
６
死

1715
1716

貞
享
４
年
よ
り
御
物
座
詰

肝
付
兼
柄

肝
付
久
兼
嫡
子

他
家

喜
入
肝
付
家
・
喜
入

宝
永
６

1709
享
保
３
死

1718
室
は
19代

光
久
娘
。
異
国
方
・
勝
手
方
に
関
わ
る
と
推
測

種
子
島
久
基

（
義
時
、
伊
時
）

種
子
島
久
時
嫡
子

他
家

種
子
島
家
・
種
子
島

宝
永
７

1710
享
保
内
検

元
文
１

寛
保
１
死

1736
1741

勝
手
方
家
老
。
享
保
７
年
９
月
〜
享
保
内
検
総
監
。
先
室
・
後
室
は
19代

光
久
娘

堀
興
昌

本
田
親
昌
二
男

堀
興
喜

他
家

堀
家

享
保
20

1735
元
文
６

延
享
１
死

1741
1744

勘
定
奉
行
。
大
目
付
格
勝
手
方
添
役
を
経
て
勝
手
方
家
老
。
種
子
島
久
基
添

役

鎌
田
政
直
（
政
置
）

鎌
田
政
高
子

他
家

鎌
田
家

元
文
６

1741
延
享
４

寛
延
２
死

1747
1749

勘
定
奉
行
、
大
目
付
勝
手
方
添
役
を
経
て
家
老
。
北
條
時
成
次
。
勝
手
方
・

表
方
・
御
側
方
を
勤
め
る

伊
勢
貞
起

伊
勢
貞
栄（

貞
昭
孫
）子

他
家

伊
勢
家
・
末
吉
岩
川
村

延
享
２

1745
宝
暦
４
死

1754
勘
定
奉
行
、
寺
社
奉
行
、
若
年
寄
を
経
て
家
老
。
江
戸
に
お
い
て
死
去

郷
原
（
島
津
）
久
雄

（
兵
雄
、
久
兵
）

島
津
忠
守
二
男

（
別
立
）

島
津
氏
支
流

忠
廣
一
流
二
男
か
ら
分
立

延
享
４

1747
延
享
５

1748
赤
松
家
相
続
（
則
恒
）。

後
に
辞
去
し
正
徳
１
年
吉
貴
よ
り
家
号
拝
領
。
大

目
付
勝
手
方
添
役
を
経
て
家
老
。
勝
手
方
・
琉
球
方

鎌
田
政
昌

鎌
田
政
躬
嫡
子

他
家

鎌
田
庶
流
家

延
享
４

1747
宝
暦
11

1761
宝
暦
５
年
よ
り
（
平
田
正
輔
以
後
）
勝
手
方
。
座
席
郷
原
久
雄
次

平
田
正
輔

平
田
正
房
嫡
子

他
家

平
田
庶
流
家

延
享
５

1748
宝
暦
の
御
手
伝
普
請

宝
暦
５
死

1755
勝
手
方
・
琉
球
方
。
座
席
鎌
田
政
昌
次
。「

於
濃
州
御
手
傳
場
所
死
去
」

島
津
久
富
〔
當
〕（

久
純
）

島
津
久
近
嫡
子

島
津
氏
支
流

薩
州
家
準
二
男
家

寛
延
１

1748
寛
延
４
死

1751
勘
定
奉
行
か
ら
寺
社
奉
行
、
若
年
寄
を
経
て
家
老
。
座
席
樺
山
久
初
下
、
伊

勢
貞
起
上

菱
刈
實
詮

菱
刈
重
之
嫡
子

他
家

菱
刈
家

宝
暦
９

1759
明
和
６
死

1769
宝
暦
11年

江
戸
勝
手
方
・
琉
球
方
加
役
。
座
席
樺
山
久
智
次
。
江
戸
で
死
去

川
田
国
福
（
国
詮
）

川
田
国
陣
嫡
子

他
家

比
志
島
氏
庶
流
川
田
家

宝
暦
13

1763
安
永
４

天
明
１
死

1775
1781

勘
定
奉
行
を
経
て
大
目
付
勝
手
方
添
役
。
若
年
寄
を
経
て
勝
手
方
家
老
（
菱

刈
實
詮
と
相
合
）
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名
前（

）は
初
・
中
の
名

親
と
の
関
係

養
家
・
跡

島
津
・
他
家

家
名
・
私
領
・
持
切
等

就
任
年

経
過

辞
職
・
死
去
年

備
考

桂
久
中

桂
久
音
嫡
子

島
津
氏
支
流

桂
家

明
和
４

1767
明
和
８

1771
大
目
付
勝
手
方
添
役
を
経
て
家
老
。
座
席
樺
山
久
智
次

小
松
（
祢
寝
）
清
香

島
津
久
春
二
男

袮
寝
清
方

他
家

袮
寝
（
小
松
）
家
・
吉
利

明
和
６

1769
天

明
１

1881
組
頭
番
頭
か
ら
勘
定
奉
行
（
寄
）。

若
年
寄
を
経
て
家
老
。
座
席
喜
入
久
福
次
。

宝
暦
11年

「
小
松
」
改
号
許
可
。
異
国
方

赤
松
則
正

町
田
俊
方
二
男

赤
松
則
茂

他
家

赤
松
家

安
永
４

1775
安
永
８

安
永
９
死

1779
1780

座
席
二
階
堂
行
旦
次
。
勝
手
方
。
初
め
川
田
国
福
添
役

二
階
堂
行
旦
（
長
興
、
行

寧
、
行
中
、
行
雄
、
行
澄
）

相
良
長
意
三
男

二
階
堂
行
道

他
家

二
階
堂
家
嫡
家

安
永
５

1776
寛
政
２
死

1790
曾
祖
父
行
格
は
田
布
施
か
ら
鹿
児
島
衆
中
と
な
る
。
そ
の
子
行
宅
が
代
々
小

番
、
行
旦
は
行
宅
娘
二
女
を
母
と
す
る
。
勝
手
方
家
老
か
ら
天
明
２
年
表
方

勤
、
同
６
年
奥
掛
、
同
７
年
勝
手
方

宮
之
原
通
直

宮
之
原
通
興
嫡
子

他
家

宮
之
原
家

天
明
２

1782
天
明
７

1787
寺
社
奉
行
か
ら
勝
手
方
添
役
を
経
て
家
老
。
勝
手
方
勤
。
座
席
二
階
堂
行
旦

次
。
天
明
６
年
表
家
老

川
上
久
品

川
上
親
倫
嫡
子

島
津
氏
支
流

川
上
久
利
一
流

天
明
６

1786
天
明
７

1787
御
側
詰
。『

薩
陽
武
鑑
』
で
は
久

（
そ
の
子
久
品
は
早
世
）。

勝
手
掛
、
座

席
は
喜
入
久
福
次

関
山
金
暉
（
金
郷
）

関
山
金
麻
嫡
子

他
家

関
山
家

天
明
７

1787
天
明
８
死

1788
勝
手
方
。
関
山
家
は
御
年
寄
沢
井
が
岩
切
氏
二
男
金
宗
を
養
子
と
し
て
立
て

た
家
。
そ
の
養
子
が
金
麻
（
相
良
長
賢
二
男
）

名
越
盛
晨
（
時
央
・
経

當
・
恒
篤
・
恒
中
）

名
越
恒
素
嫡
子

他
家

名
越
家

寛
政
１

1789
寛
政
11

1799
座
席
二
階
堂
行
旦
次
。
寛
政
２
年
勝
手
方

山
田
有
儀

山
田
君
豹
嫡
子

他
家

山
田
新
助
家
庶
流

寛
政
７

1795
享
和
２
死

1802
勘
定
奉
行
か
ら
寺
社
奉
行
を
経
て
家
老

高
橋
種
央

高
橋
種
寿
嫡
子

他
家

高
橋
家

寛
政
９

1797
文
化
２

1805
勝
手
方
兼
。
文
化
２
年
罷
免

川
田
佐
賢

（
国
通
、
義
任
）

川
田
国
福
嫡
子

他
家

比
志
島
氏
庶
流
川
田
家

寛
政
11

1799
文
化
４

1807
勝
手
方
兼
。
文
化
４
年
琉
球
使
節
引
率
帰
国
中
大
坂
で
死
去

鎌
田
政
輿

鎌
田
政
為
嫡
子

他
家

鎌
田
庶
流
家

文
化
４

1807
文
政
２

1819
勝
手
方
兼
。
鎌
田
政
昌
養
子
政
為
（
北
郷
久
綿
二
男
）
の
子

樺
山
久
言

樺
山
久
智
子

島
津
氏
支
流

樺
山
家
・
藺
牟
田

文
化
４

1807
文
化
５

1808
勝
手
方
。
文
化
朋
党
事
件
で
処
罰

秩
父
季
保

伊
地
知
季
四
郎

秩
父
将
種

他
家

秩
父
家

文
化
４

1807
文
化
５

1808
勝
手
方
。
文
化
朋
党
事
件
で
処
罰

川
上
久
芳

川
上
久
致
嫡
子

（
島
津
貴
儔
孫
）

島
津
氏
支
流

川
上
家

文
化
７

1810
文
政
12城

代
天
保
３

1832
勝
手
方
兼

市
田
義
宜

市
田
教
国
嫡
子

他
家

市
田
家

文
政
２

1819
文
政
６
辞
職
。
天
保
４

城
代
、
家
老
再
任

天
保
７

1836
勘
定
奉
行
経
験
。
勝
手
方
兼

島
津
久
風

島
津
久
暢
（
久
定
）
嫡

子
島
津
氏
支
流

日
置
家
・
日
置

文
政
７

1824
天
保
８
城
代

天
保
15

嘉
永
４
死

1844
1851

宗
門
改
掛
。
勝
手
方
掛
兼
。
琉
球
掛
三
島
方
兼
、
唐
物
方
掛

調
所
広
郷

川
崎
主
右
衛
門
二
男

調
所
清
悦

他
家

調
所
家

天
保
９

1838
天
保
３
家
老
格
側
詰
、

同
４
家
老
加
判

嘉
永
１
死

1848
文
政
11年

財
政
改
革
主
任
、
天
保
３
年
家
老
格
側
詰
・
御
改
革
方
御
内
用
掛
、

大
坂
唐
物
方
掛
。
９
年
家
老
、
御
趣
法
方
管
掌
、
弘
化
４
年
軍
役
総
奉
行

諏
訪
武
敬

諏
訪
兼
伴
嫡
子

他
家

諏
訪
（
上
井
）
家

天
保
４

1833
天
保
６

1835
勝
手
方
琉
球
掛
兼
（
天
保
５
年
琉
球
掛
御
免
）

島
津
久
宝

島
津
久
長
嫡
子

島
津
氏
支
流

豊
州
家
・
黒
木

天
保
11

1840
弘
化
２
城
代

安
政
６

1859
勝
手
方
琉
球
方
掛
。
弘
化
２
年
城
代
。
同
４
年
海
岸
防
御
掛
。
嘉
永
４
年
斉

興
付
家
老
兼
務
。
御
改
革
方
内
用
掛
。
安
政
４
年
御
用
部
屋
詰
、
大
坂
勝
手

掛
兼
。
安
政
６
年
10月

26
〜
晦
日
城
代
一
遍

末
川
久
平

末
川
久
満

島
津
氏
支
流

末
川
家
（
垂
水
家
分
家
）

弘
化
４

1847
安
政
３

1856
父
久
満
は
二
階
堂
行
旦
二
男
。
琉
球
産
物
掛
。
嘉
永
１
年
軍
役
方
掛
。
嘉
永

２
年
軍
役
方
総
奉
行

喜
入
久
通
（
久
春
）

喜
入
久
欽

島
津
氏
支
流

喜
入
家
・
鹿
籠

嘉
永
４

1851
嘉
永
６

1853
軍
役
掛
勝
手
方
掛

新
納
久
仰

畠
山
義
矩
二
男

新
納
久
命

島
津
氏
支
流

新
納
是
久
一
流

大
口
木
氏
村

嘉
永
６

1853
安
政
７

1860
嘉
永
２
年
５
月
大
番
頭
・
御
勘
定
奉
行
勤
、
軍
役
掛
勝
手
方
掛
寄
。
嘉
永
７

年
改
革
方
・
御
内
用
掛
。
安
政
３
年
勝
手
方
。
安
政
６
年
軍
役
総
奉
行
、
後

に
諸
掛
総
御
免
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と
同
じ
く
本
宗
家
二
男
家
で
あ
り
、
脇
の
惣
領
と
位
置
付
け
ら
れ
た
花
岡
家
と
、
中

世
以
来
の
来
歴
と
所
領
を
持
つ
都
城
島
津
家
で
あ
る
。
ま
た
、
島
津
氏
本
宗
家
か
ら

他
家
に
養
子
と
し
て
入
り
、
家
老
と
な
る
事
例
を
検
出
し
た
。
寄
合
・
寄
合
並
以
上

の
家
格
で
の
家
老
就
任
状
況
も
整
理
し
た
。

　

勝
手
方
家
老
の
具
体
例
と
し
て
は
、
家
老
平
田
正
輔
と
そ
の
家
筋
を
取
り
上
げ
、

藩
財
政
に
関
わ
る
勝
手
方
家
老
と
勘
定
方
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
中
で
、

個
々
の
財
政
担
当
の
経
歴
だ
け
で
な
く
、
財
政
関
係
の
情
報
・
記
録
を
蓄
積
す
る
家
、

あ
る
い
は
そ
の
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
家
を
想
定
し
た
。

　

本
稿
で
示
し
た
財
政
担
当
者
で
あ
る
勝
手
方
家
老
や
勘
定
方
に
勤
め
た
人
々
の

個
々
に
つ
い
て
、
経
験
や
そ
の
努
力
が
そ
の
ま
ま
成
果
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
は
当

然
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
改
め
て
思
う
。
島
津
重
豪
・
斉
興
の
厚
い
信
頼
の
も
と
で
、
財
政
再
建
・

諸
改
革
を
遂
行
し
た
調
所
広
郷
の
場
合
、
茶
道
頭
や
小
納
戸
頭
取
と
し
て
、
側
詰
の

期
間
が
長
か
っ
た
。
一
時
は
町
奉
行
と
し
て
、
商
人
な
ど
と
の
交
渉
を
経
験
す
る
機

会
も
持
ち
、
さ
ら
に
隠
居
方
の
財
政
担
当
と
し
て
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
が
、
そ
の
後

の
財
政
担
当
と
し
て
の
大
抜
擢
に
繋
が
っ
た
も
の
の
、
養
子
に
入
っ
た
調
所
家
に
は

財
政
に
関
わ
る
蓄
積
さ
れ
た
記
録
な
ど
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
故
に
こ
そ
、
従

来
の
慣
習
や
知
識
で
は
対
応
で
き
な
い
事
態
に
取
り
組
む
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
と
い

え
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
。

　

ま
た
、
本
稿
で
検
討
を
加
え
た
勝
手
方
家
老
に
対
し
て
、
藩
主
の
近
く
に
あ
っ
て

活
躍
し
た
側
方
の
検
討
も
、
藩
政
と
藩
主
の
関
係
や
藩
権
力
の
掌
握
の
点
な
ど
様
々

な
視
点
か
ら
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
注

（
１
）
五
味
克
夫
「
伊
勢
貞
昌
言
上
書
に
つ
い
て
」（『
中
世
史
研
究
会
会
報
』
二
八
、一
九
七

○
年
）、
同
「
伊
勢
貞
昌
と
伊
勢
家
文
書
」（『
鹿
大
史
学
』
第
二
九
号
、
一
九
八
一
年
）、

平
野
成
美
「
島
津
家
へ
の
伊
勢
流
故
実
の
相
伝
過
程
に
つ
い
て
」（『
尚
古
集
成
館
紀
要
』

第
四
号
、
一
九
九
○
年
）

（
２
）『
鹿
児
島
県
史
料
集
一
三
』（
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）。
国
賊
伝
に
つ

い
て
は
注
（
85
）
を
参
照

（
３
）
五
味
克
夫
「
日
置
島
津
家
文
書
と
島
津
久
慶
（
四
）
︱
新
知
見
文
書
の
紹
介
を

中
心
に　

そ
の
一
︱
」（『
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集
』
第
二
八
号
、

一
九
八
八
年
）・
同
「
日
置
島
津
家
文
書
と
島
津
久
慶
（
五
）
︱
新
知
見
文
書
の
紹
介
を
中

心
に　

そ
の
二
︱
」（『
同
』
第
二
九
号
、
一
九
八
九
年
）

（
４
）
五
味
克
夫
「
比
志
島
国
隆
に
つ
い
て
」（『
鹿
大
史
学
』
第
一
八
号
、
一
九
七
○
年
）

（
５
）
拙
稿
「「
小
松
」
改
号
一
件
︱
近
世
袮
寝
氏
の
系
譜
意
識
と
島
津
吉
貴
︱
」（『
黎
明
館

調
査
研
究
報
告
』
第
二
十
集
、
二
○
○
七
年
）

（
６
）
尾
口
義
男
「
薩
摩
藩
「
享
保
内
検
」
と
幕
府
「
享
保
の
改
革
」」（『
黎
明
館
調
査
研
究

報
告
』
第
十
一
集
、
一
九
九
八
年
）

（
７
）
平
田
靱
負
正
輔
は
、
宝
暦
治
水
や
「
薩
摩
義
士
」
の
顕
彰
活
動
な
ど
、
様
々
な
形
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
例
え
ば
、
中
西
達
治
「
家
の
字
は
「
正
」
︱
平
田

靱
負
関
係
の
新
出
資
料
に
つ
い
て
︱
」（『
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
館
報
』
平
成
二
一
年

度
号
、
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
○
一
○
年
）・
同
「
今
、
宝
暦
治
水
に
学
ぶ
こ
と
︱

史
実
と
顕
彰
の
歩
み
を
た
ど
る
︱
」（『
金
城
学
院
大
学
論
集　

人
文
学
科
編
』
第
九
巻
第

一
号
、
二
○
一
二
年
）、
霧
島
市
薩
摩
義
士
顕
彰
会
研
修
会
講
演
「
平
田
靱
負
と
宝
暦
治
水

︱
工
事
の
地
政
学
的
な
意
義
」（『
薩
摩
義
士
に
学
ぶ　

宝
暦
治
水
二
六
○
周
年
記
念
号
』

霧
島
市
薩
摩
義
士
顕
彰
会
、
二
○
一
四
年
）
が
あ
る
。
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「
第
二　

戦
国
大
名
島
津
氏
の
領
国
支
配
機
構
」

（
14
）
山
口
研
一
「
戦
国
期
島
津
氏
の
家
督
相
続
と
老
中
制
」（『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
二
八
号
、
一
九
八
六
年
）

（
15
）
本
稿
で
島
津
氏
当
主
の
代
数
は
『
島
津
家
資
料　

島
津
氏
正
統
系
図
（
全
）』（
尚
古

集
成
館
編
・
島
津
家
資
料
刊
行
会
発
行
、
一
九
八
五
年
）
等
に
基
づ
い
て
表
記
す
る
。
た

だ
し
、
五
味
克
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
他
に
も
、
奥
州
家
の
立
久
（
九
代
忠

国
の
子
、
十
代
）
以
降
の
忠
昌
・
忠
治
・
忠
隆
・
忠
兼
（
勝
久
）
五
代
の
家
督
を
認
め

ず
、
忠
国
か
ら
相
州
家
祖
友
久
（
忠
国
長
子
。
立
久
の
兄
）
に
繋
ぐ
系
図
や
、
宗
久
（
五

代
貞
久
の
子
。
六
代
師
久
〈
総
州
家
祖
〉・
氏
久
〈
奥
州
家
祖
〉
の
兄
）・
久
保
（
義
弘
の

子
。
家
久
の
兄
）
を
加
え
、
代
数
を
異
に
す
る
島
津
氏
系
図
も
存
在
す
る
。
五
味
克
夫
「
解

題　

島
津
氏
系
図
に
つ
い
て
」（『
島
津
家
資
料　

島
津
氏
正
統
系
図
（
全
）』）、
同
「「
島

津
氏
系
図
に
つ
い
て
」
補
考
」（『
尚
古
集
成
館
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
九
○
年
）

（
16
）
天
文
八
（
一
五
三
九
）
年
以
降
、
相
州
家
が
勢
力
を
逆
転
さ
せ
、
次
第
に
守
護
と
し

て
諸
勢
力
か
ら
支
持
を
集
め
て
い
く
。
こ
の
過
程
と
家
臣
団
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
掲

注
（
14
）
山
口
研
一
「
戦
国
期
島
津
氏
の
家
督
相
続
と
老
中
制
」
参
照

（
17
）
前
掲
注
（
13
）
福
島
金
治
「
戦
国
大
名
島
津
氏
の
領
国
支
配
機
構
」、
山
口
研
一
「
戦

国
期
島
津
氏
の
家
臣
団
編
成
︱
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
見
る
「
取
次
」
過
程
︱
」（『
史
報
』

八
号
、
一
九
八
七
年
）
参
照

（
18
）
相
州
家
島
津
忠
良
の
実
家
。
島
津
氏
三
代
忠
宗
の
弟
久
長
を
祖
と
す
る
。
相
州
家
祖

友
久
や
島
津
氏
十
代
立
久
の
弟
で
あ
る
久
逸
が
相
続
、
そ
の
孫
が
忠
良
で
あ
る
。
忠
良
の

母
常
盤
が
、
相
州
家
二
代
運
久
に
再
嫁
し
た
た
め
、
忠
良
は
相
州
・
伊
作
両
家
を
兼
帯
し

た
と
さ
れ
る
。

（
19
）
島
津
氏
二
代
忠
時
の
庶
子
忠
経
の
孫
久
兼
が
伊
集
院
を
号
す
。

（
20
）
島
津
氏
五
代
貞
久
の
庶
長
子
頼
久
を
祖
と
す
る
。

（
８
）
関
係
史
料
に
は
、『
鹿
児
島
県
史
料　

島
津
斉
宣
・
斉
興
公
史
料
』（
鹿
児
島
県
、

一
九
八
五
年
）
所
収
「
文
化
朋
党
実
録
」・「
文
化
朋
党
一
条
」
が
あ
る
。
文
化
二
（
一
八

○
五
）
年
、
九
代
藩
主
斉
宣
は
「
亀
鶴
問
答
」
を
著
わ
し
、
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
に

隠
居
し
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
藩
政
介
助
も
や
め
た
父
重
豪
の
開
化
政
策
か
ら
の
転

換
を
示
唆
し
た
。
一
二
六
万
両
の
借
財
も
あ
り
、
斉
宣
は
文
化
四
年
に
樺
山
主
税
（
久
言

ひ
さ
の
り
・
久
美
ひ
さ
よ
し
）
と
秩
父
伊
賀
（
季
保
）
を
勝
手
方
家
老
に
任
じ
、
朱
子
学

の
書
「
近
思
録
」
を
信
奉
す
る
人
々
を
抜
擢
す
る
。
樺
山
ら
は
藩
校
造
士
館
改
革
や
緊
縮

財
政
を
と
っ
た
が
、
同
五
年
、
重
豪
に
よ
り
関
係
者
が
処
罰
さ
れ
、
翌
年
斉
宣
も
隠
居
に

追
い
込
ま
れ
た
（
原
口
虎
雄
『
幕
末
の
薩
摩
』〈
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
〉、
芳
即
正

『
島
津
重
豪
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
年
〉）。

　
　

樺
山
ら
が
目
指
し
た
改
革
は
、
諸
役
場
の
統
廃
合
・
人
員
整
理
や
綱
紀
刷
新
、
財
政
再

建
の
た
め
の
幕
府
対
策
（
参
勤
免
除
や
琉
球
口
貿
易
拡
大
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
先

代
重
豪
の
政
策
を
否
定
し
、
幕
府
に
対
し
て
も
問
題
が
あ
り
、
徒
党
行
為
自
体
が
重
豪
に

よ
り
糾
弾
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
中
後
期
は
、
経
済
の
発
展
や
文
化
の
成
熟
の
一
方
で
、
人

口
は
停
滞
し
、
耕
地
も
前
代
ほ
ど
拡
大
し
な
か
っ
た
。
文
化
朋
党
事
件
も
、
様
々
な
課
題

や
利
害
に
対
す
る
藩
政
の
あ
り
か
た
を
め
ぐ
る
事
件
と
い
え
る
。

（
９
）
前
掲
注
（
８
）
原
口
虎
雄
『
幕
末
の
薩
摩
』、
芳
即
正
『
調
所
広
郷
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
七
年
）

（
10
）
高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
二
年
）

（
11
）
村
野
守
次
「
桂
久
武
日
記
」
解
題
（『
鹿
児
島
県
史
料
集
二
六
』
鹿
児
島
県
史
料
刊
行

会
、
一
九
八
六
年
）

（
12
）
論
旨
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
黎
明
館
学
芸
講
座
「
薩
摩
藩
家
老
の
系
譜
」
の

発
表
内
容
を
基
と
す
る
。

（
13
）
福
島
金
治
『
戦
国
大
名
島
津
氏
の
領
国
形
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
所
収
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（
21
）
島
津
氏
十
代
立
久
の
弟
忠
弘
に
始
ま
る
。「
喜
入
」
の
号
は
、
永
禄
十
三
（
元
亀
元
・

一
五
七
○
）
年
に
老
中
と
な
っ
た
五
代
季
久
か
ら
と
さ
れ
る
。「
新
編
島
津
氏
世
録
支
流
系

図
」
喜
入
氏
一
流
（『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

諸
氏
系
譜
〔
以
下
『
諸
氏
系

譜
』〕
三
』
鹿
児
島
県
、
一
九
九
二
年
）

（
22
）
尚
久
は
享
禄
四
（
一
五
三
一
）
年
生
ま
れ
、
又
五
郎
・
左
兵
衛
尉
。
同
母
妹
は
義
久

先
室
。
永
禄
五
（
一
五
六
二
）
年
三
月
死
去
。
嫡
子
忠
長
は
、
天
文
二
十
（
一
五
五
一
）

年
生
ま
れ
。
又
五
郎
・
左
馬
頭
・
図
書
頭
、
入
道
名
紹
益
。
慶
長
十
五
（
一
六
一
○
）
年

死
去
。
後
の
宮
之
城
島
津
家
祖

（
23
）
義
久
三
女
亀
寿
婿
と
し
て
家
督
相
続
者
と
な
る
も
の
の
、
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年

九
月
に
朝
鮮
出
陣
中
に
陣
没
す
る
。

（
24
）
家
久
は
、
義
久
・
義
弘
・
歳
久
（
日
置
島
津
家
祖
）
兄
弟
の
異
母
弟
。
天
正
十
五

（
一
五
八
七
）
年
、
豊
臣
秀
長
軍
に
降
伏
直
後
の
六
月
に
急
死
す
る
。
天
正
十
六
年
八
月

に
豊
臣
政
権
に
よ
り
嫡
子
豊
久
の
相
続
が
認
め
ら
れ
、
日
向
国
佐
土
原
城
等
の
領
知
が
承

認
さ
れ
た
が
、
豊
久
は
関
ヶ
原
合
戦
で
戦
死
し
て
、
同
家
は
一
時
断
絶
し
た
。
後
に
同
家
は
、

喜
入
家
か
ら
忠
榮
、
そ
の
死
去
後
暫
く
し
て
家
久
（
初
代
藩
主
）
の
庶
子
久
雄
が
相
続
し
、

永
吉
（
現
日
置
市
）
を
領
し
た
（
永
吉
島
津
家
）。
佐
土
原
の
所
領
は
、
垂
水
島
津
家
二
代

以
久
が
徳
川
政
権
か
ら
領
知
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
庶
子
忠
興
が
相
続
す
る
（
佐
土
原

島
津
家
）。

（
25
）
垂
水
島
津
家
祖
忠
将
の
嫡
子
、
天
文
十
九
（
一
五
五
○
）
年
生
ま
れ
。
垂
水
家
三
代

彰
久
の
父
。
後
に
佐
土
原
藩
主
初
代
。
前
掲
注
（
24
）
参
照

（
26
）
こ
の
た
め
翌
年
に
か
け
て
、
幸
侃
の
嫡
子
伊
集
院
忠
真
ら
が
立
て
こ
も
り
、
庄
内
の

乱
が
起
こ
る
が
、
徳
川
家
康
の
仲
介
も
あ
り
和
睦
に
至
り
、
後
に
忠
真
ら
は
誅
殺
さ
れ
る
。

（
27
）『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

記
録
所
史
料
〔
以
下
『
記
録
所
』〕
二
』
鹿

児
島
県
、
二
○
一
三
年
）
所
収
「
国
老
并
用
人
記
」、『
鹿
児
島
市
史
Ⅲ
』（
鹿
児
島
市
、

一
九
七
一
年
）
所
収
「
君
家
累
世
御
城
代
御
家
老
記
」。
こ
の
他
、
幕
末
ま
で
の
城
代
・
家

老
を
記
載
す
る
も
の
に
は
、「
要
用
集
（
上
）」（『
鹿
児
島
県
史
料
集
二
八
』
鹿
児
島
県
史

料
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）
所
収
記
事
の
「
御
城
代
相
勤
候
人
之
事
」・「
貴
久
公
以
来
御

家
老
職
相
勤
候
人
之
事
」
が
あ
る
。

（
28
）
同
家
が
島
津
氏
一
門
家
四
家
（
越
前
・
加
治
木
・
垂
水
・
今
和
泉
島
津
家
）
と
大

身
分
四
家
（
日
置
・
花
岡
・
宮
之
城
・
都
城
島
津
家
）
を
あ
わ
せ
た
八
家
の
内
に
加
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
実
は
九
家
で
あ
っ
た
と
、『
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』（
鹿
児
島
県
、

一
九
四
○
年
、
一
九
六
四
年
第
二
次
復
刊
本
）
は
記
述
す
る
。
島
津
忠
良
女
子
が
種
子
島

時
堯
に
嫁
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
長
女
は
伊
集
院
忠
棟
室
（
早
世
）、
二
女
は
島
津
義
久

室
（
新
城
と
亀
寿
の
生
母
）
と
な
る
。
異
母
弟
克
時
は
、
天
正
八
（
一
五
八
○
）
年
十
月

五
日
付
島
津
義
久
証
状
（『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

家
わ
け
〔
以
下
『
家
わ

け
』〕
四
』〈
鹿
児
島
県
、
一
九
九
四
年
〉
所
収
「
種
子
島
家
譜
」
四
六
号
）
に
よ
り
、
義

久
か
ら
諱
字
の
「
久
」
を
拝
領
す
る
（
久
時
）。
島
津
家
と
種
子
島
家
の
関
係
、
家
格
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「「
種
子
島
家
譜
小
考
」（
二
）
︱
巻
二
十
七
（
文
化
八
年
）
以
後
の
「
家

譜
」
に
つ
い
て
︱
」
別
記
「
近
世
種
子
島
家
の
家
格
に
つ
い
て
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報

告
』
第
十
四
集
、
二
○
○
一
年
）
参
照

（
29
）
島
津
氏
四
代
忠
宗
庶
子
資
久
を
祖
と
す
る
。
戦
国
期
に
相
州
家
島
津
氏
の
三
州
統
一

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
島
津
貴
久
の
姉
は
樺
山
善
久
室
と
な
る
。

（
30
）
島
津
氏
二
代
忠
時
の
庶
子
忠
経
に
始
ま
る
。

（
31
）
一
方
で
、
両
家
の
関
係
は
深
い
。
忠
将
の
室
は
、
佐
多
家
（
島
津
氏
四
代
忠
宗
庶
子

の
忠
光
に
始
ま
る
）
の
八
代
忠
成
の
娘
（
母
は
相
州
家
二
代
島
津
運
久
の
娘
）。
忠
長
の
妻

は
忠
将
の
娘
で
、
女
子
（
島
津
豊
久
室
）・
嫡
子
忠
倍
・
二
男
久
元
・
三
男
頼
幸
（
敷
根
家

養
子
）
の
生
母
。
ま
た
、
忠
長
の
姉
妹
は
そ
れ
ぞ
れ
佐
多
家
十
代
忠
常
室
（
十
一
代
久
慶

生
母
）・
喜
入
家
六
代
久
道
（
実
母
は
佐
多
忠
家
九
代
忠
将
娘
）
室
。
忠
倍
室
は
喜
入
久
道
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娘
で
あ
り
、
婚
姻
関
係
か
ら
見
た
場
合
、
忠
将
・
忠
倍
や
尚
久
・
忠
長
は
南
薩
の
有
力
庶

家
の
佐
多
・
喜
入
家
と
相
州
家
の
関
係
強
化
・
維
持
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。

（
32
）
永
禄
十
（
一
五
六
七
）
年
生
ま
れ
。
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
に
朝
鮮
出
陣
中
陣
没

す
る
。
室
は
義
久
二
女
新
城
で
あ
り
、
彰
久
嫡
子
信
久
は
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
生

ま
れ
で
あ
る
。

（
33
）
こ
の
本
田
氏
は
、
大
隅
守
護
代
と
し
て
戦
国
時
代
に
勢
威
を
ふ
る
い
な
が
ら
、
天
文

十
七
（
一
五
四
八
）
年
に
没
落
し
た
董
親
・
親
兼
父
子
の
系
統
で
あ
り
、
公
親
は
親
兼
の

子
で
あ
る
。
公
親
五
代
後
の
由
親
が
大
目
付
と
な
る
（『
記
録
所
二
』
所
収
「
御
家
伝
并

諸
家
由
緒
」
一
二
六
号
）。
拙
稿
「
戦
国
期
の
大
隅
国
守
護
代
本
田
氏
と
近
衛
家
」（『
黎
明

館
調
査
研
究
報
告
』
第
十
八
集
、
二
○
○
五
年
）
参
照

（
34
）
有
川
（
伊
勢
）
貞
世
・
貞
成
父
子
の
系
統
で
は
、
貞
世
二
男
伊
勢
貞
昌
の
系
統
か
ら
家

老
・
若
年
寄
・
大
目
付
を
出
す
。
長
寿
院
盛
淳
の
系
統
は
、
後
に
島
津
氏
本
宗
家
光
久
の
庶

子
義
扶
（
基
明
）
を
養
子
と
し
て
「
畠
山
」
に
改
号
し
た
が
、
同
家
は
大
目
付
に
留
ま
る
。

（
35
）『
新
薩
藩
叢
書
四
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
一
年
）

（
36
）
拙
稿
「
島
津
吉
貴
の
時
代
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第
二
十
一
集
、
二
○
○
八

年
）

（
37
）『
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』。
た
だ
し
家
久
の
代
に
も
「
家
老
」
の
用
例
は
あ
る
。
例
え

ば
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
十
二
月
六
日
に
日
置
島
津
家
の
久
慶
を
任
命
す
る
際
に
も

「
家
老
役
之
衆
無
人
候
之
間
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
家
わ
け
九
』（
鹿
児
島
県
、
二
○
○

二
年
）
所
収
「
日
置
島
津
家
文
書
（
黎
明
館
）」
一
三
の
10
号

（
38
）『
鹿
児
島
県
史
料　

薩
摩
藩
法
令
史
料
集
〔
以
下
『
法
令
』〕
四
』（
鹿
児
島
県
、
二

○
○
七
年
）
三
八
二
四
号
。
家
老
座
は
、
重
要
事
項
を
扱
う
た
め
、
特
に
人
の
出
入
り
に

つ
い
て
も
規
制
さ
れ
た
（『
同
四
』
三
八
三
一
号
）。『
新
薩
藩
叢
書
一
』（
歴
史
図
書
社
、

一
九
七
一
年
）
所
収
「
薩
藩
旧
伝
集
巻
ノ
四　

古
の
遺
愛
」
に
も
、
六
代
藩
主
宗
信
が
、

幼
少
時
に
こ
こ
か
し
こ
と
遊
び
、
家
老
座
に
入
っ
た
際
に
家
老
樺
山
久
初
か
ら
た
し
な
め

ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
十
一
月
付
の
通
達
（『
法
令
三
』
鹿
児
島
県
、
二
○
○
六

年
）
二
九
七
一
号

（
40
）
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
四
月
以
降
は
、
奥
掛
・
異
国
方
掛
・
宗
門
改
掛
・
勝
手
方

掛
・
福
昌
寺
掛
・
南
泉
院
掛
・
浄
光
明
寺
掛
・
公
義
流
人
掛
・
一
門
方
掛
・
記
録
方
掛
の

分
課
が
確
認
で
き
る
。『
法
令
四
』
三
八
一
六
号

（
41
）「
御
役
人
」
は
、
鷹
匠
頭
見
習
以
上
の
役
で
、
大
礼
に
お
い
て
肩
布
を
か
け
て
勤
め
る

役
、「
役
人
」
は
、
書
役
に
至
る
ま
で
、
羽
織
袴
で
勤
め
る
役
と
さ
れ
る
。

（
42
）『
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』

（
43
）
家
久
の
庶
子
で
光
久
異
母
弟
の
忠
朗
を
祖
と
す
る
。
垂
水
島
津
家
に
代
り
脇
の
惣
領

家
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

（
44
）
島
津
氏
四
代
忠
宗
の
庶
子
資
忠
を
祖
と
す
る
。

（
45
）
島
津
氏
初
代
忠
久
二
男
忠
綱
を
祖
と
す
る
。
中
世
は
播
磨
国
の
有
力
国
人
と
し
て
活

動
、
十
五
代
で
断
絶
し
た
と
さ
れ
る
が
、
関
係
の
系
図
・
文
書
が
近
世
初
期
に
は
垂
水
島

津
家
信
久
、
そ
の
庶
子
久
章
を
祖
と
す
る
新
城
島
津
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

新
城
家
か
ら
越
前
家
再
興
が
運
動
さ
れ
た
が
、
結
局
、
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
、
吉
貴

庶
子
忠
紀
に
相
続
さ
せ
る
形
で
再
興
さ
れ
る
。
拙
稿
「
島
津
氏
一
門
家
の
成
立
︱
越
前

（
重
富
）
島
津
家
再
興
を
中
心
に
︱
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第
二
十
一
集
、
二
○

○
八
年
）
参
照

（
46
）
綱
貴
二
男
・
吉
貴
異
母
弟
の
忠
英
（
久
儔
）
を
祖
と
す
る
。

（
47
）
島
津
氏
四
代
忠
宗
二
男
忠
氏
を
祖
と
す
る
。
応
永
年
間
（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八

年
）
に
断
絶
し
た
と
さ
れ
る
。
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（
48
）
尚
古
集
成
館
発
行
（
一
九
九
六
年
）。
松
尾
千
歳
氏
解
題
参
照

（
49
）
家
格
の
整
備
と
並
行
し
て
、
宝
永
（
一
七
○
四
〜
一
一
）・
正
徳
（
一
七
一
一
〜

一
六
）・
享
保
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
年
間
ま
で
に
、
家
紋
（
島
津
家
の
十
文
字
紋
・
徳
川

家
葵
紋
）
の
使
用
規
制
、
島
津
名
字
や
島
津
氏
支
流
別
号
の
規
制
、
島
津
氏
初
祖
忠
久
に

関
わ
る
「
忠
」・「
久
」
や
島
津
氏
歴
代
、
将
軍
家
の
実
名
字
や
幕
閣
の
官
名
に
関
わ
る
規

制
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
拙
稿
「
薩
摩
藩
の
家
格
・
役
格
整
備
と
藩
政
文
書
の
書
式
統
一

︱
島
津
吉
貴
藩
政
期
を
中
心
に
︱
」（『
南
九
州
の
地
域
形
成
と
境
界
性
︱
都
城
か
ら
の
歴

史
像
︱
』
地
方
史
研
究
協
議
会
編
、
雄
山
閣
、
二
○
一
○
年
）
参
照

（
50
）
家
老
に
次
ぐ
役
職
に
側
詰
が
あ
る
が
、
安
永
九
（
一
七
八
○
）
年
七
月
に
勝
手
方
添

役
・
側
詰
小
姓
頭
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。『
法
令
四
』
三
八
四
六
号
、『
法
令
五
』（
鹿

児
島
県
、
二
○
○
九
年
）
五
三
四
二
号

（
51
）『
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』

（
52
）『
法
令
四
』
三
八
四
五
号
。
同
内
容
の
も
の
に
、『
記
録
所
二
』
所
収
「
諸
役
人
帳
」

中
の
「
諸
御
役
人
・
小
役
人
御
賦
方
并
勤
方
大
概
」
が
あ
る
。

（
53
）『
法
令
四
』
の
三
八
二
○
号
。
島
津
光
久
が
藩
主
に
就
い
て
間
も
な
い
寛
永
十
七

（
一
六
四
○
）
年
か
ら
二
十
年
頃
は
、
伊
勢
貞
昌
の
死
去
と
三
原
重
庸
の
処
罰
、
島
津
久

慶
・
鎌
田
政
統
の
致
仕
、
島
津
久
元
の
死
去
も
あ
り
、
家
老
に
は
家
久
代
か
ら
の
家
老
川

上
久
国
・
山
田
有
栄
以
外
に
は
、
同
十
八
年
の
頴
娃
久
政
、
同
二
十
年
に
就
職
し
た
北
郷

久
加
の
み
で
あ
る
。
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
島
津
久
通
・
新
納
久
詮
就
任
で
六
名
と

な
る
が
、
翌
年
に
頴
娃
久
政
は
致
仕
す
る
。
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
・
三
年
の
川
上
・

頴
娃
の
致
仕
に
前
後
し
て
、
島
津
（
敷
根
）
久
頼
・
町
田
久
則
・
伊
勢
貞
昭
・
鎌
田
政
有

が
就
任
し
、
こ
こ
で
家
老
七
名
の
体
制
と
な
る
。

（
54
）
安
永
九
（
一
七
八
○
）
年
七
月
に
御
側
を
奥
、
御
奥
を
大
奥
に
改
称
、
同
十
年
二
月
、

御
側
廻
を
奥
向
・
奥
勤
に
改
称
し
、
書
付
に
も
認
め
る
と
さ
れ
た
。『
法
令
四
』
三
七
○

○
・
三
七
○
一
号

（
55
）「
表
方
支
配
諸
御
役
座
等
之
事
」
以
下
「
御
側
支
配
并
若
年
寄
・
大
目
附
支
配
諸
御

役
座
等
之
事
」・「
御
勝
手
方
支
配
諸
御
役
座
等
」
は
、「
要
用
集
（
下
）」（『
鹿
児
島
県
史

料
集
二
九
』
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

（
56
）
も
と
家
老
座
與
所
と
呼
び
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
十
二
月
に
城
内
に
た
て
ら
れ

る
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
七
月
に
寄
合
以
上
の
惣
名
が
大
身
分
と
さ
れ
、
家
老
座
與

所
も
改
称
さ
れ
る
。『
法
令
四
』
三
八
二
五
・
三
八
二
六
号

（
57
）『
法
令
四
』
の
三
八
二
一
号
。
島
津
久
金
・
樺
山
久
智
が
側
方
御
用
と
さ
れ
て
い
る
。

留
守
中
は
従
来
通
り
と
さ
れ
た
。

（
58
）「
国
老
并
用
人
記
」、「
君
家
累
世
御
城
代
御
家
老
記
」、「
御
城
代
相
勤
候
人
之
事
」・「
貴

久
公
以
来
御
家
老
職
相
勤
候
人
之
事
」、『
島
津
家
資
料　

島
津
氏
正
統
系
図
（
全
）』、『
薩

陽
武
鑑
』、
拙
稿
「
島
津
氏
の
縁
組
︱
重
豪
・
斉
宣
・
斉
興
を
中
心
に
︱
」（『
黎
明
館
調
査

研
究
報
告
』
第
二
十
六
集
、
二
○
一
四
年
）
な
ど
参
照

（
59
）『
法
令
四
』
三
八
○
七
号

（
60
）
家
久
は
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
十
一
月
生
ま
れ
、
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）
年
二

月
死
去
。
島
津
久
賀
は
天
正
十
年
生
れ
。
豊
州
家
島
津
氏
七
代
。
島
津
義
弘
に
仕
え
た
六

代
朝
久
と
義
弘
の
長
女
（
家
久
の
異
母
姉
）
御
屋
地
の
子
。
島
津
常
久
は
天
正
十
五
年
生

ま
れ
。
日
置
島
津
家
三
代
で
久
慶
の
父
で
あ
る
。

（
61
）
こ
の
同
年
と
推
測
さ
れ
る
、
十
月
二
六
日
付
島
津
家
久
書
状
（『
鹿
児
島
県
史
料　

旧

記
雑
録　

後
編
五
』〈
鹿
児
島
県
、
一
九
八
五
年
〉
五
七
五
号
）
に
は
、
家
老
喜
入
久
政
が

近
年
病
気
故
に
諸
事
分
別
が
行
き
届
か
ず
、
川
上
久
国
も
経
験
が
少
な
く
、
伊
勢
貞
昌
は

江
戸
詰
の
た
め
、
国
元
で
家
久
の
諮
問
に
対
応
で
き
る
人
物
が
い
な
い
と
記
さ
れ
、
翌
年
、

若
年
な
が
ら
久
慶
（
常
久
嫡
子
・
家
久
婿
）
を
家
老
に
登
用
す
る
事
情
が
窺
え
る
。
前
掲

注
（
37
）
参
照
。
島
津
久
賀
の
在
城
や
移
動
も
、
家
久
の
危
機
感
の
表
れ
を
示
し
て
い
る
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と
考
え
ら
れ
る
。
東
福
寺
城
は
、
中
世
の
奥
州
家
島
津
氏
以
来
の
由
緒
が
あ
り
、
家
久
の

鹿
児
島
城
築
城
に
反
対
し
た
島
津
義
弘
が
、
東
福
寺
城
を
居
城
と
す
る
よ
う
に
勧
め
た
経

緯
が
あ
る
。
久
賀
と
御
屋
地
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
近
世
前
期
の
島
津
氏
系
譜
と
武
家
相
続
・

女
子
名
跡
」（『
九
州
史
学
』
第
一
五
二
号
、
二
○
○
九
年
）
参
照

（
62
）『
諸
氏
系
譜
二
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
九
○
年
）
一
五
○
・
一
五
一
号
。
久
加
の
初
室

は
新
納
忠
清
（
近
世
初
期
の
大
口
地
頭
新
納
忠
元
の
孫
）
女
子
、
久
加
嫡
子
久
精
の
室
は

宮
之
城
島
津
久
通
女
子
で
あ
り
、
北
薩
配
置
の
家
同
士
で
姻
戚
と
な
っ
て
い
る
。

（
63
）『
諸
氏
系
譜
二
』
所
収
「
佐
多
氏
一
流
」
記
事

（
64
）「
落
穂
集
」（『
法
令
四
』
三
八
一
三
号
）
で
は
、
家
老
の
中
で
、
舎
弟
な
が
ら
家
格

に
よ
り
久
達
よ
り
上
座
の
者
が
あ
っ
た
た
め
に
、
城
代
に
任
じ
家
老
の
上
に
し
た
と
あ
る
。

た
だ
し
、
久
達
以
前
に
光
久
庶
子
か
ら
家
老
職
に
就
い
た
者
は
確
認
で
き
ず
、
貞
享
三

（
一
六
八
六
）
年
に
島
津
久
當
（
佐
志
家
）・
喜
入
久
亮
が
家
老
に
任
じ
ら
れ
た
。
久
達
の

城
代
就
任
は
、
家
格
と
の
関
わ
り
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
　

な
お
、
家
久
庶
子
の
忠
廣
は
、
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
に
家
老
職
に
就
い
て
い
る
。

忠
廣
は
、
義
弘
長
女
御
屋
地
養
子
と
し
て
豊
州
家
二
男
家
の
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
六

（
一
六
七
八
）
年
、
藩
主
光
久
の
意
向
に
よ
り
、
加
治
木
二
男
家
・
本
宗
家
準
三
男
家
の

扱
い
と
さ
れ
た
。
元
禄
十
六
（
一
七
○
三
）
年
死
去
す
る
。

（
65
）
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
十
一
月
に
「
島
津
」
号
に
つ
い
て
規
制
が
行
わ
れ
、「
島

津
」
を
許
さ
れ
た
家
で
は
、
二
男
家
以
下
の
名
字
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以
前
に
「
島

津
」
を
許
さ
れ
る
の
は
、
寛
永
二
十
（
一
六
四
三
）
年
に
許
可
さ
れ
た
敷
根
久
頼
、
寛
文

三
（
一
六
六
三
）
年
の
北
郷
忠
長
、
正
徳
元
年
九
月
の
佐
多
久
達
で
あ
る
。
拙
稿
「
島
津

氏
「
支
流
系
図
」
に
関
す
る
考
察
︱
名
字
・
実
名
字
規
制
及
び
家
格
と
記
録
所
を
中
心
に

︱
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第
十
九
集
、
二
○
○
六
年
）

（
66
）『
法
令
四
』
三
八
○
九
号

（
67
）
島
津
忠
教
（
久
光
）
は
、
後
に
越
前
家
を
辞
し
、
本
家
に
復
す
。
芳
即
正
『
島
津
久

光
と
明
治
維
新
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
○
○
二
年
）
参
照

（
68
）
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
の
記
録
奉
行
吟
味
書
に
よ
る
。『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑

録　

追
録
七
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
七
七
年
）
二
七
三
四
号

（
69
）
日
置
島
津
家
の
家
格
、
宮
之
城
島
津
家
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
五
味
克
夫
「
日
置
島

津
家
と
垂
水
島
津
家
︱
系
譜
と
家
格
を
め
ぐ
っ
て
︱
」（『
鹿
児
島
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

第
一
六
巻
第
二
号
、
一
九
九
五
年
）、
拙
稿
「
薩
摩
藩
記
録
所
寸
考
（
四
）「
伊
作
家
事
件
」

︱
島
津
氏
支
流
の
系
譜
・
家
格
と
記
録
所
関
係
史
料
の
紹
介
︱
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報

告
』
第
十
七
集
、
二
○
○
四
年
）
参
照
。

（
70
）
新
名
一
仁
「
中
世
島
津
氏
「
守
護
代
」
考
」（『
宮
崎
県
地
域
史
研
究
』
第
二
八
号
、

二
○
一
三
年
）

（
71
）
垂
水
家
信
久
の
嫡
男
久
敏
に
対
し
て
、
島
津
久
元
の
「
脇
の
惣
領
」
と
の
認
識
を
示

す
敷
根
立
頼
の
事
例
も
あ
る
。『
家
わ
け
十
』（
鹿
児
島
県
、
二
○
○
五
年
）
所
収
「
新
城

島
津
家
文
書
」
六
六
号

（
72
）
前
掲
注
（
69
）
五
味
克
夫
「
日
置
島
津
家
と
垂
水
島
津
家
︱
系
譜
と
家
格
を
め
ぐ
っ

て
︱
」

（
73
）『
追
録
二
』
七
七
七
・
一
二
三
三
号
。
前
掲
注
（
36
）
拙
稿
「
島
津
吉
貴
の
時
代
」・
同

注
（
45
）「
島
津
氏
一
門
家
の
成
立
」
参
照
。
当
初
、
忠
英
を
し
て
越
前
島
津
家
跡
相
続
の

可
能
性
も
出
さ
れ
て
い
た
。
拙
稿
「
越
前
島
津
家
再
興
問
題
と
記
録
奉
行
伊
地
知
重
英
」

（『
鹿
児
島
史
学
』
第
四
八
号
、
二
○
○
二
年
）。
な
お
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
閏
七

月
七
日
付
の
記
録
所
調
書
に
は
、
忠
英
が
最
初
一
所
持
格
、
そ
の
後
、
一
所
の
地
を
拝
領

し
て
「
家
格
一
所
持
大
身
分
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
越
前
・
今
和
泉
家
の
家
格
に
関
し
て

説
明
さ
れ
て
い
る
。『
記
録
所
一
』（
鹿
児
島
県
、
二
○
一
二
年
）
所
収
「
旧
史
館
調
雑
抄
」

一
八
七
号
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（
74
）『
法
令
五
』
四
八
三
○
号
。
前
掲
注
（
49
）
拙
稿
「
薩
摩
藩
の
家
格
・
役
格
整
備
と
藩

政
文
書
の
書
式
統
一
」

（
75
）
前
掲
注
（
69
）
拙
稿
「
薩
摩
藩
記
録
所
寸
考
（
四
）」、
同
（
60
）「
近
世
前
期
の
島
津

氏
系
譜
と
武
家
相
続
・
女
子
名
跡
」。
余
談
で
は
あ
る
が
、
家
久
庶
子
（
光
久
同
母
弟
）
で

当
初
は
垂
水
島
津
家
を
相
続
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
北
郷
（
都
城
島
津
）
家

を
相
続
し
た
忠
直
（
久
直
）
に
つ
い
て
は
、
家
老
中
を
畏
怖
さ
せ
た
剛
毅
な
面
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
（『
新
薩
藩
叢
書
（
一
）』
所
収
「
薩
藩
旧
伝
集
補
遺
」）。

（
76
）
前
掲
注
（
５
）
拙
稿
「「
小
松
」
改
号
一
件
」

（
77
）『
法
令
四
』
三
八
二
七
号

（
78
）
前
掲
注
（
36
）
拙
稿
「
島
津
吉
貴
の
時
代
」

（
79
）『
法
令
四
』
三
八
二
八
号
。「
国
老
并
用
人
記
」・「
君
家
累
世
御
城
代
御
家
老
記
」

に
は
、
貴
儔
を
城
代
の
項
目
に
記
述
す
る
が
、「
御
城
代
相
勤
候
人
之
事
」
に
記
載
は
な

く
、
ま
た
、
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
二
月
の
家
老
座
上
席
に
つ
い
て
も
「
御
城
代
ニ

テ
ハ
無
之
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（『
法
令
四
』
三
八
○
九
号
）。
宝
暦
十
一
年
の
扱
い
は
、

重
豪
が
藩
主
と
な
っ
て
最
初
の
帰
国
を
す
る
（
同
年
四
月
江
戸
発
）
直
前
で
あ
り
、
ま
た
、

六
・
七
月
の
幕
府
西
国
巡
見
使
へ
の
対
応
も
あ
っ
た
か
。
重
豪
に
随
行
し
た
島
津
久
峯
（
継

豊
庶
子
）
は
、
延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
に
家
老
座
見
習
、
宝
暦
九
年
六
月
に
家
老
と
な

る
。
宝
暦
十
一
年
の
帰
国
後
、
八
月
四
日
に
家
老
宮
之
城
島
津
久
亮
（
吉
貴
庶
子
）
の
上

座
、
す
な
わ
ち
家
老
上
座
に
就
い
て
い
る
（
従
来
は
家
格
で
久
亮
の
下
）。
こ
れ
も
、
重
豪

藩
政
初
期
の
補
佐
を
期
待
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
久
峯
は
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）

年
九
月
に
依
願
辞
職
し
た
が
、
同
七
年
二
月
一
日
、
参
勤
途
次
の
重
豪
か
ら
出
水
に
お
い

て
、
留
守
中
勝
手
次
第
家
老
座
出
席
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。『
法
令
』
四
の
三
八
三
三
号

（
80
）『
鹿
児
島
県
史
料　

島
津
斉
宣
斉
興
公
史
料
』
六
二
八
号

（
81
）
前
掲
注
（
67
）
芳
即
正
『
島
津
久
光
と
明
治
維
新
』
参
照

（
82
）
大
目
付
に
就
く
と
、
そ
の
家
格
は
代
々
寄
合
と
さ
れ
た
。
な
お
、
秩
父
季
保
は
文
化

朋
党
事
件
で
処
罰
さ
れ
た
た
め
、
同
家
は
家
格
も
寄
合
並
以
上
に
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。

（
83
）『
鹿
児
島
県
史
料
集
六
』（
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
会
、
一
九
六
六
年
）
所
収
。
宝
永
元

（
一
七
○
四
）
年
編
集
と
推
測
さ
れ
る
。

（
84
）
同
書
で
は
平
田
靱
負
の
系
統
に
つ
い
て
、
宗
勝
養
子
宗
仍
︱
宗
徳
︱
宗
応
︱
宗
次
・

宗
弘
ま
で
を
記
載
す
る
。

（
85
）「
本
藩
人
物
誌
」
巻
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
国
賊
伝
に
は
、
相
州
家
島
津
氏
の
三
州

統
一
の
対
立
勢
力
薩
州
家
与
党
、
大
隅
国
守
護
代
本
田
氏
、
有
力
国
人
肝
付
・
袮
寝
・
菱

刈
氏
や
渋
谷
一
族
ら
、
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
島
津
家
久
に
誅
殺
さ
れ
た
家
老
伊
集
院

幸
侃
、
そ
の
た
め
庄
内
の
乱
を
起
こ
し
同
七
年
に
殺
さ
れ
る
子
の
忠
真
ら
、
島
津
氏
家
督

問
題
も
背
景
に
あ
っ
て
同
十
五
年
に
殺
害
さ
れ
た
家
老
平
田
増
宗
や
同
十
七
年
に
処
罰
さ

れ
る
弟
の
宗
親
、
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
に
処
罰
さ
れ
た
家
老
比
志
島
国
隆
、
家
老
島

津
久
慶
と
久
豫
、
加
治
木
島
津
家
関
係
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
86
）
当
時
藩
主
の
島
津
家
久
は
、
前
年
服
属
さ
せ
た
琉
球
国
王
尚
寧
を
伴
い
、
徳
川
家
康

の
い
る
駿
府
に
下
向
。
六
月
十
九
日
、
家
老
平
田
増
宗
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
日
置
島
津
家
の
常
久
は
、
同
年
八
月
十
五
日
付
の
書
状
で
「
山
立
（
山
賊
）」
に

あ
っ
た
な
ど
様
々
な
噂
が
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
家
久
帰
国
後
の
糾
明
を
期
待

し
て
い
る
。『
家
わ
け
九
』
所
収
「
日
置
島
津
家
文
書
」（
黎
明
館
）
四
の
４
号

（
87
）「
平
田
氏
系
図
／
平
田
正
之
家
系
写
本
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
・
島
津
家
本
。

こ
の
系
図
に
は
宗
應
の
弟
宗
次
一
流
を
記
載
、
明
治
四
十
二
年
正
之
の
父
正
中
死
去
ま
で

記
載
す
る
。）
及
び
『
追
録
五
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
七
五
年
）・『
家
わ
け
二
』（
鹿
児
島
県
、

一
九
九
一
年
）
所
収
「
肝
付
統
譜
」・『
家
わ
け
四
』
所
収
「
種
子
島
家
譜
」
な
ど
を
参
照

し
て
作
成
。「
平
田
氏
系
図
／
平
田
正
之
家
系
写
本
」
は
、
平
清
盛
以
下
の
平
姓
平
田
氏
系

図
（
増
宗
・
宗
親
兄
弟
と
そ
の
子
供
で
断
絶
す
る
こ
と
を
示
す
）、
続
け
て
「
平
姓
平
田
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氏
系
図
」
を
記
載
す
る
。
巻
頭
に
は
「
當
家
之
元
祖
有
三
説
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
平
宗
盛

嫡
男
・
二
男
・
三
男
に
始
ま
る
説
を
示
し
な
が
ら
「
嫡
家
已
断
絶
故
系
圖
亦
紛
失
、
是
以

不
得
定
其
實
」
と
し
、
ま
た
、
家
伝
に
曰
く
と
し
て
「
平
田
家
者　

忠
久
公
為
家
臣
嫡
家

代
々
至
増
宗
被
補
執
事
職
、
増
宗
代
嫡
家
断
絶
云
々
」
と
記
す
。

（
88
）『
諸
氏
系
譜
一
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
八
九
年
）
所
収
「
諸
郷
地
頭
系
図
」

（
89
）
忠
廣
一
流
は
加
治
木
島
津
二
男
家
・
本
家
準
三
男
家
の
扱
い
。
前
掲
注
（
64
）
参
照
。

忠
守
は
、
二
代
藩
主
光
久
の
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
か
ら
四
代
藩
主
吉
貴
の
宝
永
二

（
一
七
○
五
）
年
ま
で
家
老
を
勤
め
、
宝
永
四
年
死
去
す
る
。

（
90
）
前
掲
注
（
７
）
中
西
達
治
「
家
の
字
は
「
正
」
︱
平
田
靱
負
関
係
の
新
出
資
料
に
つ

い
て
︱
」・
同
「
今
、
宝
暦
治
水
に
学
ぶ
こ
と
︱
史
実
と
顕
彰
の
歩
み
を
た
ど
る
」
参
照

（
91
）
袮
寝
清
雄
は
、
同
五
年
に
家
老
職
に
就
く
。「
新
編
袮
寝
氏
世
録
正
統
系
図
」（
村
山

知
一
編
『
近
世
・
袮
寝
文
書
』
所
収
、
二
○
○
一
年
）。
御
物
座
惣
奉
行
は
勝
手
方
、
ま

た
、
惣
郡
座
は
農
政
を
統
括
す
る
部
局
。「（
家
老
の
）
勝
手
方
掛
は
、
万
治
・
寛
文
頃
ま

で
御
物
座
と
い
ひ
、
後
に
国
遣
座
と
改
め
、
宝
永
二
年
二
月
、
勝
手
方
、
後
に
、
勝
手
方

掛
と
し
た
」「
耕
作
・
貢
租
・
農
政
に
関
す
る
事
は
、
家
老
座
に
於
い
て
は
、
勝
手
方
、
則

ち
、
古
く
は
御
物
座
・
国
遣
座
の
支
配
で
あ
っ
た
が
、
一
時
家
老
の
内
に
郡
代
或
は
田
地

方
差
引
等
の
役
を
置
い
た
事
も
あ
る
。
其
の
下
に
郡
座
或
は
郡
方
の
役
所
が
専
ら
其
の
事

に
当
た
っ
た
（
中
略
）
農
事
監
督
・
貢
納
督
促
・
治
水
・
新
田
開
発
・
地
籍
等
の
農
政
万

般
を
担
当
し
た
」（『
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』）。
同
書
に
は
続
け
て
、
天
和
二
（
一
六
八
一
）

年
七
月
に
、
当
時
組
頭
の
袮
寝
清
雄
が
田
地
方
差
引
を
命
じ
ら
れ
、
惣
郡
座
を
置
い
て
農

政
・
収
納
に
関
わ
る
郡
座
・
代
官
座
を
下
に
附
し
た
こ
と
、
八
月
に
御
物
座
家
老
島
津
久

元
（
帯
刀
）
に
田
地
方
差
引
を
命
じ
、
袮
寝
清
雄
に
惣
郡
座
を
担
わ
せ
た
と
記
述
す
る
。

元
禄
三
（
一
六
九
○
）
年
、
久
元
の
家
老
辞
職
後
は
、
御
物
座
は
島
津
忠
守
一
人
と
な
り
、

久
元
の
田
地
方
差
引
の
後
は
不
明
と
す
る
が
、
あ
る
い
は
平
田
宗
正
が
担
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

（
92
）『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

伊
地
知
季
安
著
作
史
料
集
〔
以
下
『
季
安
』〕

五
』（
鹿
児
島
県
、
二
○
○
四
年
）
所
収
「
伊
地
知
氏
雑
録
」
二
一
の
１
号

（
93
）
薩
摩
藩
で
は
、
慶
長
内
検
（
一
六
一
一
〜
一
二
年
）、
寛
永
内
検
（
一
六
三
二
〜
三
三

年
）、
万
治
内
検
（
一
六
五
七
〜
五
九
年
）
を
経
て
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
九
月
二
一

日
の
家
老
種
子
島
久
基
の
布
達
で
開
始
さ
れ
、
五
年
余
を
か
け
た
享
保
内
検
に
よ
り
、
薩

摩
藩
独
自
の
農
村
支
配
の
仕
組
み
が
確
立
し
た
。
一
方
、
強
引
な
石
高
設
定
な
ど
で
農
村

が
疲
弊
し
、
従
来
の
人
口
増
加
か
ら
停
滞
傾
向
に
向
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
尾
口

義
男
「
薩
摩
藩
「
享
保
内
検
」
と
幕
府
「
享
保
の
改
革
」」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第

十
一
集
、
一
九
九
八
年
）・
同
『
宮
崎
県
史　

通
史
編　

近
世
下
』
の
「
第
六
章
鹿
児
島

藩
」（
宮
崎
県
、
二
○
○
○
年
）

（
94
）
種
子
島
氏
十
九
代
。
義
時
・
伊
時
。
号
栖
林
。
種
子
島
氏
は
、
十
四
代
時
堯
、
十
六

代
久
時
、
十
七
代
忠
時
・
十
八
代
久
時
（
榮
時
・
山
栖
）
の
歴
代
が
、
婚
姻
関
係
や
藩
の

家
老
と
し
て
、
島
津
氏
本
宗
家
歴
代
と
深
く
関
わ
っ
た
。
久
時
は
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）

年
家
老
職
に
就
く
。
こ
の
時
に
は
同
僚
に
は
町
田
忠
代
、
島
津
久
胤
（
久
竹
）、
島
津
久
輝
、

島
津
久
馮
（
久
武
）、
島
津
久
元
、
肝
付
久
兼
、
新
納
久
了
ら
が
い
た
。

　
　

元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
、
久
時
・
義
時
（
久
基
）
父
子
は
、
勝
手
向
き
難
渋
で
致
仕

を
申
請
、
翌
年
も
致
仕
と
種
子
島
居
住
を
申
請
。
同
七
年
末
に
も
上
申
し
て
い
る
。
当
時

の
種
子
島
家
の
借
銀
は
、
二
六
○
貫
目
程
で
あ
っ
た
（『
家
わ
け
四
』
所
収
「
種
子
島
家

譜
」
一
八
三
号
）。
同
八
年
、
藩
主
綱
貴
は
一
二
〇
〇
俵
を
久
時
に
与
え
て
い
る
。
宝
永

七
（
一
七
一
○
）
年
七
月
一
日
に
伊
時
（
久
基
）
へ
家
督
が
相
続
さ
れ
る
。
久
基
の
母
は
、

平
佐
北
郷
家
久
精
の
娘
。
久
基
の
先
室
・
後
室
と
も
島
津
光
久
娘
で
あ
る
。
久
基
に
関
し

て
は
、「
種
子
島
家
譜
」
か
ら
、
元
禄
十
一
年
に
中
山
王
よ
り
甘
藷
一
籠
が
贈
ら
れ
、
石
寺

之
野
に
植
え
さ
せ
た
こ
と
や
、
同
十
二
年
、
三
ヶ
国
宗
門
手
札
改
の
惣
奉
行
、
同
年
三
月
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二
日
に
横
目
頭
（
大
目
附
）
と
な
り
、
宝
永
二
（
一
七
○
五
）
年
九
月
、
藩
主
吉
貴
の
内

意
で
勝
手
方
役
と
さ
れ
（
同
僚
は
新
納
久
珍
）、
横
目
頭
（
大
目
付
）
を
兼
務
し
た
こ
と
、

十
月
、
吉
貴
か
ら
命
じ
ら
れ
、
役
名
を
若
御
年
寄
と
称
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
宝
永
三
年

三
月
、
城
代
佐
多
久
達
よ
り
「
今
也
国
老
少
、
於
重
事
則
亦
宜
同
国
老
預
聞
之
也
」
と
命

じ
ら
れ
た
と
み
え
、
同
四
年
春
に
は
、
吉
貴
の
命
で
三
州
を
巡
行
し
風
俗
や
栄
枯
を
按
察

し
て
い
る
。
同
七
年
六
月
の
家
老
職
任
命
に
先
立
ち
、
既
に
実
務
面
で
は
相
当
の
経
験
を

積
ん
で
い
る
。

　
　

正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
六
月
、
曾
祖
父
久
時
、
祖
父
忠
時
、
父
久
時
に
な
ら
い
島
津

家
の
「
御
家
之
字
拝
領
」
を
申
請
、
吉
貴
一
字
状
に
よ
り
「
久
」
字
を
与
え
ら
れ
「
久

基
」
に
改
名
す
る
。
正
徳
三
年
三
月
九
日
に
琉
球
担
当
。
享
保
五
年
十
一
月
の
「
種
子
島

家
譜
」
記
事
に
は
「
自
父
久
時
代
財
用
不
給
、
仮
貸
増
益
、
上
下
艱
難
年
尚
、
久
基
省
事

節
用
、
至
今
年
十
一
月
盡
償
金
之
〔
二
百
三
十
貫
目
餘
〕、
到
此
如
解
重
任
」
と
あ
り
、
私

領
の
財
政
に
一
定
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（［ 

］
は
割
注
）。

　
　

そ
し
て
同
七
年
九
月
四
日
、
藩
主
継
豊
か
ら
享
保
内
検
の
総
監
を
命
じ
ら
れ
る
。
同

十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
付
で
、
吉
貴
代
以
来
の
勝
手
方
と
し
て
の
功
績
を
認
め
ら
れ
る

（『
家
わ
け
』
四
所
収
「
種
子
島
家
譜
」
三
九
九
・
四
○
一
号
）。
ま
た
、
元
禄
十
六
年
十
二

月
十
日
生
ま
れ
の
妹
は
、
初
め
桂
仁
治
太
郎
久
陣
（
桂
家
忠
増
一
流
）
に
嫁
す
が
、
離
別

後
、
平
田
正
輔
に
嫁
し
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
十
二
月
二
十
一
日
に
死
去
し
て
い
る
。

（
95
）
黎
明
館
保
管
・
個
人
蔵
。「
藤
原
姓
菱
刈
氏
系
図
」（『
家
わ
け
七
』〈
鹿
児
島
県
、

一
九
九
八
年
〉
所
収
「
菱
刈
文
書
」
一
三
号
）
の
重
之
譜
に
、
享
保
内
検
担
当
の
命
が
家

老
島
津
久
兵
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
題
を
付
し
た
。

（
96
）「
藤
原
姓
菱
刈
氏
系
図
」（『
家
わ
け
七
』
所
収
「
菱
刈
文
書
」
一
三
号
）

（
97
）『
新
薩
藩
叢
書
四
』

（
98
）
企
画
展
「
宝
暦
治
水
と
平
田
靱
負
」
展
示
資
料
「
平
田
正
保
勘
定
奉
行
任
命
書
」（
個

人
蔵
）
に
よ
る
。

（
99
）
島
津
忠
守
の
二
男
。
忠
雄
・
兵
雄
・
久
兵
。
吉
貴
か
ら
別
家
を
認
め
ら
れ
た
。
名
字
・

家
格
な
ど
に
つ
い
て
、
宝
永
八
年
八
月
二
十
五
日
付
記
録
所
覚
（『
記
録
所
一
』
所
収
「
旧

史
館
調
」
二
七
八
号
）
参
照

（
100
）『
記
録
所
一
』
所
収
「
旧
史
館
調
」
九
五
号

（
101
）『
法
令
二
』（
鹿
児
島
県
、
二
○
○
五
年
）
の
八
九
五
号

（
102
）
宝
暦
治
水
で
は
御
手
伝
方
の
副
奉
行
。
後
に
家
老
と
な
る
。

（
103
）『
記
録
所
一
』
所
収
「
旧
史
館
調
」
九
五
号
、「
史
館
調
」
六
六
号

（
104
）『
新
薩
藩
叢
書
四
』
所
収
「
薩
陽
落
穂
集
下
」

（
105
）
十
一
月
二
十
八
日
付
近
江
屋
（
津
田
）
休
兵
衛
宛
の
「
平
田
靱
負
正
輔
書
状
」（
黎
明

館
所
蔵
）。
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
七
月
、
薩
摩
藩
支
援
の
功
績
に
よ
り
、
近
江
屋
休
兵

衛
に
対
し
て
十
五
人
扶
持
を
加
え
、
三
十
人
扶
持
と
し
て
い
る
。

（
106
）
勘
定
奉
行
に
つ
い
て
は
「
寛
永
十
七
年
以
来
、
其
の
役
名
が
見
ら
れ
、
札
奉
行
兼
帯

と
あ
り
（
中
略
）
初
め
慶
長
六
、七
年
頃
よ
り
配
當
取
の
役
所
が
あ
り
、
支
配
所
・
勘
定
所

と
稱
し
、
其
の
奉
行
を
支
配
奉
行
・
勘
定
奉
行
と
云
ひ
、
元
禄
十
四
年
十
月
、
中
神
頼
常

は
勘
定
奉
行
・
支
配
奉
行
兼
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
其
の
以
前
算
用
奉
行
と
い
ふ
も
此
の
役
で
、

役
格
は
、
大
體
、
寶
永
五
年
以
前
の
船
奉
行
と
同
じ
」（『
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』）
と
さ
れ

る
。
宝
永
四
（
一
七
○
七
）
年
十
二
月
に
與
（
組
）
頭
の
島
津
久
輔
・
伊
集
院
忠
寛
・
鎌

田
政
躬
が
勘
定
奉
行
に
任
じ
ら
れ
、
役
格
も
改
ま
る
。
宝
永
五
年
正
月
、
支
配
所
及
び
支

配
奉
行
の
称
を
停
止
、
専
ら
勘
定
所
・
勘
定
奉
行
と
称
し
た
。『
鹿
児
島
県
史
料
集
六
』（
鹿

児
島
県
史
料
集
刊
行
会
、
一
九
六
六
年
）
所
収
「
職
掌
紀
原
」、『
法
令
四
』
三
九
○
五
号

（
107
）『
記
録
所
二
』
所
収
「
御
役
人
帳
」

（
108
）『
鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』
一
〇
四
・
五
頁
。
役
格
は
寺
社
奉
行
上
。「
職
掌
紀
原
」、『
法

令
四
』
三
九
○
○
号
、『
記
録
所
二
』
所
収
「
国
老
并
用
人
記
」・「
御
役
人
帳
」
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（
109
）
も
ち
ろ
ん
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
り
、
そ
の
他
の
役
職
で
も
財
政
に
関
わ
る
こ
と
は

あ
ろ
う
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
事
例
を
検
出
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

勝
手
方
家
老
と
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
宮
之
城
島
津
家
出
身
の
家
老
島
津

久
通
（
慶
長
九
〈
一
六
○
四
〉
年
生
ま
れ
、
延
宝
二
〈
一
六
七
四
〉
年
死
去
）
は
、
金
山

開
発
や
父
久
元
以
来
の
杉
の
植
林
、
漆
・
櫨
・
茶
・
桑
・
楮
栽
培
奨
励
な
ど
の
殖
産
政
策

を
と
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
十
一
月
十
六
日
付
「
記
録
奉

行
調
書
」（『
記
録
所
一
』
所
収
「
旧
史
官
調
雑
抄
」
一
八
一
号
。
同
文
は
『
季
安
七
』（
鹿

児
島
県
、
二
○
○
七
年
）
所
収
「
差
杉
来
由
私
考
」
一
号
と
同
文
。
久
通
の
母
は
新
納
忠

増
（
新
納
忠
元
子
）
女
子
、
勘
定
奉
行
一
覧
に
名
の
み
え
る
新
納
忠
清
（
忠
元
孫
。
寛
永

五
〈
一
六
二
八
〉
年
以
来
大
口
地
頭
。
承
応
三
〈
一
六
五
四
〉
年
二
月
死
去
。
島
津
久
通

に
は
母
方
の
叔
父
に
当
た
る
。）
や
平
佐
北
郷
家
の
久
加
と
も
姻
戚
。
新
納
忠
清
の
娘
は
北

郷
久
加
の
初
室
で
あ
り
、
久
通
の
娘
は
北
郷
久
加
の
嫡
子
（
久
精
）
の
室
で
あ
る
。【
系
図

５
】

　
　

平
佐
北
郷
家
で
も
新
納
忠
元
以
来
の
関
係
は
意
識
さ
れ
、
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年

十
一
月
に
は
、
大
口
に
新
納
忠
元
を
祀
る
神
社
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
忠
元
君
御

手
跡
ニ
而
伝
来
」
の
源
氏
物
語
な
ど
が
、
平
佐
北
郷
家
の
久
珉
か
ら
、
新
納
家
の
久
仰

（
当
時
寺
社
奉
行
）
へ
寄
附
さ
れ
た
（『
鹿
児
島
県
史
料　

新
納
久
仰
雑
譜
一
』（
鹿
児
島

県
、
一
九
八
六
年
）。
久
珉
は
浄
光
明
寺
住
持
の
許
に
あ
っ
た
も
の
を
所
望
し
て
手
に
入
れ

て
い
た
と
い
う
。

　
　

正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に
勝
手
方
が
た
て
ら
れ
、
家
老
北
郷
久
加
が
藩
の
勝
手
方
の

初
め
と
す
る
こ
と
も
、
諸
植
付
や
年
貢
の
監
督
を
管
掌
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
、
と

伊
地
知
季
安
は
推
測
し
て
い
る
（「
差
杉
来
由
私
考
」
四
六
号
）。

　
　

支
流
系
図
中
の
島
津
久
通
譜
（『
諸
氏
系
譜
三
』
所
収
）
に
は
、
私
財
を
投
じ
て
鉱
山

技
術
者
を
求
め
、
産
地
を
求
め
さ
せ
、
寛
永
十
七
年
の
長
野
金
山
を
発
見
し
た
記
事
が
み

【
系
図
５
】
平
佐
北
郷
家
・
宮
之
城
島
津
家
・
新
納
家
等
関
係
略
系
図

＊
二
重
線
は
縁
組
を
示
す
。



−42−

え
る
。
長
野
（
永
野
、
山
ヶ
野
）
金
山
は
、
寛
永
十
六
年
冬
に
久
通
か
ら
藩
主
島
津
光
久

に
報
告
さ
れ
た
が
、
当
初
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
有
望
と
確
認
さ
れ
、
同

十
七
年
七
月
に
北
郷
久
加
が
金
山
総
奉
行
に
任
命
さ
れ
る
。
同
十
九
年
一
月
、
当
年
中
の

採
掘
の
幕
府
許
可
を
得
て
操
業
開
始
さ
れ
る
も
の
の
、
十
二
月
に
閉
鎖
さ
れ
、
明
暦
二

（
一
六
五
六
）
年
に
再
開
さ
れ
る
。
十
七
世
紀
半
以
降
、
産
出
量
は
減
少
す
る
が
、
佐
渡

金
山
以
上
の
時
期
も
あ
っ
た
、
全
国
的
規
模
の
金
山
で
あ
る
。「
本
藩
人
物
誌
」
の
久
通
記

事
を
挙
げ
る
（〔 

〕
は
割
注
）。

　

「
寛
永
十
七
年
三
月
於
長
野
山
中
初
テ
堀

（
マ
マ
）金
、
○
同
十
八
年
御
系
図
編
集
ノ
時
久
通
・
島

津
久
慶
・
川
上
久
国
・
喜
入
忠
政
・
野
村
元
綱
掛
被
仰
付
候
」、「
正
保
元
年
琉
球
人
参
府
、

久
通
琉
球
人
召
列
帰
国
、
○
同
二
年　

光
久
公
御
家
老
役
被
仰
付
候
、
○
同
四
年
王
子
村

〔
江
戸
〕
犬
追
物
御
上
覧
、
此
時
犬
追
物
巻
一
巻
ヲ
記
ス
、
○
島
津
世
禄
記
八
巻
、
征
韓

録
録
巻
久
通
編
集
、
○
御
国
紙
漉
ノ
始
、
并
諸
士
高
役
ニ
差
杉
ノ
初
、〔
植
杉
差
杉
ハ
父
久

元
代
ヨ
リ
申
付
置
候
得
共
、
久
通
代
猶
以
仕
立
方
申
付
、
江
戸
杉
ノ
実
持
下
リ
、
或
ハ
土

佐
ノ
御
家
老
桐
間
将
監
殿
へ
申
遣
相
求
、
又
ハ
屋
久
根
島
杉
ノ
苗
ヲ
植
付
、
夫
ヨ
リ
組
杉

人
別
差
杉
ヲ
初
候
由
、
又
長
門
・
周
防
ヨ
リ
楮
ノ
苗
木
取
寄
セ
紙
漉
師
松
岡
氏
ナ
ト
召
下

シ
、
又
ハ
宇
治
ヨ
リ
茶
ノ
実
ヲ
下
シ
、
園
ヲ
仕
立
、
其
外
桐
油
ノ
木
ナ
ト
ニ
イ
タ
リ
植
初

為
申
由
〕」、「
○
同

（
承
応
）三
年
冬
伊
集
院
地
頭
被
仰
付
候
、
○
明
暦
三
年
冬
、
伊
集
院
通
路
ノ

并
木
松
植
有
之
」、「
○
寛
文
十
三
年
七
月
宮
之
城
杉
内
改
植
杉
二
十
四
万
七
千
百
九
拾
八

本
ト
有
之
候
」

（
110
）
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
十
月
以
降
藩
財
政
を
担
当
し
、
同
元
年
十
二
月
の
江
戸
藩

邸
焼
失
に
よ
り
、
江
戸
城
造
営
費
献
金
四
万
両
・
木
曽
三
川
の
手
伝
普
請
七
万
二
〇
〇
〇

両
を
幕
府
か
ら
免
除
さ
れ
、
そ
の
お
礼
言
上
を
名
目
と
し
た
翌
年
の
久
光
率
兵
上
京
・
出

府
に
道
筋
を
つ
け
た
一
件
に
も
関
わ
る
。
五
月
二
十
日
、
御
側
詰
、
御
側
役
。
家
老
同
様

と
さ
れ
、
十
二
月
に
は
京
都
で
銀
主
た
ち
を
呼
び
出
し
「
御
金
談
」
に
及
ん
だ
。
帰
国
後

に
家
老
就
任
。
御
軍
役
掛
・
琉
球
掛
・
唐
物
取
締
掛
・
琉
球
産
物
方
掛
・
御
製
薬
方
掛
・

造
士
館
演
武
館
掛
・
御
改
革
方
御
内
用
掛
・
御
勝
手
方
掛
・
佐
土
原
掛
・
蒸
気
船
掛
と
し

て
藩
の
財
政
・
軍
事
に
関
わ
っ
た
。
御
改
革
御
内
用
掛
と
し
て
、
藩
内
や
上
方
な
ど
の
銀

主
と
の
折
衝
し
て
い
る
。
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
正
月
に
は
城
代
家
老
に
就
任
す
る
。

前
掲
注
（
10
）
高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』
参
照

（
111
）
川
田
国
福
は
、
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
正
月
に
勘
定
奉
行
に
就
き
、
寛
延
二

（
一
七
四
九
）
年
九
月
に
大
目
付
・
勝
手
方
添
役
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
七
月
に
若

年
寄
を
経
て
家
老
。
跡
を
相
続
し
た
孫
の
国
通
も
、
寛
政
二
（
一
七
九
○
）
年
に
勝
手
方

家
老
と
な
る
。

（
112
）
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
十
二
月
に
、
寺
社
奉
行
側
用
人
勤
か
ら
大
番
頭
格
・
大
目

付
格
を
経
て
、
同
六
年
に
江
戸
で
若
年
寄
・
側
方
勤
を
命
じ
ら
れ
た
金
暉
も
、
同
七
年
四

月
に
勝
手
方
家
老
と
な
る
。
嫡
子
金
言
は
文
化
九
（
一
八
一
二
）・
十
年
頃
に
勘
定
奉
行
と

な
る
。

（
113
）
家
老
久
珍
以
後
も
、
臨
時
で
は
あ
る
が
、
勘
定
奉
行
の
中
に
新
納
四
郎
の
名
を
見
る
。

（
114
）
樺
山
氏
は
、
家
老
で
は
島
津
家
久
代
の
久
高
、
継
豊
代
の
久
初
、
重
豪
代
の
宝
暦
六

（
一
七
五
六
）
年
か
ら
家
老
を
勤
め
た
久
智
を
出
す
。

　
　

主
税
久
言
（
久
美
）
は
、
久
智
二
女
の
子
で
久
智
の
養
子
。
文
化
五
（
一
八
○
八
）
年

閏
六
月
二
十
一
日
、
私
領
藺
牟
田
で
座
敷
牢
に
入
れ
ら
れ
、
九
月
二
十
六
日
切
腹
。
石
塔

や
位
牌
も
禁
じ
ら
れ
、
世
代
も
除
か
れ
、
嫡
子
は
久
智
の
跡
と
さ
れ
る
。
文
化
朋
党
事
件

の
処
罰
者
は
、
樺
山
久
言
や
秩
父
季
保
以
下
十
三
名
の
切
腹
を
含
み
、
遠
島
や
謹
慎
な
ど

一
一
〇
名
に
及
ぶ
。
樺
山
ら
の
関
与
し
た
通
達
文
書
の
記
録
な
ど
も
廃
棄
が
命
じ
ら
れ
、

家
老
と
し
て
の
存
在
、
関
与
し
た
藩
政
が
全
否
定
さ
れ
た
。
樺
山
家
に
は
、
久
言
と
さ
れ

る
肖
像
画
の
他
に
、
表
情
や
背
景
の
道
具
・
書
籍
な
ど
に
相
違
の
あ
る
数
幅
の
肖
像
画
が

残
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
後
の
樺
山
家
と
久
言
の
赦
免
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
正

月
に
、
子
の
久
相
に
対
し
て
、
久
高
や
歴
代
の
功
績
に
免
じ
、
年
頭
な
ど
の
儀
式
に
お
け

る
登
城
許
可
が
な
さ
れ
る
。
万
延
二
（
文
久
元
・
一
八
六
一
）
年
二
月
、
孫
の
久
要
に
対

し
、
久
言
の
世
代
を
元
通
り
に
し
て
、
系
図
上
も
そ
の
家
督
継
続
が
認
め
ら
れ
、
石
塔
な

ど
の
建
立
も
許
可
さ
れ
た
。
拙
稿
「
樺
山
家
系
図
の
紹
介
と
明
治
・
大
正
期
の
樺
山
家
史

料
調
査
に
つ
い
て
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第
二
十
六
集
、
二
○
一
四
年
）

（
115
）『
諸
氏
系
譜
一
』
所
収
「
伊
集
院
氏
支
流
飛
松
系
図
」
中
の
久
眞
か
。
久
眞
は
、
慶

長
十
四
（
一
六
○
九
）
年
九
月
生
ま
れ
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
八
月
死
去
。
嫡
子

久
明
（
主
水
、
号
松
林
）
は
、
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
に
島
津
綱
久
の
近
習
役
、
天

和
元
（
一
六
八
一
）
年
冬
に
真
修
院
（
久
松
松
平
定
頼
嫡
女
で
綱
久
正
室
、
綱
貴
の
生

母
）「
御
年
寄
役
」、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
秋
に
京
大
坂
蔵
奉
行
と
な
り
、
正
徳
三

（
一
七
一
三
）
年
死
去
す
る
が
、
こ
の
間
、
近
衛
家
と
の
折
衝
な
ど
で
も
一
定
の
役
割
を

果
た
し
た
。

（
116
）
薩
摩
藩
に
お
け
る
臨
時
・
加
勢
を
示
す
「
寄
」「
助
」
に
つ
い
て
は
、
天
明
六

（
一
七
八
六
）
年
七
月
二
十
五
日
付
の
宮
之
原
通
直
達
（『
法
令
四
』
三
七
○
五
号
）
に
お

い
て
、「
無
役
ヨ
リ
寄
候
者
」
を
「
助
」、
本
役
を
持
ち
他
役
に
寄
せ
ら
れ
た
場
合
「
寄
」

と
さ
れ
て
い
る
。『
幕
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
総
合
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五

年
）
第
十
五
章　

拙
稿
「
薩
摩
藩
の
藩
政
文
書
管
理
と
筆
者
」
参
照

（
は
や
し
た
だ
す　

本
館
学
芸
課
長
）




